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１．はじめに  

情報システムに関する研究は、人々の社会活

動全般1におけるデータ処理や状況提示から、コ

ミュニケーション、情報行動をも包含するテー

マまで多岐に亘っており2、毎年開催されている

多様な国際会議で多くの研究が発表され議論さ

れている。国内でも、情報システムに関する会

議自体は多くはないものの、情報システムに関

する研究報告や論文発表は数多くなされている。

2015 年 1 月現在、国立情報学研究所の論文デー

タベースである CiNii3には、タイトルに「情報

システム」を含む文献が 8,599 件登録されてお

り、2000 年以降で見ても平均して毎年 400 件程

度が新たに登録されている4。また、科学技術振

興機構が運営する電子版学術雑誌の発信流通サ

ービスである J-STAGE5にも、タイトルまたは

キーワードに「情報システム」を含む文献が

1,711 件登録されており、2002 年以降平均して

毎年 90 件程度の新規登録がある6。 

このような外形的状況からは、日本での情報

システム研究も国際的状況と同様に活発に取り

組まれているように見える。しかし、これら公

表された研究を精査してみると、その多くは社

会生活に必要とされる情報を形成または知らし

めるデータ処理システムを開発するための工学

的な情報技術や実現方法に関するものが中心で

                                                        
 うちき・てつや 
 埼玉大学教養学部教授、情報システムの社会学的研究 

あり、社会科学および人文学領域に分類される

研究も、そのほとんどが当該領域の学術研究に

寄与するデータ処理方法の開発や、得られたデ

ータの管理および流通を担うシステム構築を目

的とした内容となっていることがわかる7。つま

り、国内で取り組まれている情報システム研究

の多くは、社会科学や人文学などの知見に基づ

いた工学領域以外での研究も含めて、情報シス

テムという社会現象8に焦点を当てたものではな

く、当該領域での研究のためのツール、あるい

は研究遂行を情報面で支援する基盤、としての

機能的な道具作りに位置づけられる研究といえ

るのである9。 

このような状況は、情報システムとして捉え

るべき社会現象が人々の活動に必要な情報に対

する蓄積、変換、伝達などの処理機構として機

能的観点からのみ捉えられていることを如実に

表している10。多くの人々にとって、コンピュー

タが写し取った情報システムの機能的な働き11

を通して、初めて現実の情報システムを実体的

感覚として認識できるようになったといえ、し

かもそれは圧倒的な処理速度と処理量とを擁し

ていたことから、このような機能的な捉え方が

工学以外の学術領域においても一般的になった

であろうことは想像に難くない。国際会議での

議論から推察されることとして、程度の差こそ

あれ、この一般的な社会認識は国際的にも同様

の状況にあるとさえいえる12。 
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このように、内外を問わず情報システムに関

する認識は同様に形成されてきたと考えられる

にも拘わらず、国内での情報システム研究の取

り組み方は国際的状況と著しく異なっているよ

うに感じられる。実際、国外での情報システム

研究は、経営大学院（ビジネススクール）を中

心として活発に取り組まれ、システムの開発か

ら運用までを含めたマネジメントや、人間行動

および社会心理に基づいた人間－機械システム

としてのデザインのように、単なる機能システ

ムを超えた高い視野からそれを巡る社会現象全

体をシステムと捉え、その全容の学術的な究明

と理論構築、また実務的にはそのマネジメント

を前提とした分野横断的なデザインのあり方や

方策が議論されている。特に西欧諸国における

ビジネススクールでは、情報システムが主要な

教育研究領域として位置づけられ、そのほとん

どで情報システム専攻が設置されているだけで

なく、大多数の学生が専攻している状況にある13。 

これに対して、国内のビジネススクールでは

授業科目として情報システムに関する講義が辛

うじて設置されている程度14であり、情報システ

ム専攻も見出せない。また、情報システム全般

に関する学術的な研究15に取り組む国内の学会

としては、1979 年に設立されたオフィス・オー

トメーション学会16を皮切りに17、1984 年に情報

処理学会情報システム研究会18、1989 年に経営

情報学会19、2005 年に情報システム学会が設立

されているものの、社会的な認知度合いは高い

とは言い難い状況といえる。社会の多くの場面

で情報システムを巡る数多くの問題に直面する

昨今、情報システムに関する社会的な問題意識

は国際的に高まりつつあり、日本もその例外で

はない。しかしながら、国内の情報システム問

題への対策や研究アプローチは、情報システム

を社会科学的に捉えて議論しデザインしようと

する国外での取り組みとは異なり、そのほとん

どが上述したような新たな技術や機能システム

の工学的な開発となっているのである20。 

情報システムは、単に「モノ」としての機能

的システムのみに主導されて形成されるのでは

なく、それを利用する人々の捉え方や社会制度、

社会規範などの中で醸成される文化環境として

成立する「コト」といえる21。このことは、情報

システムの捉え方や研究アプローチには、その

社会が擁する文化環境の特性が色濃く反映され

ることを意味している22。つまり、情報システム

研究および開発を巡る日本国内の独特な社会的

状況は、正に情報システムとしての文化環境の

視点から捉えてみれば23、単に技術開発やシステ

ム構築技能、またはその教育訓練制度や方策な

どの技術力の醸成に関する事柄によって導かれ

る事態としてだけではなく、新たな技術技法や

取り決め、評価尺度などの制約条件を多くの

人々が自然体で捉え受容できるという環境特性

の相互作用の中で導かれた状況として考えるべ

きことといえるのである24。 

このような観点に立脚して、著者らは日本の

情報システム研究がその機能性や実現方法に偏

重している要因を明らかにすべく調査分析を推

進し考察を深めてきた。その第一歩として、情

報システムの射程の全容を示すと共に、その射

程に包含される事項が技術的または社会的な連

関に分類可能であること、同時に双方の連関が

相互作用し合う中で情報システムという社会現

象が成立していると見る研究全体を捉まえる枠

組みを提示した25。また、日本語の「情報システ

ム」という用語の社会的位置づけや潜在的意味

の歴史的文脈をコンピュータ登場時からの主要

な文献調査および著者らの実地調査26を通して

焙り出すと共に、先の枠組みによる分析に基づ

いて、日本の文化環境では技術的連関と社会的

連関との相互作用の中で情報システムが成立し

変容していくのではなく、技術的連関がもたら
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す社会的インパクトを社会的連関が適応し受容

しているという特異な状況となっている可能性

を示唆した27。 

つまり先行研究では、日本の独特な文化環境

が情報システムを社会的現象として高所から広

く捉えることを促進せず、むしろ各組織や利用

領域に固有の機能システムとして個別に捉えて、

トリビアルな問題解決に邁進させる社会動向を

生じさせている要因とする見方の妥当性が示さ

れてきたといえるのである。この知見に従えば、

日本での情報システム全般に関する学術的研究

に取り組んでいる国内の学会で議論される研究

テーマの傾向や研究視点の動向を分析すること

を通して、それらが依拠する日本の文化環境の

特性を探り出すことが期待できることとなるわ

けである。 

以上のような背景に基づき、本論文では日本

における情報システム研究に関する特異な状況

に関する理解をさらに深化させることを目的と

して、国内の具体的な情報システム研究の実態

調査を通して、これまでの著者らの考察と実態

との整合性について議論すると共に、具体的な

研究動向から機能性に焦点が当てられる傾向が

強い日本の文化環境の特性について考察を深め

る。まず実態調査に先駆けて、これまで情報シ

ステム研究の射程として客観的立場から示して

きた捉え方の枠組みを研究に取り組む主観的な

視点から捉え直し、研究パラダイムの分類枠組

みとして提示する。この枠組みを用いて、学会

での研究発表の場で実際に発表され議論された

研究を、その題目だけからではなく、内容分析28

をも踏まえて分類する。調査対象としては、国

内で精力的に情報システム全般に関する研究活

動に取り組んでいる学会の中で、学会員の研究

発表内容が J-STAGE で無料公開されており、活

動状況が最も把握し易い経営情報学会の全国研

究大会で発表された研究報告29を対象とする。こ

れらの分類結果に基づいて、その傾向や動向を

分析すると共に、情報システム研究の社会的状

況に関する日本の文化環境特性について考察す

る。 

 

２．情報システム研究パラダイムの分類軸 

情報システムを社会現象として捉える視点は、

G. Burrell とG. Morgan による社会学のパラダ

イム分類軸30を用いて、図 1 に示すように大別す

ることができる31。図 1 の右側は個々の社会構成

員が暗黙裏に了解している主観的な事象であり、

左側は人々が客観的に捉えることができる明示

的な事象である。また、図の上側は構成員の秩

序立った統制的な状況として捉えられる事象で

あり、逆に下側は相互に対立的で葛藤が生じて

いる状況として捉えられる事象である。G. 

Burrell と G. Morgan はこの２つの視点から社

会を捉える立脚点を４つに類型化し、社会を秩

序的で統制的な事象として主観的に捉える立場

を解釈主義（第Ⅰ象限）、客観的に捉える立場を

機能主義（第Ⅱ象限）と位置づけ、逆に社会を

対立的で葛藤的な事象として客観的に捉える立

場を構造主義32（第Ⅲ象限）、主観的に捉える立

場を人文主義33（第Ⅳ象限）と位置づけている34。 

この捉え方の枠組みに従って、情報システム

研究の主たる取り組みを分類すると図 1 の各象

限に示したように大別できる。今日、多くの人々

が認識しているようなコンピュータ技術を中核

とする電子情報通信システムを開発し実現する

ことは、機能主義的な第Ⅱ象限に位置づけられ

る情報処理技法や方法論を機械的機構として具

現化する客観的立場からの取り組みである。ま

た、形式化および明文化された条項や取引など

に基づいて人々の行動の統御や社会秩序の形成

を目指す取り組みは、法や制度の体系化や施行

などの社会構造の設計および人々の組織化に関

する客観的な取り組みであり、構造主義的な第
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Ⅲ象限に位置づけることができる。これらに対

して、情報システムが成立する文化的状況や、

人々の意識への適合およびその形成に関する取

り組みは、客観的立場とはスタンスを異にする

主観的なことといえる。それらの中でも、社会

生活の営みの中で人々が意識する暗黙的で明文

化されてない、社会的規範や常識的行動などの

理解や適応を目途とした取り組みは、解釈主義

的な第Ⅰ象限に位置づけられる。そして、人々

の営みとしての情報システムの根源的な捉え方

や日常的な行動基盤としてのあり方など、情報

システムを本質的に理解し解明しようとする取

り組みが、人文主義的な第Ⅳ象限に位置づけら

れるのである。 

各象限は、議論の主たる立脚点の位置づけと

して、それぞれが相互に関与し合っているだけ

でなく、そもそも情報システム研究はこれら全

ての事項のバランスを見据えた研究といえるた

め、各象限内に留まる研究は希で、多くの研究

は象限を跨ぐこととならざるを得ない。しかし

ながら、主題としての論点や、そこでの議論が

立脚する考え方、議論の根拠となるデータなど

に着目すれば、それぞれの研究を主観的か客観

的かという観点の相違と、議論の対象が秩序・

統制的状況下での事象であるか、対立・葛藤状

況下での事象であるかという論点の相違とに基

づいて、研究パラダイム毎に研究目的や狙いを

図 1 に示すように分類することができる。 

この枠組みで捉えれば、情報システム研究と

して取り組まれている主要な研究テーマも、図 2

に示したように 4 つの象限に分類することがで

きる。客観的評価尺度に基づいた数値データや

統計資料を基礎とする研究は左側の客観的分類

となり、図の右側の主観的取り組みとしては、

アンケート調査やインタビュー、参与観察、文

献解題のように研究者や回答者の主観に基づい

たデータを基礎とする研究が位置づき、特に研

究者の思想や見識、哲学のような主観的考察に

基づいた理論構築、設計理念、原理探求などの

研究は、対立・葛藤的状況を導くこととして右

下側に位置づけられる。一方、図の左側の客観

的取り組みとしては、上側の秩序・統制的状況

として、具体的な組織やシステム、あるいは基

本的要件や範囲が明確である対象の機能的な分

析、開発、実現化に関する研究が位置づき、環

境変革および整備を目途とする創造的および間

接的な取り組みであるビジネスモデリングや制

度・組織設計、システムの運用方策などの研究

 

図 2 各象限に分類される主要な研究テーマ 
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は、対立・葛藤的状況を前提とすることとして

左下側に位置づけられる。 

しかしながら、図 2 に示した研究テーマの分

類は、各研究テーマが立脚している研究パラダ

イムによるものであり、単に研究の対象や依拠

する方法論の分類ではないことに注意を払う必

要がある。つまり、図 2 で分類されている着眼

点やアプローチ方法は、あくまでも情報システ

ムという社会現象を捉え考察するための取り組

みの類型であるということである。従って、利

用者の意識調査が前面に押し出された研究であ

るとしても、当初から情報処理システム開発を

目的として手法の利用に留まるものであれば、

研究パラダイムとしては機能主義に位置づくこ

ととなる。一方、情報処理システム開発を目指

した研究でも、その利用環境の理解や、全体を

視野に入れたシステムおよび概念の「論理的35

な」設計を主眼とする議論や考察であれば、そ

の着眼点やアプローチ方法により機能主義以外

の位置づけともなるのである。 

先述したような、情報システムの機能性を情

報処理システムと捉えて、工学的に開発および

実現するための研究は、そのほとんどが図 2 の

第Ⅱ象限に位置づけられるものといえる。一部

には、このような機能システムの開発から保守

運用管理までを担う組織の運営やその評価、利

用者のインセンティブ向上、利用環境としての

制度設計などの研究も見られるが、それらも具

体的方策としての方法やメカニズムを提案し実

現する取り組みが中心であり、同様に機能主義

に位置づくこととなるのである36。情報システム

を情報処理システムと捉える限り、それはそれ

ぞれの学問領域が対象とする社会状況で役立つ

道具や情報基盤の枠組みから脱却することがで

きず、このような機能主義的な見方や具体的な

システム開発が中心となる状況に至ることは至

極当然の帰結といえる。 

しかし、それらの情報処理システムは、人々

が構築する社会でその人々の営みに役立つ情報

を提供するという根源的な意義において、個々

の具現化された事象の表層的な差異を拭い去れ

ば37、本質的には人間の情報行動に依拠したシス

テムの一端を担う同様のメカニズムとして捉え

ることができるはずである。このような着想や

意識に根差して、情報処理システムとして具体

的にその一端を散見できる、社会現象としての

情報システムの全貌を明らかにしようとする学

術的取り組み、即ち各領域に依存した個々の情

報処理システムの具現化方策とは反対に、全て

の情報処理システムの底流にある根源的な概念

や事象の連関を探り出すことこそが、情報システ

ム研究の本意としての目的といえるのである38。

従って、情報システムの研究対象は広範囲とな

らざるを得ず、議論も単純化できず、個々の具

体的事例からの知見を地道に積み重ねつつ、常

に広い視野から個別事象を見据えた考察が求め

られることとなるのである39。 

 

３．学会発表された研究テーマの分類と 

    その動向 

日本では情報システムに関する研究としての

取り組みの多くが機能主義に位置づいており、

発表年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

総発表件数 165 119 128 133 89 119 239 188 178 163 163 175 137

第Ⅰ象限 32 20 32 22 21 28 64 65 58 49 53 52 38

第Ⅱ象限 68 49 49 54 22 43 78 44 51 33 38 49 28

第Ⅲ象限 57 47 42 51 41 43 80 69 59 68 57 62 60

第Ⅳ象限 8 3 5 6 5 5 17 10 10 13 15 12 11

表1　研究パラダイム毎の経営情報学会全国研究発表大会での発表件数（2002～2014年）
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人々の認識も機能システムを中心に形成されて

いるわけであるが、情報システムが広く一般に

認知され始めた歴史的経緯を踏まえれば、程度

の差こそあれ、そのような事態は国内外を問わ

ず同様といえる。しかし、学術研究活動として

の情報システム研究の認識は、国際的な状況か

ら大きく逸脱しており、社会一般で研究分野自

体の認知度合いが低いだけでなく、その学術団

体の活動も社会的認識を先導しているとは言い

難い状況にある40。そこで、そのような事態に至

っている要因を探るべく、国内の情報システム

に関する学術研究団体での研究への取り組み状

況を分析する。 

情報システム全般に関する学術的な研究に取

り組む国内の主要な学会は、先にも述べたよう

に、これまでにいくつか設立されているが、継

続的に活発な研究がなされ、発表件数が多いこ

と41と共に、その発表内容の多くがインターネッ

ト上に無償で公開されており、情報システム研

究の国際的な核となっている学会である AIS42

との関連も深いことから、経営情報学会での研

究活動状況を分析対象として取り上げる。本来

なら学会論文誌に査読プロセスを経て掲載され

た論文を対象とすべきところであるが、日本の

現状では該当する件数が非常に少なく、しかも

それらの多くは明確に査読評価を得ることがで

きる機能主義視点からの研究が中心的であるた

め、研究発表大会において実際に発表され議論

された研究報告を対象として43、図 2 の枠組みに

基づいてその状況および動向を分析する。なお、

分類に際しては、発表された研究題目だけに着

目するのではなく、公開されている概要および

本文からその研究内容にも踏み込み、研究目的

および着眼点、アプローチ方法、得られた知見、

主張点などを総合的に分析することを通して、

その発表内容が立脚している研究パラダイムを

出来得る限り深く推定することとする44。 

経営情報学会では毎年春と秋との 2 回の研究

発表大会が開催されており、2002 年以降に大会

で発表された全ての研究報告のタイトルおよび

概要が、インターネット上の総合電子ジャーナ

ルプラットフォームである J-STAGE に電子的

に公開されている。また、発表予稿についても、

一部のみの公開であった2002年当初より次第に

増加してきており、近年ではほとんど全ての予

稿が公開されるまでになっている。この公開情

報に基づいて、2002 年春季から 2014 年秋季ま

で45の13年分全26回の研究発表大会で発表され

た研究報告を、図 2 の枠組みで分類して、その

件数をまとめたものが表 1 である。表 1 に示さ

れた発表年毎の件数は、春秋 2 回の大会の合計

件数である。表 1 からは、毎回全ての研究パラ

ダイムでの発表があるもの、第Ⅳ象限に分類さ

れる人文主義視点での研究が極めて少ないこと

がわかる。また、第Ⅲ象限に分類される構造主

義視点での研究は、経営情報学会の中心的な議

題である組織の管理運営の視点でもあることか

ら、定常的に発表件数が多くなっている。その

一方で、第Ⅱ象限に分類される機能主義視点で

の研究は、2002 年当初の件数から減少の一途を

辿っているようにみえる。このような象限毎の

発表件数の状況は、3 年毎の移動平均により、年

毎の発表件数変動を平滑化した図 3 のグラフか

らも読み取ることができ、2014 年までの 13 年

間の経営情報学会における大局的な研究取り組

みの動向が示されているといえよう。 

このことは図 3 で使用した移動平均値に基づ

いた象限毎の発表件数比率の推移に顕著に表れ

ており、その動向は図 4 に示すようになってい

る。表 1 からも示唆されていたように、第Ⅲ象

限の構造主義視点に分類される研究の発表比率

は、13年の間35%程度とほぼ横ばい状態であり、

安定的多数を占めていることがわかる。また、

第Ⅳ象限の人文主義視点に分類される研究は、
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発表件数のみならず件数比率としても非常に低

い状況にある46ものの、単調に増加する傾向が見

られ、僅かな割合ではあるが約 2 倍に増加して

いる。2000 年代前半で約 40％を占める程に中心

的なテーマであった、第Ⅱ象限に分類される機

能主義視点での研究の比率は、その件数以上に

比率の減少傾向が著しく、安定的多数を保って

いる第Ⅲ象限の構造主義視点の研究に比率とし

ての主流の座を明け渡しただけでなく、2000 年

代後半で急速に比率を高めてきた第Ⅰ象限の解

釈主義視点の研究にも追い抜かれ、25％弱まで

約半減していることがわかる47。このような経緯

を経て、現在では、第Ⅰ象限と第Ⅲ象限という

図 2 の対角線上に位置する研究パラダイムに分

類される発表が中心となっていることが示され

ているのである。 

 

４．研究動向の文化環境的特性に関する考察 

学会発表された研究テーマの分類に基づいた

外形的な状況が示唆しているのは、日本の情報

システム研究に関する学会での研究動向が国際

的な動向から大きく逸脱していないということ

である。特に、図 4 で示されたような、機能的

および技術的な機構の開発視点から社会的およ

び組織文化的な分析視点への移行という情報シ

ステムの研究動向は、その割合の高低や時期に

多少の差異はあるものの、国内外で同様な傾向

として捉えることができる。実際、クラウドコ
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ンピューティングや携帯端末のアプリ開発に見

られるように、情報技術が広く社会基盤として

普及し、情報処理システム自体がコモディティ

化したことにより、むしろ第Ⅱ象限に分類され

る機能主義視点での研究が、テーマとは成り難

い状況となっていると考えられるからである。

その一方で、利用環境は拡大の一途を辿り、多

くの新たな社会現象を生み出しつつあることと

同時に、その対応策としての制度や新たな産業

構造が希求されて設計されることとなるため、

社会構造の設計に拘わる第Ⅲ象限や社会規範の

理解および形成に拘わる第Ⅰ象限に分類される、

社会環境的視点からの研究への取り組みが強く

求められる状況になるといえるからである。 

このように外形的状況を見る限りにおいては、

機能主義視点の研究が数多く発表されている状

況は、日本の情報システム研究に関する学会を

取り巻く環境によって形成されることであると

捉えることができ、情報システムを専門とする

学会の特徴としては認識できない。ところが、

個々の研究発表の内容に踏み込んだ分析を遂行

する過程において、調査対象とした研究の多く

が、具体的な組織や社会環境における現状での

問題を抽出しその解決策を検討する、というよ

うな問題解決型の知見を提示する内容のもので

あることに気付かされた。しかも同様の内容で

あっても、対象とする企業や業務の相違によっ

て相互の知見を参照したり、それらを基礎とし

てさらに知見を深化させたりするような学術的

な知の積み重ねが、同一の研究者または研究グ

ループ以外ではあまり見出せなかったのである。

このような研究内容の実態が示唆することは、

個々の研究が地道に知を積み重ねてゆく学術的

な目的ではなく、現実的で個別的な具体的問題

のみを目的としているということである。 

具体的な事例や現象に関する個別的な調査で

あっても、調査結果に対する深い考察や詳細な

検証、あるいは多様な事例や現象に対する調査

研究の積み重ねなどによって、より普遍的な知

としての原理や理論への接近を図ることができ、

またその接近こそが学術研究の大きな誘因とも

いえる48。情報システム研究は企業経営における

情報処理システムに端を発しているとはいえ、

国際会議の場では、特別な具体事例から一般論

を導きだそうとする、論理的および理知的な思

考に基づいた議論や考察が活発になされており、

それこそが学術的研究の取り組みとして共通に

認識されているように感じられる49。これに対し

て今回分析した国内の研究では、一般化とは逆

に、個別の問題状況を掘り下げて詳細に認識し、

より特化した問題解決の取り組みや議論が数多

く見られたのである。しかも、論点としての個々

の象限に立脚した先鋒的な議論を展開するので

はなく、中庸である実用的な情報システムとし

ての解決策とその考察が主となっており50、反対

に普遍的な知としての原理や理論を得ようとす

る学術的研究や、論理的および理知的な思考に

基づいた新規の概念設計やビジネスモデル提案

のような創造的な研究は極少数に留まっていた

のである。 

これらの状況が示唆することは、国内の情報

システム研究が日本の文化環境下での問題解決

および環境適応を目途としているということで

あり、それ故に「使える」解決策を模索し提案

することを目指した研究が中心とならざるを得

ないということである。しかしそのような取り

組み方は、図 5 に示すような技術的取り組みと

社会的取り組みとの相互作用の連鎖を抑制し、

図 6 のように技術的インパクトを社会が受容し

適応してゆくことを意識した対応策といえる51。

このような意識および取り組みは、問題の早期

対応として有効であるものの、場当たり的な対

策となりがちで、問題の根本的な解決策となる

可能性は低く、追従型の問題対応に終始する状
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況をもたらすことともなる。こうした状況こそ

が日本の文化環境がもたらす特性と捉えること

ができ、それがために多様な領域で多くの機能

主義的な問題対応の取り組みがなされ、研究報

告として発表されていると考えられるのである。 

しかも、問題状況への適応的な対応策を採る

ことは、図 5 に示したような社会的連鎖を忌避

することをも意味することから、社会的な議論

や新たな意識の創出を促すことにまで繋がらず、

そのことが逆に情報システム研究領域自体の恒

常性を喪失させてしまうことともなると考えら

れる。このような状況は、日本での情報システ

ム研究を活性化させず、情報処理システムの具

体的機能性以上には、社会で重要視されるよう

な存在感を示せない事態へと至らせる要因であ

ることに留まらず、隔離された日本の社会環境

とそこで培われたローカルな意識とが織りなす、

閉鎖的な情報システムに依存した考え方を醸成

することともなるため、さらに狭隘な捉え方と

その局所的な環境への依存性を強めるであろう

ことは想像に難くない。それこそが、日本での

情報システム研究が、容易にはグローバルな環

境での議論に結び付け難く、国際的に評価を得

難いことと同時に、多くの情報システム研究者

が国際的な研究に興味を示さない本質的な理由

として考えられるのである52。 

 

５．おわりに 

本論文では、国内の情報システム研究全般に

関する学会で、実際に発表された研究報告を分

析することを通して、日本での情報システム研

究の動向を明らかにした。具体的には、経営情

報学会が例年 2 回開催している研究発表大会で

の発表を対象として、情報システム研究の射程

から捉え直した研究パラダイムの分類枠組みに

従って、そのタイトルのみならず内容分析をも
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踏まえ、研究の取り組みの相違として分類した。

この分類結果の分析から、外形的状況としては

国内での情報システム研究の動向は国際的動向

から大きく逸脱していないものの、内容に踏み

込んだ動向分析から、国内外では学術的研究と

してのスタンスの相違が著しく、それが日本の

文化環境に依拠した状況であることについて議

論した。また、この調査から得られた国内の研

究実態が、これまでの著者らの考察と整合する

ことと共に、機能性に焦点が当てられる傾向が

強く、本質的な意味での情報システム研究が認

知され難い、日本の文化環境の特性について考

察した。 

本研究から得られた重要な知見は、日本の情

報システム研究が指向していることが、ビジネ

ス展開の基盤としての情報システム設計ではな

く、ビジネスの制約条件への対応策としての情

報システム環境構築が中心的であったというこ

とである。そのため、多くの問題が解決されな

がらも、そこから学術的で普遍的な知を探求す

るゆとりが無いこととも相俟って、折角の知見

が表現されずに属人的なノウハウとしてのみに

留まることとなってしまうのであろう。その一

方で、真理としての知を尊重し、それを探求し

ようとする指向が弱い文化環境53であることも

影響して、研究の成果としては発見された知に

基づいた提言ではなく、具体的問題の発見とそ

の対応策が中心になっているものと考えられる

のである。その結果として、国内での情報シス

テム研究は、先述したような機能的な道具とし

ての情報システムの具現化以外は、活発に取り

組まれているとはいえない状況となり、社会科

学的な取り組みとしてはむしろ衰退しつつある、

と捉えられ兼ねない状況にさえ至っているわけ

である。 

本研究で議論してきたように、社会現象とし

ての情報システムそのものを対象とした研究の

動向自体は国内外で大きな相違はなく、むしろ

日本では問題に対する取り組み方や状況認識こ

そが異なっているといえるのである。そのため、

国際的な同一尺度では研究を展開することはお

ろか、取り組みの効用や研究への誘因さえ示せ

ないこととなってしまうのであろう54。しかし、

このような特異な状況であるが故に、国際社会

における日本の状況を真摯に見つめ、単に国際

的に標準となっている取り組みや対象を闇雲に

真似て導入するのではなく、日本の文化環境へ

の深遠な理解に基づき、その状況に適合すると

共に、そこでの研究者に誘因を提示できる研究

内容や取り組みを構築しようとすることこそが、

真の情報システム研究に資する大いなる知をも

たらす方策と考えられるのである。 

最後ではあるが、本研究は先行研究としてこ

れまで著者が取り組んできた概念的研究で得ら

れた知見の現実的な整合性を推し量るべく企図

されたものである。しかしながら、僭越にも多

くの偉大な先人による研究成果をも偏狭な枠組

みと著者の主観的評価によって無碍に分類する

ことともなり、その不躾な研究行為について紙

面を借りて陳謝すると共に、実態調査以外の他

意は無い旨、申し開きする次第である。本研究

が議論の契機、そしてたたき台になり、今後の

我が国に相応しい情報システム研究のあり方と

展開に多少なりとも資することができれば幸い

である。 

 

注 

  
                                                        
1 自然現象も、人々は社会的に意味づけられた人工的な尺

度や理論である物理的メカニズムや数理モデル化を通

して認識しているといえ、その意味から自然現象を対象

とする情報システムも広く社会活動システムと捉える

ことができる。 
2 情報システム研究の射程についての議論は、文献[内木 

2009, 2011]参照。 
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3 国立情報学研究所 (NII: National Institute of Informatics) 

が運営するNII 学術情報ナビゲータ（サイニィ）と呼ば

れる学術論文や図書・雑誌などのデータベース。Citation 

Information by NII の略。 http://ci.nii.ac.jp/ 
4 2015 年 1 月 10 日検索。なお、この時点で 2014 年の登録

数は例年の半分程度であったが、これはまだ全ての文献

データが登録されていないことによると考えられる。 
5  Japan Science and Technology Information Aggregator, 

Electronic. 医学、薬学、工学系を中心に関連する学術雑

誌を収録し、ほとんど無料で公開している。

http://www.jstage.jst.go.jp/ 
6 2015 年 1 月 10 日検索。なお、経営情報学会が J-STAGE

に登録を開始した 2002 年以前の登録数は約半数程度で

ある。また、検索時点では 2014 年の登録数は例年の半

分程度であったが、これはまだデータ登録作業中である

ためと考えられる。 
7 例えば、地理情報システムや防災情報システム、文献情

報システムなどを挙げることができる。図書館システム

という社会の枠組みの下で、古くからその仕組みを支え

るシステムとして取り組まれてきた、図書館情報システ

ムもこの領域に分類される。 
8 P. Checkland による SSM (Soft Systems Methodology)の取

り組みは、社会や組織を人々の行為が形成するシステム

と捉えて議論するための方法論として提唱しているが、

それは正に情報システムという社会現象を捉え議論す

る方法論といえ、Checkland 自身もそのことを指摘して

いる[Checkland and Scholes 1990, p.53, 同訳書 p.71]。特に、

文献[Checkland and Holwell 1998]は、書名からも明らかな

ように、多くの具体的な社会現象を情報システムという

観点で捉えて分析し、このような捉え方と共に、システ

ムとしてのデザインの重要性を議論している。P. 

Checkland の取り組みは、国内にも古くから訳書

[Checkland 1981, 同訳書 1985]や学会での議論を通して、

数多く紹介されているものの、その根源的な考え方や議

論よりも具体的な活用方法やその成果に多くの関心が

寄せられ、社会現象の捉え方およびその理念に関する議

論にはあまり着目されていないように感じられる。実際、

先の訳書から20年以上が経過して漸く内山がSSMを理

念的に考察しているものの、そこでの議論も日本の文化

環境に適合した方法論の再構築となっている[内山 

2007]。 
9 その意味で情報処理システムを含めた情報システムの

設計および開発の専門家だけでは、当該分野の本質的な

研究は遂行が困難といえよう。またそれ故に、多くの情

報システム研究がそれぞれの利用分野で独立かつ並立

的になされるのみで、情報システム全体を俯瞰する会議

や研究会が開催されないことともなってしまうのであ

る。 
10 日本語版のウィキペディアには「多様な要素がそれぞれ

に結びつくことで情報の活用を可能とする仕組みのこ

 
と」との抽象的な説明に続き、「一般にはコンピュータ

（電子計算機）による情報処理によって、情報の高速な

処理（変換・蓄積・共有など）が可能とされたもの（情

報処理システム）を指すことが多い」と説明されている

[http://ja.wikipedia.org/wiki/情報システム 2015.1. 10 現

在]。 
11 内木 2007, pp. 9-10. 
12 国際会議で同様の議論が国や地域、文化を問わずよくな

されていることからも推察できる。また、英語版のウィ

キペディアには “An information system (IS) is a system 

composed of people and computers that processes or interprets 

information.”「人々とコンピュータで構成された情報を

処理または解釈するシステム」と日本語より具体的な説

明がなされているものの、日本語版と同様に“The term is 

also sometimes used in more restricted senses to refer to only 

the software used to run a computerized database or to refer to 

only a computer system.” との注釈が記され、狭義の情報

処理システムを指す言葉としてしようされることが解

説 さ れ て い る [http://en.wikipedia.org/wiki/Information 

_system 2015.1.10 accessed]。 
13 学術的な重要性というよりも、社会での必要および有用

性によるところが大きい。その意味からも日本のビジネ

ススクールの状況は、社会での必要度合いや取り組みの

有用性認識の低さを示していると捉えることができる。 
14 経営情報論および情報技術論のような講義名称であり、

主要な研究テーマとして設定されているところは殆ど

見出せない。 
15 学術研究のためのツールや各学術領域の現場で利用す

る情報基盤を形成するための「情報システム研究会」が

多くの学術団体で設立されており、このキーワードに関

連する全ての研究会についての沿革を網羅的に調べ上

げることができない程に数多く存在しているため、ここ

では設立時の経緯として社会科学的な視野をも範疇に

含んだ分野横断的な主要な学術団体に絞って取り上げ

た。現在の状況から見ると、例えば、電気学会情報シス

テム技術委員会が主催する情報システム研究会も、機能

主義視点ではあるものの、取り上げているテーマの幅に

広がりが見られるため、この分類に含まれて然るべきで

あると考える向きもあろうことは重々承知している。し

かしそれは、本論で議論するように多くの領域で共通の

「情報システム研究」の捉え方の変化であるといえ、あ

くまでもここで取り上げたのは、著者の知り得る限りで

の、設立経緯を鑑みた分類と選択である。 
16 2007 年に日本経営情報学会に名称を変更して今日に至

っている。 
17 関連学会としては、1951 年に経営工学会が設立されて

いる。しかし、経営システム全般を対象としているもの

の、オペレーションズ・リサーチのような工学的アプロ

ーチにより、工場の生産性のような機能性が議論の中心

とされていたことから、ここでの対象学会としては取り
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上げていない。 

18 情報処理学会は 1960 年に設立されているが、コンピュ

ータや通信に関する工学的な取り組みが中心である。情

報システム研究会も工学の範疇を超えて他の研究会よ

りも視野が広いとはいえ、基本的に社会応用システムと

しての機能的な情報処理システムの設計および構築方

法、運用管理を中心とした技術的な議論が中心となって

いる。設立文書には「コンピュータとコミュニケーショ

ンを中心とした情報処理に関する云々」と記されている

が、当時の社会的文脈から推察してコミュニケーション

は通信（技術）と解釈するのが妥当と考えられる。但し、

1965 年に出版された初版の情報処理ハンドブックから

は、今とは異なる分野横断的な議論や学術交流が持たれ

ていたことが窺い知れることから、学会設立当初は萌芽

的研究がなされていた可能性も十分に考えられること

である [情報処理ハンドブック編集委員会編 1965]。な

お、当研究会名称は「情報システムと社会環境研究会」

に変更されて今日に至っている。 
19 旧情報経営学会(AMI)の設立年。1990 年に設立され、並

立していた日本経営情報学会(旧JASMIN)と1992年に統

合して、現在の情報経営学会(JASMIN)となった。 
20 IT 専門職大学院（情報大学院）で、情報技術の専門家と

して養成することが望まれているようであり、実際に幾

つかの大学院が設置されているが、担当教員は工学者が

中心であり、当然教育内容も機能主義的なものとなって

いる。 
21 内木 2009, p.34. この議論はそもそも物事の認識を巡る

哲学的議論として展開されている奥深いものであるが、

情報機器や技術的処理機構のような実体そのものでは

なく、それが織りなす社会の関係性という意味で「モノ」

と対比させ、反実体主義的＝関係主義的［廣松 1988, 

p.220］に事象を捉える用語として「コト」を使用してい

る。 
22 London School of Economics（LSE）の Frank Land 教授へ

の著者の問い掛けに対して、現在の情報システム研究が

対象としている問題が日本で議論されない要因として、

日本固有の文化環境による問題認識の差に着目すべき

ことを示唆している。 
23 文化環境として情報システムを捉えることに関しては、

文献[内木 2009, 2011]で議論している。 
24 顕著な例としては、我が国でよく議論される EUD は、

概念や言葉としては認知されているものの、その可能性

や実態については国際的にはナンセンスと考えられて

いる。それは、かつてのQC 活動に関する議論と同様と

言えよう。 
25 文献[内木 2009]はその成果を論述したものである。 
26 著者らの企業での実務経験および大学での教育システ

ム構築運用経験などの実体験も調査対象となっている。 
27 文献[内木 2011]はその成果を論述したものである。文化

的差異による議論や取り組みの差異については、G. 

 
Hofstede の研究が先駆的であり、本研究の着眼点も彼の

先行研究によって示唆された点が多い[G. Hofstede 1980, 

1991]。 
28 本文が入手可能なものに限る。多くの研究が本文を公開

しているが、一部タイトルと概要のみの公開設定となっ

ている研究があり、それらについてはタイトルと概要か

ら判断して分類した。内容分析については、質的研究の

著名な解説書である文献[Flick 1995, pp.295-305]に記さ

れている執筆したテクストの意義という観点で、でき得

る限り客観的に解釈した。 
29 最もアクティビティの高い経営情報学会においても、学

会誌（論文誌）に投稿および採録される論文は明確な解

や結論が導き出された工学的な研究が多く見受けられ、

しかも偏りのない分析ができるほどの数量とも言い難

いのが実情である。 
30 Burrell and Morgan 1979, pp.21-35. 
31 著者の先行研究論文に提示された図[内木 2009, p.13, 

内木 2011, p.34 など]と図 1 とは同じものであるが、本論

文ではG. BurrellとG. Morganの議論と同様に研究者が立

脚する研究視点を議論するため、より明確な表現である

原著[Burrell and Morgan 1979]に記されている用語を用い

た。 
32 原著での表記はRadical Structuralist [Burrell and Morgan 

1979, p.22]。  
33 原著での表記は Radical Humanist [Burrell and Morgan 

1979, p.22]。 
34 G. BurrellとG. Morganの枠組みは解釈主義的研究の所産

であることから、同じ対象であっても、その認識の前提

および範囲、適用する用語の差異によって異なる分類枠

組みとなる。例えば、R. Hirschheim らは、この分類視点

に基づいて「情報システムデザインに臨む姿勢」を分類

する枠組みを提示している[Hirschheim, Klein, Lyytinen 

1995, pp.46-67]。また、情報システムを「情報処理シス

テム」という具体的に認識可能な対象として捉えるので

あれば、主観と客観の相違は具体的対象に対する内外で

の取り組みの相違として分類枠組みを構築可能である 

[内木 1998, p.186]。さらに、情報システムの捉え方が同

様でも、その研究手法を対象とすれば、松島らが提示し

ているように本論文とは異なった分類枠組みとなる[松

島, 栗山, 土屋, 河田 2011]。 
35 論理的(logical)なる用語は、情報技術を議論する際には

注意が必要である。話の論理のような「コト」の整合性

という意味と、機能システムの論理設計のような「モノ」

の精密な関係性という意味があるためで、工学分野にお

いては後者の使われ方が支配的である。ここでは、前者

の意味で使用しているが、今日の日本の文化環境では後

者を意味することが多いようである。また日本の情報工

学分野では、よりこの傾向が強いことを文献[内木 2013]

で示唆し議論している。 
36 パーソナルコンピュータやインターネットが普及過程
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にあった 1995 年以前の研究には、文献[春名 1982]のよ

うな概念的考察や文献[春名, 相原, 松本, 本間 1984]の

ような情報システムのあり方についての議論がなされ

ているものの、それ以降は目的とする機能の実現に関す

る機能主義的な研究が支配的となっていることが、事例

として取り上げた土木学会での春名功教授の発表論文

の経緯からも見出すことができる。文献[春名, 大音, 迫

間, 上山 1995]では、情報処理システムの開発が研究テ

ーマではあるものの、そのあり方や仕事上の位置づけ、

利用現場の具体的利用方法などについて詳細に検討し

機能システムによって形成される作業環境全般につい

て考察しているのに対し、3 年後の文献[春名, 竹林, 滑

川 1998]では機能システムの実現方法のみの内容へと

変貌している。この点は、文献[内木 2011]で議論した情

報システムの社会認識を巡る歴史的経緯と全く同様と

いえ、情報処理システムの普及が具体的機能としての情

報システムの認識を拡大する一方で、機能主義的視点か

らの議論が広く一般化してゆく状況を如実に示してい

る。 
37  このような捉え方とその取り組みこそが、

“logicalization”と呼ばれる情報システムのデザインプロ

セスの本質的な意義である。Logicalization についての考

察は文献[内木 2013]を参照。 
38 文献[Avison and Fitzgerald 2006]に網羅されたシステム開

発方法論を見ても、欧米での取り組みは、具体事例から

より一般的および普遍的な概念やモデルを形成する方

向に研究が取り組まれていることがわかる[内木 2013, 

p.26]。 
39 この点については、根来も経営情報学での事例研究のあ

り方として指摘している[根来 2015]。 
40 情報システムをキーワードとした研究文献検索では、そ

の半数以上が多様な研究領域における情報基盤として

の情報処理システム開発に関する研究となっており、逆

に情報システム研究の中心的存在である経営情報学会

でも、情報処理システム構築に直接関連しない研究を情

報システム研究とは位置づけていない。 
41 本論文の論点でもあるように、機能主義視点以外の情報

システム研究としての日本での取り組みは非常に限ら

れており、これらの学会でも発表数は多くない。中には、

事例報告のような、研究成果とは言い難い発表や、散文

的で質的に機能主義視点の研究と比肩できないような

発表も散見されており、調査対象として相応しい学会は

限定的な状況にある。 
42 Association for Information Systems（国際情報システム学

会）。全世界をヨーロッパ、アメリカ、アジア太平洋の 3

つの地域に分け、地域毎の国際会議である ECIS 

(European Conference on Information Systems), AMCIS 

(Americas CIS), PACIS (Pacific Asia CIS)を年１回開催す

ると共に、全世界の情報システム研究者が千人規模で一

堂に会する国際会議 ICIS (International CIS)を各地域持ち

 
回りで毎年暮れに開催している。また、各国に学会支部

が設置されており、経営情報学会は日本支部の JPAIS 

(Japan Chapter of AIS) の後援学会となっている。なお、

種々の経緯により日本にはもう一つの支部 NAIS 

(Nippon AIS) が設置されている。 
43 それぞれの学術団体には特色があり、日本情報経営学会

は組織管理運営としての経営学視点から、情報処理学会

情報システムと社会環境研究会は情報処理システム開

発の視点から、電気学会情報システム研究会はよりシス

テム構築技術的な視点から、情報システム学会は情報シ

ステム担当者の教育や育成という視点からの取り組み

が多く見受けられる傾向にある。本論文で取り上げる経

営情報学会も情報システム研究としては企業経営に偏

重していることは否めないものの、研究の質および量の

両面から現状の日本における情報システム研究の最前

線に位置していると考えられる。 
44 ここでの推定および分類は著者独自の判断によるもの

である。本論文が今後の議論のたたき台となることを願

い、具体的な分類結果を本論文の付録として文末に掲載

している。 
45 本論文の執筆時点では 2014 年春季および秋季の研究報

告は J-STAGE 上に掲載されていないが、学会 Web ペー

ジの大会情報として入手可能であったため、調査対象に

加えた。 
46 第Ⅰ象限および第Ⅳ象限に分類される研究は、主観的で

あるが故に、研究の質という面でのばらつきが大きく、

特に研究者の主義主張に強く依存する第Ⅳ象限の研究

は玉石混交の感が否めないため、むしろ件数が少ないこ

とは学会としての見識が保たれていることの表れとも

いえよう。 
47 2006 年にも第Ⅱ象限の研究比率が大幅に下がっている

が、この年は情報経営学会（旧OA 学会）との共同開催

が影響していると考えられる。実際、この年は第Ⅲ象限

の研究比率が極端に高くなっており、情報経営学会での

研究テーマ比率の相違が反映されたものと考えること

ができる。 
48 根来は、経営情報学会誌の事例研究特集号に寄せた巻頭

言でこの点を指摘し、今後の情報システム研究に資する

方策として範を示す形で読者の啓蒙を試みている[根来 

2015]。 
49 K. Heinz とK. Lyytinen は、情報システム研究の学問領域

としての疑わしさについて、創生期に議論を投げかけて

いる[Heinz and Lyytinen 1985]。このような議論が活発に

なされることこそ、研究および研究領域の学術性へのこ

だわりが表れている証拠といえる。 
50 見方によっては、野中らが提唱している日本的経営のあ

り方の一つであるmiddle-up-and-downの実践と捉えるこ

ともできよう[Nonaka and Takeuci 1995, pp.127-130, 同訳

書 pp.188-194]。 
51 図 5 および図 6 は、文献[内木 2011, p.36]で提示した図



 
－14－

 
の再掲である。 

52 広く議論を戦わせて論旨や考えを鍛えてゆく研究より

も、仲良しグループ内での研究が主体的で、研究者の矜

恃は、内容の学術的価値ではなく、テクニシャンとして

の優越感や役立ち感などにあるように感じられる。 
53 このような日本人の思想の土台に関しては、中沢らが対

談で同様の議論をしている[吉本, 梅原, 中沢 1995, 

pp.10-11]。 
54 横山らの「現代生命科学と言葉」の座談会で田辺明生が

語る「アクターは相互作用の場の中で決まる」との指摘

と同様な状況といえよう［横山 2012, p.371］。ことばが

持つ力について議論しているこの文献は、全般的に本来

の情報システムという用語に対応する専門用語が見あ

たらない、日本での研究分野の状況および実態に関して

の深い洞察を与えてもくれる。 
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ン
ス

ト
·ス

コ
ア

カ
ー

ド
の

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
問

題
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 
1 

贈
与

交
換

に
お

け
る

感
情

の
作

用
 

 2
 

戦
略

的
IT

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 3
 

解
釈

主
義

IS
研

究
に

お
け

る
図

的
表

現
の

意
義
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2
0
0
2

年
度

秋
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

新
産

業
創

出
の

世
紀

 
－

 
産

学
官

連
携

に
向

け
て

 
－

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 
1 

情
報

通
信

サ
ー

ビ
ス

と
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

の
関

係
性

 

 2
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

組
織

化
に

お
け

る
行

為
論

的
ア

プ
ロ

ー
チ

 

 3
 

評
価

を
す

る
と

い
う

こ
と

は
何

を
ど

う
す

る
こ

と
か

 

 4
 

「
プ

ロ
ダ

ク
ト

・
ラ

イ
フ

・
サ

イ
ク

ル
」
概

念
の

展
開

と
情

報
シ

ス
テ

ム
 

 5
 

ミ
ー

ム
と

ミ
ー

ム
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

の
可

能
性

 

 6
 

大
学

生
の

職
業

意
識

に
つ

い
て

の
統

計
的

分
析

 

 7
 

製
品

開
発

活
動

に
お

け
る

知
識

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
役

割
に

つ
い

て
 

－
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
分

析
 

 8
 

民
間

企
業

に
お

け
る

研
究

者
の

ジ
レ

ン
マ

 
－

医
薬

品
研

究
開

発
プ

ロ
セ

ス
を

通
じ

て
 

 9
 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

情
報

の
論

理
 

1
0
 

電
子

商
取

引
、

決
済

、
宣

伝
広

告
に

関
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
方

法
特

許
の

競
争

上
の

特
徴

 

 
－

特
許

内
容

と
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

・
産

業
モ

デ
ル

と
の

関
係

性
 

1
1 

情
報

シ
ス

テ
ム

監
査

及
び

そ
の

社
会

制
度

化
の

今
日

的
意

義
 

 
－

「
情

報
シ

ス
テ

ム
」
の

本
質

的
特

性
及

び
「
情

報
シ

ス
テ

ム
監

査
」の

当
事

者
モ

デ
ル

再
考

を
通

し
て

 

1
2
 

金
融

機
関

に
お

け
る

情
報

の
統

合
化

と
薄

れ
ゆ

く
企

業
境

界
 

1
3
 

C
A

S
E

の
S
E

へ
の

貢
献

に
つ

い
て

の
実

証
研

究
 

1
4
 

危
機

対
応

組
織

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

－
聖

路
加

国
際

病
院

の
事

例
よ

り
 

1
5
 

中
堅

・
中

小
企

業
に

お
け

る
Ａ

Ｓ
Ｐ

普
及

阻
害

要
因

に
関

す
る

研
究

 

1
6
 

逐
次

的
情

報
処

理
に

お
け

る
初

期
信

念
の

影
響

 
－

信
念

更
新

に
関

す
る

先
行

研
究

の
再

解
釈

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 
1 

戦
略

の
分

割
と

し
て

の
動

的
計

画
法

 

 2
 

ウ
イ

ズ
ダ

ム
・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

時
代

の
た

め
の

「
知

識
を

知
恵

に
か

え
る

方
法

」
 

 3
 

意
思

決
定

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
そ

の
手

順
を

創
り

出
す

手
法

 

 4
 

ゲ
ー

ム
理

論
的

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 
－

売
り

手
の

価
格

割
引

率
と

基
準

発
注

間
隔

の
決

定
方

法
の

研
究

 

 5
 

顧
客

創
出

利
益

 

 6
 

依
存

関
係

に
関

す
る

知
識

を
用

い
た

協
議

の
支

援
の

た
め

の
モ

デ
ル

と
仮

想
実

験
 

 7
 

中
小

企
業

の
新

し
い

機
能

連
鎖

の
「
場

」
の

提
案

 

 8
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
失

敗
モ

デ
ル

に
つ

い
て

の
一

考
察

 

 9
 

P
ro

lo
g

で
ナ

ッ
シ

ュ
遂

行
理

論
を

学
ぶ

 

1
0
 

知
識

伝
達

手
段

と
し

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
メ

デ
ィ

ア
 

1
1
 

行
為

別
法

律
／

判
例

対
応

マ
ッ

プ
の

開
発

に
よ

る
リ

ー
ガ

ル
・
ナ

レ
ッ

ジ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

試
み

 

1
2 

包
絡

分
析

法
を

用
い

た
行

政
評

価
の

新
し

い
評

価
基

準
 

1
3
 

理
工

系
の

人
に

わ
か

り
や

す
い

新
し

い
パ

ラ
ダ

イ
ム

を
開

く
管

理
会

計
の

方
法

 

1
4
 

T
O

C
に

よ
る

日
本

の
製

造
業

復
活

に
関

す
る

研
究

 

1
5
 

情
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

要
員

の
組

織
行

動
と

パ
ー

ト
ナ

ー
満

足
（
Ｐ

S
) 

1
6
 

在
庫

管
理

を
基

礎
と

し
た

３
段

階
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
モ

デ
ル

に
関

す
る

考
察

 

1
7 

ア
メ

リ
カ

ン
フ

ッ
ト

ボ
ー

ル
チ

ー
ム

の
攻

撃
能

力
の

評
価

 

1
8 

ビ
ジ

ネ
ス

・
プ

ロ
セ

ス
・
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
 

1
9
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
た

業
界

分
析

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
開

発
と

考
察

 

2
0
 

製
品

開
発

に
お

け
る

協
調

設
計

の
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ベ

ー
ス

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 

2
1
 

R
&
D

の
活

性
化

に
関

す
る

一
考

察
 

－
ベ

ク
ト

ル
モ

デ
ル

を
用

い
た

組
織

表
現

 

2
2
 

在
庫

管
理

問
題

の
集

合
論

的
定

式
化

と
実

装
 

2
3
 

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

た
組

織
の

数
理

的
分

析
 

2
4 

動
的

な
構

造
変

動
を

と
も

な
う

シ
ス

テ
ム

の
集

合
論

的
記

述
と

実
装

 

2
5
 

第
四

世
代

シ
ス

テ
ム

開
発

方
法

論
に

よ
る

調
整

型
問

題
解

決
系

へ
の

覚
書

き
 

2
6
 

A
B

C
に

よ
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

活
動

の
定

量
化

 

2
7 

E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

S
c
ie

n
c
e

法
に

よ
る

製
品

と
そ

の
サ

プ
ラ

イ
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
情

報
と

知
識

の
記

述
方

法
 

2
8 

第
4

世
代

シ
ス

テ
ム

開
発

の
た

め
の

数
学

 

2
9 

C
o
m

b
in

at
io

n
 o

f 
A

ss
o
c
ia

ti
o
n
 C

la
ss

if
ic

at
io

n
 a

n
d
 1

-
 N

e
ar

e
st

 N
e
ig

h
b
o
r 

C
la

ss
if
ie

r 
in

 D
at

a 
M

in
in

g 
S
ys

te
m

 

3
0
 

第
４

世
代

シ
ス

テ
ム

開
発

方
法

論
 

3
1
 

第
４

世
代

シ
ス

テ
ム

開
発

方
法

論
の

実
施

例
 

－
時

間
割

作
成

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

3
2
 

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

構
造

に
対

す
る

安
定

性
評

価
方

法
の

提
案

 

3
3
 

J
av

a
お

よ
び

J
S
P

を
用

い
た

授
業

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

3
4
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
Ａ

Ｈ
Ｐ

を
用

い
た

新
製

品
計

画
手

法
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 
1 

e
-
L
e
ar

n
in

g
に

お
け

る
産

学
連

携
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
 

 2
 

ビ
ジ

ネ
ス

方
法

特
許

創
出

に
お

け
る

企
業

間
知

識
共

有
 

－
特

許
共

同
出

願
の

分
析

よ
り

 

 3
 

顧
客

情
報

の
戦

略
的

活
用

法
に

関
す

る
一

試
案

 

 
－

「
相

互
作

用
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
シ

ス
テ

ム
」
モ

デ
ル

の
理

論
的

・
技

術
論

的
可

能
性

 

 4
 

パ
ソ

コ
ン

操
作

に
お

い
て

苦
手

意
識

が
課

題
達

成
に

与
え

る
影

響
の

分
析

 

 5
 

シ
ス

テ
ム

特
性

に
基

づ
く

W
IS

の
分

類
及

び
進

化
パ

タ
ン

に
関

す
る

研
究

 

 6
 

レ
ガ

シ
ー

情
報

シ
ス

テ
ム

の
行

方
(1

) 

 7
 

中
国

移
動

体
通

信
業

政
策

と
携

帯
電

話
市

場
の

動
向

 

 8
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
を

媒
介

と
す

る
産

学
連

携
モ

デ
ル

 

 
－

産
学

連
携

に
よ

る
N

e
w

sM
L

エ
デ

ィ
タ

の
開

発
 

 9
 

財
務

諸
表

監
査

の
品

質
向

上
策

 

1
0 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
オ

ー
ク

シ
ョ

ン
出

品
者

に
お

け
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
効

果
 

1
1
 

製
品

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
の

成
長

期
・
成

熟
期

に
お

け
る

製
品

開
発

戦
略

 

1
2
 

形
式

的
ド

ラ
マ

理
論

の
基

本
定

理
 

1
3
 

D
R

M
技

術
と

仲
介

型
P

2
P

技
術

の
統

合
化

パ
タ

ー
ン

 
－

コ
ン

テ
ン

ツ
流

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

研
究

 

1
4
 

動
的

企
業

活
動

を
支

援
す

る
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
指

向
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
考

察
 

1
5
 

年
配

者
の

携
帯

電
話

で
の

メ
ー

ル
送

信
に

お
け

る
課

題
分

割
プ

ラ
ン

の
効

果
 

1
6
 

書
籍

の
ネ

ッ
ト

販
売

の
要

因
に

関
す

る
検

討
 

1
7 

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

の
ベ

ネ
フ

ィ
ッ

ト
・
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

分
析

 

 
－

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

に
お

け
る

プ
ロ

ダ
ク

ト
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
モ

デ
ル

開
発

の
前

提
と

し
て

 

1
8
 

同
期

／
対

面
型

G
S
S
 を

利
用

し
た

会
議

に
お

け
る

口
頭

対
話

の
影

響
 

1
9 

R
F
ID

を
用

い
た

分
散

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

：
シ

ス
テ

ム
開

発
・
展

開
の

迅
速

化
 

2
0
 

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
に

お
け

る
情

報
活

用
 

－
花

王
と

ラ
イ

オ
ン

の
事

例
 

2
1 

カ
ー

ナ
ビ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
距

離
の

カ
ウ

ン
ト

ダ
ウ

ン
を

用
い

た
音

声
ガ

イ
ド

の
検

討
 

2
2
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ビ

ジ
ネ

ス
の

収
益

モ
デ

ル
 

－
韓

国
オ

ン
ラ

イ
ン

・
ゲ

ー
ム

産
業

の
事

例
 

2
3
 

知
的

財
産

評
価

と
ロ

イ
ヤ

リ
テ

ィ
・
レ

ー
ト

の
決

定
方

法
 

2
4
 

会
計

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
く
鉄

リ
サ

イ
ク

ル
産

業
の

分
析

 

2
5
 

知
識

社
会

に
お

け
る

IT
C

制
度

の
定

着
に

つ
い

て
（
そ

の
２

）
 

2
6
 

知
識

創
造

企
業

と
目

標
管

理
制

度
 

2
7
 

技
術

規
格

の
世

代
交

代
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ス
タ

イ
ル

 

2
8
 

地
場

製
造

業
の

生
存

の
た

め
の

経
営

シ
ス

テ
ム

構
築

に
関

す
る

一
提

案
 

2
9
 

韓
国

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

現
状

 

3
0
 

通
信

事
業

に
お

け
る

戦
略

的
関

係
と

そ
の

評
価

 

－16－



3
1
 

経
営

情
報

シ
ス

テ
ム

分
野

に
お

け
る

地
方

公
立

大
学

の
地

域
貢

献
に

関
す

る
研

究
 

3
2 

ミ
ー

ム
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
可

能
性

 

3
3
 

プ
ロ

セ
ス

シ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
見

た
焼

結
歩

留
り

 

3
4
 

包
括

的
E
R

P
導

入
方

法
論

の
考

察
 

3
5
 

分
散

型
職

場
環

境
に

お
け

る
仮

想
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

効
果

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 
1 

フ
リ

ー
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

 

 2
 

IS
部

門
の

再
編

：
暗

黙
情

報
の

連
鎖

に
着

目
し

た
企

業
経

営
 

 3
 

組
織

の
二

重
ル

ー
プ

 
－

「
装

置
」
と

「
行

為
空

間
」
 

 4
 

組
織

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
知

識
連

鎖
 

 5
 

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
践

に
関

す
る

一
考

察
 

 
 

2
0
0
3

年
度

春
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 

2
1

世
紀

ビ
ジ

ネ
ス

の
ビ

ッ
ク

ウ
ェ

イ
ブ

－
企

業
創

生
の

新
た

な
視

点
－

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 
1 

S
S
M

を
適

用
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

教
育

方
法

論
の

実
践

に
関

す
る

考
察

 

 2
 

価
値

の
源

泉
 

－
目

に
見

え
な

い
資

産
を

視
覚

と
し

て
 

 3
 

文
化

産
業

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
相

互
行

為
と

組
織

化
に

つ
い

て
 

 
－

ア
マ

チ
ュ

ア
的

オ
ン

ラ
イ

ン
古

書
店

の
互

助
的

活
動

の
事

例
を

中
心

に
し

て
 

 4
 

企
業

に
お

け
る

電
子

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
運

用
が

職
務

満
足

に
与

え
る

影
響

 

 5
 

ＩＣ
Ｔ

の
発

展
と

ビ
ジ

ネ
ス

・
モ

デ
ル

 

 6
 

E
R

P
シ

ス
テ

ム
の

導
入

と
コ

ア
・
コ

ン
ピ

タ
ン

ス
 

－
韓

国
中

小
企

業
を

対
象

に
し

た
ケ

ー
ス

・
ス

タ
デ

ィ
ー

 

 7
 

定
性

的
研

究
の

５
つ

の
伝

統
 

 
－

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
：
定

性
的

研
究

の
５

つ
の

伝
統

と
IS

研
究

へ
の

適
用

可
能

性
（
そ

の
２

）
 

 8
 

地
方

青
少

年
の

日
常

行
動

に
お

け
る

携
帯

電
話

使
用

に
つ

い
て

 

 9
 

市
場

調
査

の
た

め
の

地
域

特
性

抽
出

手
法

に
関

す
る

一
提

案
 

1
0 

教
育

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

受
講

者
満

足
の

構
造

に
関

す
る

実
証

研
究

 
－

ビ
ジ

ネ
ス

・
ゲ

ー
ム

を
用

い
た

経
営

教
育

を
通

し
て

 

1
1
 

組
織

エ
コ

ロ
ジ

ー
と

組
織

戦
略

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 
1 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

評
価

に
お

け
る

ゲ
ー

ム
理

論
の

適
用

 

 2
 

企
業

の
研

究
開

発
投

資
に

関
す

る
研

究
 

－
テ

ク
ノ

・
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

・
モ

デ
ル

の
企

業
適

用
 

 3
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
技

術
の

地
方

自
治

体
に

お
け

る
適

用
可

能
性

に
関

す
る

一
考

察
 

 4
 

P
ro

lo
g

に
よ

る
意

思
決

定
と

情
報

の
モ

デ
ル

 

 5
 

交
渉

の
ド

ラ
マ

テ
ィ

ッ
ク

モ
デ

ル
 

 6
 

複
合

型
加

工
製

品
に

お
け

る
生

産
計

画
支

援
シ

ス
テ

ム
の

提
案

 

 7
 

要
介

護
度

の
進

展
と

そ
の

支
援

に
関

す
る

研
究

 

 8
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

 統
合

か
ら

フ
ェ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

へ
 

 9
 

フ
ロ

ー
と

ス
ト

ッ
ク

を
用

い
た

経
営

指
標

の
再

記
述

と
次

元
整

合
に

関
す

る
考

察
 

1
0
 

ゲ
ー

ム
理

論
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

の
価

格
決

定
に

つ
い

て
 

1
1
 

製
品

開
発

教
育

支
援

シ
ス

テ
ム

の
研

究
 

1
2
 

情
報

検
索

技
術

を
用

い
た

効
率

的
な

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

 

1
3
 

IS
M

と
W

D
技

法
を

用
い

た
シ

ス
テ

ム
思

考
に

よ
る

中
小

企
業

の
IT

化
戦

略
分

析
 

1
4
 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

に
よ

る
生

産
計

画
：
タ

イ
ム

バ
ケ

ッ
ト

と
リ

ア
ル

タ
イ

ム
方

式
の

比
較

 

1
5
 

協
同

的
知

識
創

造
の

分
析

に
認

知
科

学
の

研
究

方
法

を
導

入
し

た
研

究
 

1
6
 

環
境

分
析

に
お

け
る

デ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
設

計
 

1
7 

情
報

の
や

り
取

り
を

含
む

繰
り

返
し

ゲ
ー

ム
に

お
け

る
優

位
戦

略
 

1
8 

T
Q

M
に

お
け

る
改

善
活

動
導

入
過

程
の

社
会

学
習

動
学

モ
デ

ル
に

つ
い

て
 

19
 

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

の
効

果
測

定
枠

組
み

に
関

す
る

研
究

 

2
0 

ク
ラ

ス
図

を
用

い
た

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
モ

デ
ル

の
表

現
に

関
す

る
一

考
察

 

2
1
 

ア
ダ

プ
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

用
い

た
資

格
取

得
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 

2
2
 

研
究

技
術

ス
ト

ッ
ク

の
検

索
・
評

価
シ

ス
テ

ム
 

－
青

山
学

院
大

学
を

ケ
ー

ス
と

し
て

 

2
3 

待
ち

行
列

網
解

析
に

よ
る

知
識

創
造

組
織

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

活
用

評
価

に
つ

い
て

 

2
4
 

水
産

物
Ｅ

Ｄ
Ｉに

お
け

る
Ｘ

Ｍ
Ｌ

Ｄ
Ｂ

の
適

用
実

験
と

考
察

 

2
5
 

企
業

提
携

関
係

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 
1 

経
営

感
覚

で
自

立
す

る
地

域
づ

く
り

と
情

報
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
  

 2
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

(I
S
M

)に
お

け
る

人
的

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ホ
ー

ル
へ

の
一

考
察

 

 3
 

企
業

家
の

労
働

時
間

 

 4
 

顧
客

の
視

点
に

も
と

づ
く
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
セ

ス
モ

デ
リ

ン
グ

 

 5
 

IT
部

門
に

お
け

る
A

B
C

と
A

B
B

の
連

携
 

 6
 

IT
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
B

S
C

と
A

B
C

の
連

携
 

 7
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
内

部
統

制
の

有
効

性
評

価
の

現
状

と
課

題
 

 8
 

成
長

期
か

ら
成

熟
期

に
お

け
る

製
品

開
発

戦
略

移
行

時
の

方
策

 

 9
 

知
恵

を
創

り
出

す
管

理
会

計
手

法
の

着
想

 

1
0
 

S
C

M
研

究
の

実
態

と
そ

の
累

計
に

関
す

る
調

査
 

1
1
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
経

済
性

評
価

 
－

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

と
リ

ア
ル

オ
プ

シ
ョ

ン
の

適
用

 

1
2
 

情
報

項
目

と
情

報
フ

ロ
ー

に
着

目
し

た
事

務
作

業
プ

ロ
セ

ス
の

分
析

・
改

善
方

法
 

1
3 

ビ
ジ

ネ
ス

・
プ

ロ
セ

ス
・
モ

デ
リ

ン
グ

技
法

の
比

較
 

1
4
 

B
S
C

を
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
し

た
モ

デ
ル

・
ベ

ー
ス

ト
経

営
 

1
5 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

IT
都

市
計

画
ア

プ
ロ

ー
チ

の
検

討
 

1
6 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
社

会
に

お
け

る
中

小
企

業
の

優
位

性
と

戦
略

 

1
7
 

知
識

社
会

に
お

け
る

IT
C

制
度

の
定

着
に

つ
い

て
（
そ

の
３

）
 

1
8
 

ミ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

た
め

の
イ

ネ
イ

ブ
ラ

ー
 

－
企

業
創

生
へ

の
新

し
い

ア
プ

ロ
ー

チ
を

求
め

て
 

1
9
 

産
業

構
造

の
進

展
と

専
門

高
校

設
置

の
再

編
 

2
0
 

戦
略

的
関

係
モ

デ
ル

_-
_電

気
通

信
事

業
と

他
産

業
の

比
較

 
－

電
気

通
信

事
業

と
他

産
業

の
比

較
 

2
1
 

地
方

零
細

企
業

が
必

要
と

す
る

経
営

情
報

に
関

す
る

一
考

察
 

2
2 

ネ
ッ

ト
に

よ
る

文
化

の
形

成
と

ミ
ー

ム
 

2
3
 

リ
ア

ル
・
オ

プ
シ

ョ
ン

・
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
発

電
所

建
設

投
資

の
評

価
 

2
4
 

ア
テ

ン
シ

ョ
ン

 v
s.

 
リ

テ
ン

シ
ョ

ン
 

－
顧

客
価

値
の

ね
じ

れ
と

ミ
ド

ル
マ

ン
の

役
割

に
関

す
る

一
考

察
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 
1 

A
T

と
A

N
T

に
お

け
る

媒
介

性
と

情
報

シ
ス

テ
ム

 

 
 

2
0
0
3

年
度

秋
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 

IT
戦

略
と

地
域

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ
 
－

 
地

域
に

お
け

る
情

報
創

造
の

条
件

を
求

め
て

 
－

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 
1 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
再

構
築

に
よ

る
生

産
ラ

イ
ン

ア
イ

ド
ル

の
低

減
に

つ
い

て
 

－
板

金
工

場
の

ケ
ー

ス
と

し
て

 

 2
 

組
織

の
成

長
と

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
 

－
成

長
・
発

展
モ

デ
ル

の
検

討
 

－17－



 3
 

業
務

プ
ロ

セ
ス

と
情

報
シ

ス
テ

ム
を

調
和

さ
せ

る
ビ

ジ
ネ

ス
・
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

 
－

ビ
ジ

ネ
ス

・
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

類
型

分
析

 

 4
 

日
本

に
お

け
る

産
業

構
造

変
化

と
IT

活
用

に
お

け
る

戦
略

パ
ラ

ダ
イ

ム
の

研
究

 

 5
 

自
治

体
W

e
b

サ
イ

ト
開

発
・
運

用
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
一

研
究

 

 6
 

戦
略

的
ネ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

ＩＴ
活

用
手

法
の

考
察

 

 7
 

零
細

企
業

に
お

け
る

意
思

決
定

の
た

め
の

経
営

情
報

に
関

す
る

考
察

 

 8
 

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
指

揮
に

み
る

暗
黙

知
の

研
究

 
－

責
任

型
組

織
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

関
す

る
一

考
察

 

 9
 

E
R

P
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
導

入
効

果
の

分
析

 
－

中
堅

企
業

2
社

を
事

例
と

し
て

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
・
ベ

ー
ス

の
シ

ス
テ

ム
統

合
ア

プ
ロ

ー
チ

 

 2
 

属
性

数
が

多
い

仮
想

実
験

に
基

づ
く
商

品
企

画
 

 3
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
造

を
考

慮
し

た
ク

チ
コ

ミ
現

象
に

関
す

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
 

 4
 

投
資

経
済

性
評

価
指

標
の

適
用

 
－

特
に

正
味

現
価

・
リ

ア
ル

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

 5
 

ＩＳ
Ｐ

ビ
ジ

ネ
ス

の
競

争
優

位
の

変
遷

 
－

６
モ

ジ
ュ

ー
ル

モ
デ

ル
を

用
い

た
分

析
と

予
測

 

 6
 

知
恵

を
創

り
出

す
管

理
会

計
手

法
の

構
造

・
構

成
 

 7
 

人
間

の
感

性
と

フ
ァ

ジ
ィ

積
分

を
使

っ
た

デ
ー

タ
検

索
シ

ス
テ

ム
 

 8
 

X
M

L
に

よ
る

問
題

定
義

言
語

の
一

提
案

 

 9
 

A
H

P
に

お
け

る
順

位
逆

転
現

象
の

数
値

的
検

討
 

1
0 

V
al

u
e
-
F
o
c
u
se

d
 T

h
in

ki
n
g 

の
拡

張
と

そ
の

応
用

 

1
1
 

集
合

論
的

記
述

の
抽

象
化

に
つ

い
て

 
－

コ
ー

ド
生

成
の

自
動

化
に

向
け

て
 

1
2
 

問
題

解
決

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
情

報
処

理
教

育
 

1
3
 

Ｔ
Ｏ

Ｃ
の

導
入

と
そ

の
評

価
 

1
4 

日
程

計
画

業
務

の
た

め
の

E
R

P
を

用
い

る
情

報
シ

ス
テ

ム
方

法
論

 
－

qu
ic

kI
P

P
 

1
5
 

開
発

事
業

計
画

過
程

に
お

け
る

ゲ
ー

ミ
ン

グ
と

A
B

S
を

融
合

し
た

交
渉

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ア
プ

ロ
ー

チ
 

1
6
 

IP
v6

環
境

に
お

け
る

IP
se

c
通

信
の

企
業

内
監

査
方

式
の

提
案

 

1
7
 

IS
実

施
研

究
に

お
け

る
活

動
理

論
の

記
号

論
的

応
用

 

1
8 

業
務

プ
ロ

セ
ス

と
情

報
シ

ス
テ

ム
を

調
和

さ
せ

る
ビ

ジ
ネ

ス
・
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

1
9 

情
報

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

手
法

の
提

案
 

2
0 

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
完

全
共

有
化

が
で

き
る

ス
ー

パ
ー

マ
ッ

プ
法

 

2
1
 

ベ
イ

ズ
統

計
を

用
い

た
文

書
フ

ァ
イ

ル
の

自
動

分
析

手
法

 

2
2
 

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
る

品
質

管
理

方
式

の
一

提
案

 

2
3
 

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

品
質

シ
ス

テ
ム

の
改

善
に

関
す

る
考

察
 

2
4
 

情
報

フ
ロ

ー
と

情
報

項
目

に
着

目
し

た
作

業
の

分
析

・
改

善
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

戦
略

的
交

渉
の

モ
デ

ル
化

 

 2
 

日
本

の
資

産
運

用
会

社
の

経
営

効
率

性
評

価
 

 3
 

中
国

に
お

け
る

第
三

世
代

移
動

通
信

標
準

の
展

開
 

 4
 

W
e
b

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
よ

る
地

方
公

共
団

体
の

W
e
b

サ
イ

ト
評

価
に

関
す

る
一

研
究

 

 5
 

核
を

持
た

な
い

企
業

間
連

携
の

あ
り

方
 

 6
 

ハ
イ

パ
ー

ゲ
ー

ム
理

論
を

用
い

た
誤

認
識

解
消

の
た

め
の

仲
裁

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

分
析

 

 7
 

居
宅

介
護

支
援

事
業

の
サ

ー
ビ

ス
・
チ

ャ
ネ

ル
論

に
よ

る
考

察
 

 8
 

人
・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ラ

ク
シ

ョ
ン

・
コ

ス
ト

に
着

目
し

た
電

子
タ

グ
利

用
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
分

析
 

 9
 

需
要

予
測

に
お

け
る

知
識

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

－
花

王
の

事
例

 

1
0 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

・
ベ

ー
ス

ト
・
ア

プ
ロ

ー
チ

の
ビ

ジ
ネ

ス
教

育
に

お
け

る
可

能
性

の
検

討
 

1
1
 

無
線

L
A

N
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

主
体

に
関

す
る

一
考

察
 

1
2
 

非
同

期
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

性
度

と
そ

の
継

続
性

に
関

す
る

研
究

 

1
3
 

金
融

コ
ン

グ
ロ

マ
リ

ッ
ト

：
組

織
と

規
制

 

1
4
 

企
業

提
携

と
そ

の
支

援
W

e
b

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

一
考

察
 

1
5
 

授
業

モ
デ

ル
と

そ
の

検
証

 

1
6 

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

を
導

入
し

た
食

品
の

安
全

性
問

題
に

関
す

る
一

考
察

 

1
7 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
に

お
け

る
モ

ジ
ュ

ラ
ー

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
意

義
 

1
8
 

情
報

技
術

の
採

用
に

お
け

る
制

度
的

圧
力

の
影

響
と

有
効

性
 

1
9
 

技
能

の
伝

承
と

専
門

高
校

に
お

け
る

学
習

支
援

 

2
0
 

中
小

企
業

に
お

け
る

人
事

情
報

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

研
究

 

2
1
 

広
域

情
報

サ
ー

ビ
ス

の
評

価
と

今
後

の
展

開
 

－
阪

神
広

域
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

事
例

か
ら

 

2
2
 

情
報

化
社

会
と

社
会

的
厚

生
 

2
3 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

変
換

す
る

条
件

の
研

究
 

 
－

「
下

請
け

型
か

ら
自

立
型

へ
」
を

事
例

と
し

て
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

脱
資

本
主

義
地

域
社

会
に

お
け

る
ケ

イ
パ

ビ
リ

テ
ィ

の
表

出
 

 2
 

企
業

文
化

変
革

に
関

す
る

考
察

 

 
 

2
0
0
4

年
度

春
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

 
意

思
決

定
の

た
め

の
経

営
情

報
学

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

核
を

持
た

な
い

企
業

間
連

携
に

お
け

る
情

報
の

交
換

・
共

有
を

促
進

す
る

方
法

 

 
－

情
報

の
ス

ピ
ル

オ
ー

バ
ー

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
 

 2
 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
と

ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
の

統
合

に
む

け
て

 

 3
 

曖
昧

信
念

の
下

の
ゲ

ー
ム

理
論

を
モ

デ
リ

ン
グ

す
る

 

 4
 

情
報

の
や

り
取

り
を

含
む

繰
り

返
し

ゲ
ー

ム
に

お
け

る
戦

略
の

進
化

 

 5
 

戦
略

的
連

携
研

究
の

枠
組

み
と

今
後

の
課

題
 

 6
 

あ
る

地
方

大
学

生
に

お
け

る
携

帯
電

話
多

機
能

化
の

影
響

に
関

す
る

実
証

的
研

究
 

 7
 

非
営

利
組

織
に

お
け

る
ナ

レ
ッ

ジ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
践

と
シ

ス
テ

ム
作

り
 

大
学

祭
実

行
委

員
会

を
例

に
し

て
 

 8
 

P
A

C
分

析
を

用
い

た
失

敗
体

験
か

ら
形

成
さ

れ
る

知
識

構
造

の
階

層
ギ

ャ
ッ

プ
に

関
す

る
研

究
 

 9
 

「
オ

ル
フ

ェ
ウ

ス
・
プ

ロ
セ

ス
」
に

関
す

る
一

考
察

 
－

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
指

揮
に

み
る

暗
黙

知
の

研
究

 

1
0 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
市

場
に

お
け

る
販

売
業

者
の

信
用

と
情

報
の

質
に

関
す

る
実

証
分

析
 

1
1
 

IT
と

企
業

境
界

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
論

理
 

1
2
 

組
織

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

能
と

対
境

担
当

者
の

役
割

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

E
R

P
導

入
プ

ロ
セ

ス
の

ID
E
F
0

記
述

 

 2
 

文
字

/
図

形
再

生
記

憶
能

力
を

考
慮

し
た

W
e
b
-
B

as
e
d

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
善

案
 

 3
 

知
識

経
営

に
お

け
る

条
件

適
合

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 4
 

ビ
ジ

ネ
ス

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
支

援
シ

ス
テ

ム
の

研
究

 

 5
 

情
報

サ
ー

ビ
ス

業
を

対
象

と
し

た
サ

ー
ビ

ス
技

術
評

価
法

の
考

案
 

 6
 

V
E

教
育

支
援

シ
ス

テ
ム

の
研

究
 

 7
 

常
時

接
続

ＩＳ
Ｐ

事
業

者
の

乗
り

換
え

選
択

モ
デ

ル
の

構
築

 

 8
 

医
師

当
直

表
作

成
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 

 9
 

組
み

立
て

ラ
イ

ン
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
の

た
め

の
意

思
決

定
支

援
シ

ス
テ

ム
 

1
0
 

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
お

け
る

協
調

学
習

の
授

業
に

お
け

る
設

計
と

開
発

 

1
1
 

情
報

共
有

化
の

た
め

の
行

政
文

書
フ

ァ
イ

ル
管

理
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
一

考
察

 

1
2
 

統
合

志
向

の
企

業
情

報
シ

ス
テ

ム
の

参
照

モ
デ

ル
に

関
す

る
事

例
考

察
 

－18－



1
3 

技
術

的
知

識
の

移
転

に
お

け
る

探
針

型
モ

デ
ル

の
活

用
 

1
4
 

ナ
レ

ッ
ジ

ワ
ー

カ
ー

の
協

働
作

業
効

率
化

を
実

現
す

る
非

定
型

プ
ロ

セ
ス

業
務

支
援

手
法

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

IT
投

資
評

価
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
 

 2
 

G
M

A
概

念
に

よ
る

第
四

セ
ク

タ
ー

方
式

組
織

の
研

究
 

 3
 

情
報

化
と

サ
ー

ビ
ス

モ
デ

ル
 

－
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
情

報
財

を
め

ぐ
る

サ
ー

ビ
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

枠
組

み
 

 4
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
優

良
顧

客
の

特
徴

分
析

の
枠

組
み

 

 5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
 

 6
 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

を
使

っ
た

バ
イ

オ
ベ

ン
チ

ャ
ー

評
価

 

 7
 

衛
星

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
法

人
営

業
戦

略
の

一
考

察
 

－
事

例
分

析
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
と

事
例

研
究

と
 

 8
 

都
市

計
画

ア
プ

ロ
ー

チ
に

も
と

づ
く
企

業
情

報
シ

ス
テ

ム
へ

の
E
R

P
導

入
の

評
価

 

 9
 

オ
ン

ラ
イ

ン
証

券
業

界
に

お
け

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
与

え
る

要
因

分
析

 
－

有
力

専
業

企
業

の
定

量
分

析
か

ら
 

1
0
 

情
報

フ
ロ

ー
と

情
報

項
目

に
着

目
し

た
情

報
シ

ス
テ

ム
と

作
業

の
分

析
・
改

善
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

1
1
 

ビ
ジ

ネ
ス

情
報

の
証

拠
力

の
確

保
・
向

上
の

た
め

の
外

部
監

査
 

1
2 

組
織

知
能

に
お

け
る

情
報

フ
ロ

ー
に

関
す

る
研

究
 

1
3
 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
を

対
象

と
し

た
ナ

レ
ッ

ジ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
考

察
 

1
4
 

自
治

体
の

組
織

変
革

に
つ

い
て

の
実

践
的

研
究

 
－

Ｃ
Ｒ

Ｍ
導

入
事

例
を

中
心

と
し

て
 

1
5 

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
リ

ス
ク

 

1
6
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
レ

ベ
ル

に
対

応
し

た
製

品
開

発
戦

略
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

も
う

一
つ

先
の

“
支

援
”
 

－
時

間
概

念
と

空
間

概
念

の
再

構
築

 

 2
 

IC
T

の
発

展
の

意
味

合
い

と
S
C

M
の

課
題

解
決

の
可

能
性

に
つ

い
て

 

 3
 

ポ
ス

ト
情

報
社

会
 

－
ど

こ
で

も
情

報
 

 4
 

情
報

の
流

通
経

路
の

多
様

化
が

個
人

の
行

動
と

意
識

に
与

え
る

影
響

 

 
 

2
0
0
4

年
度

秋
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 

C
e
n
te

r 
o
f 

J
ap

an
 

愛
と

知
の

発
信

 
～

愛
知

万
博

に
よ

せ
て

～
 

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

日
米

に
お

け
る

個
人

情
報

保
護

制
度

 

 2
 

E
R

P
導

入
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
成

功
要

因
に

関
す

る
考

察
 

 3
 

分
野

比
較

か
ら

み
た

シ
ス

テ
ム

技
術

開
発

に
関

す
る

一
考

察
 

 4
 

レ
ガ

シ
ー

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

 
－

レ
ガ

シ
ー

マ
イ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

レ
ガ

シ
ー

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
へ

 

 5
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
知

識
の

創
造

 

 6
 

需
要

予
測

に
よ

る
部

門
間

計
画

統
合

 
－

製
造

企
業

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
 

 7
 

IT
活

用
力

向
上

へ
の

自
己

投
資

 
－

人
的

資
本

投
資

に
関

わ
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
に

つ
い

て
の

実
証

研
究

 

 8
 

携
帯

電
話

に
お

け
る

絵
文

字
の

利
用

分
析

 

 9
 

ネ
ッ

ト
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
信

頼
形

成
過

程
の

分
析

 

1
0
 

電
子

書
籍

出
版

に
よ

る
出

版
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
の

変
革

に
関

す
る

一
考

察
 

1
1 

R
F
ID

入
場

券
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
意

識
に

関
す

る
考

察
 

1
2
 

大
規

模
な

IT
ユ

ー
ザ

ー
企

業
の

実
態

調
査

に
基

づ
く

E
R

P
導

入
・
活

用
を

含
む

戦
略

的
IT

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
S
IT

P
)の

成
功

要
因

の
研

究
 

1
3
 

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
指

揮
に

み
る

暗
黙

知
の

研
究

 
－

V
al

e
ry

 G
e
rg

ie
v

の
カ

リ
ス

マ
性

に
つ

い
て

 

1
4
 

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
モ

デ
ル

の
研

究
 

1
5
 

営
業

現
場

に
お

け
る

業
界

の
常

識
の

変
容

 

1
6
 

コ
ン

テ
ン

ツ
産

業
に

お
け

る
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

諸
類

型
に

関
す

る
一

考
察

 

1
7 

宿
泊

予
約

サ
イ

ト
の

裏
側

に
見

る
B

to
B

の
進

展
と

課
題

 

1
8
 

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

ー
的

人
材

に
求

め
ら

れ
る

能
力

と
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
し

て
の

「
編

集
力

」
概

念
の

理
論

的
考

察
 

1
9
 

競
争

戦
略

と
企

業
戦

略
：
区

分
か

ら
統

合
へ

 

 
－

P
o
rt

e
r 

か
ら

 
B

ar
n
e
y 

を
通

じ
て

 
C

o
lli

s 
&
 M

o
n
tg

o
m

e
ry

 へ
至

る
流

れ
 

2
0
 

情
報

財
の

販
売

戦
略

に
関

す
る

研
究

2
 

－
コ

ン
テ

ン
ト

の
価

値
を

最
大

化
す

る
デ

リ
バ

テ
ィ

ブ
方

式
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

研
修

と
職

場
実

践
の

連
携

を
実

現
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

教
育

へ
の

ソ
フ

ト
シ

ス
テ

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

 

 2
 

リ
テ

ー
ル

金
融

分
野

に
お

け
る

債
権

査
定

モ
デ

ル
の

評
価

手
法

に
関

す
る

研
究

 

 3
 

設
計

開
発

業
務

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
情

報
を

活
用

し
た

知
識

共
有

 

 4
 

信
用

情
報

共
有

基
盤

に
お

け
る

財
務

情
報

開
示

・
流

通
・
利

用
支

援
機

能
に

関
す

る
考

察
 

 5
 

組
織

風
土

の
あ

る
べ

き
姿

と
ス

ー
パ

ー
マ

ッ
プ

法
の

着
想

点
 

 6
 

A
H

P
の

概
要

と
解

釈
に

つ
い

て
 

 7
 

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
IT

教
育

の
実

践
 

 8
 

遺
伝

的
進

化
シ

ス
テ

ム
に

基
づ

く
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
指

向
型

ト
レ

ー
ダ

ー
モ

デ
ル

 

 9
 

ソ
フ

ト
シ

ス
テ

ム
方

法
論

に
基

づ
く
シ

ナ
リ

オ
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

発
 

1
0
 

層
を

考
慮

し
た

二
段

階
仮

想
実

験
の

設
計

 

1
1
 

ヒ
ト

と
情

報
の

状
態

推
移

に
着

目
し

た
業

務
分

析
手

法
 

1
2 

知
識

活
用

の
た

め
の

業
務

プ
ロ

セ
ス

設
計

手
法

の
提

案
 

1
3 

ブ
ラ

ン
ド

戦
略

立
案

に
関

す
る

一
考

察
 

 
－

ブ
ラ

ン
ド

価
値

開
発

か
ら

ブ
ラ

ン
ド

価
値

伝
達

に
至

る
戦

略
立

案
ス

テ
ッ

プ
の

考
え

方
 

1
4
 

顧
客

は
製

品
の

何
を

評
価

し
て

い
る

の
か

 
－

ブ
ラ

ン
ド

Q
F
D

の
導

入
に

よ
る

ニ
ー

ズ
・
シ

ー
ズ

の
接

点
の

可
視

化
 

1
5
 

モ
デ

ル
理

論
を

基
礎

と
し

て
D

at
a 

P
ro

c
e
ss

in
g 

S
ys

te
m

の
設

計
 

1
6
 

ス
モ

ー
ル

ワ
ー

ル
ド

理
論

に
基

づ
く
求

職
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
モ

デ
ル

 

1
7
 

社
内

観
察

情
報

を
活

用
し

た
戦

略
構

築
と

組
織

展
開

 
－

業
務

評
価

モ
デ

リ
ン

グ
の

試
み

 

1
8
 

公
共

事
業

事
後

評
価

W
e
b

サ
イ

ト
の

提
案

 

1
9
 

価
格

・
品

質
競

争
下

で
の

差
別

化
と

垂
直

統
合

の
効

果
 

2
0
 

Ａ
Ｈ

Ｐ
を

利
用

し
た

社
会

基
盤

整
備

に
対

す
る

住
民

ニ
ー

ズ
に

関
す

る
分

析
 

2
1 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
た

め
の

”
パ

ラ
ダ

イ
ム

革
新

プ
ロ

セ
ス

”
提

案
 

 
－

企
業

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

組
織

・
シ

ス
テ

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

 

2
2
 

問
屋

向
け

リ
コ

メ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

提
案

 

2
3
 

多
値

デ
ー

タ
に

基
づ

く
仮

想
実

験
 

2
4
 

モ
デ

ル
論

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

酒
問

屋
在

庫
管

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 

2
5 

A
H

P
に

よ
る

道
路

整
備

計
画

の
評

価
 

2
6
 

情
報

検
索

技
術

を
用

い
た

選
択

式
・
自

由
記

述
式

の
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

解
析

 

2
7
 

シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
企

業
情

報
シ

ス
テ

ム
の

経
済

性
評

価
 

 
－

特
に

納
期

短
縮

効
果

に
よ

る
評

価
に

つ
い

て
 

2
8 

S
S

M
に

基
づ

く
シ

ナ
リ

オ
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

方
法

論
の

開
発

 

2
9 

公
共

図
書

館
を

利
用

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
関

す
る

一
提

案
 

3
0 

ハ
イ

パ
ー

オ
ー

サ
リ

ン
グ

を
用

い
た

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

 

3
1 

資
源

と
活

動
に

着
目

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

と
帳

票
の

設
計

 

3
2
 

業
務

プ
ロ

セ
ス

情
報

の
可

視
化

に
よ

る
知

識
及

び
組

織
行

動
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
考

察
 

3
3
 

情
報

の
観

点
か

ら
み

た
仕

事
の

シ
ス

テ
ム

の
分

析
手

法
 

3
4
 

A
H

P
に

基
づ

い
た

消
費

者
の

製
品

選
択

下
で

の
企

業
の

価
格

・
品

質
戦

略
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3
5
 

我
々

は
顧

客
デ

ー
タ

か
ら

何
を

読
み

取
る

べ
き

な
の

か
 

 
－

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
施

策
立

案
に

活
用

す
る

た
め

の
顧

客
デ

ー
タ

分
析

の
枠

組
み

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

知
識

創
造

企
業

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

活
用

の
有

効
性

に
関

す
る

事
例

研
究

 

 2
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
・
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ス

カ
ス

タ
マ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

分
析

 

 
－

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

を
例

に
し

て
 

 3
 

商
工

会
組

織
の

シ
ス

テ
ム

診
断

に
つ

い
て

 

 4
 

通
信

事
業

と
中

心
と

し
た

戦
略

的
関

係
と

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

 

 5
 

サ
ー

ビ
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
デ

リ
バ

リ
ー

と
流

通
概

念
 

 
－

チ
ェ

ー
ン

・
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

お
よ

び
電

子
チ

ャ
ネ

ル
の

問
題

 

 6
 

U
M

L
に

よ
る

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

リ
ン

グ
か

ら
E
R

P
適

合
性

分
析

の
研

究
 

 7
 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

を
使

っ
た

バ
イ

オ
ベ

ン
チ

ャ
ー

評
価

 

 8
 

電
子

掲
示

板
上

の
ユ

ー
ザ

評
価

の
推

移
 

 9
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
に

注
目

し
た

取
引

構
造

の
分

析
 

 
－

情
報

化
が

日
本

の
自

動
車

売
買

取
引

に
与

え
た

影
響

 

1
0
 

モ
バ

イ
ル

対
パ

ソ
コ

ン
に

よ
る

B
 t

o
 C

 e
-
c
o
m

m
e
rc

e
の

来
店

時
間

特
性

 

1
1 

文
字

/
図

形
記

憶
再

生
能

力
の

影
響

に
よ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
分

か
り

や
す

さ
の

違
い

 

12
 

カ
ー

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
音

声
入

力
の

画
面

注
視

に
関

す
る

研
究

 

1
3
 

情
報

流
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

よ
る

3
P

L
(T

h
ir
d-

P
ar

ty
-
L
o
gi

st
ic

s)
の

効
率

化
 

1
4 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

モ
デ

ル
事

例
に

見
る

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

記
述

へ
の

要
求

条
件

 

1
5
 

組
織

間
関

係
の

目
的

と
調

整
に

関
す

る
研

究
 

1
6
 

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

か
ら

見
た

高
齢

化
社

会
の

研
究

 

1
7
 

第
3

種
空

港
の

旅
客

数
変

動
要

因
の

分
析

 

1
8 

職
務

能
力

に
お

け
る

レ
ベ

ル
概

念
の

属
性

 
－

IT
ス

キ
ル

標
準

を
例

に
し

て
 

1
9 

ビ
ジ

ネ
ス

系
学

部
に

お
け

る
情

報
教

育
 

－
2
0
0
6

年
度

に
向

け
て

 

2
0 

保
証

型
シ

ス
テ

ム
監

査
の

た
め

の
監

査
ア

プ
ロ

ー
チ

 

2
1 

シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

統
合

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 
－

特
に

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

 

2
2
 

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

組
織

伝
達

に
関

す
る

一
試

論
 

2
3
 

非
正

社
員

の
採

用
・
定

着
化

情
報

に
関

す
る

研
究

 

2
4
 

関
連

購
買

分
析

を
利

用
し

た
百

貨
店

に
お

け
る

顧
客

の
購

買
行

動
に

関
す

る
分

析
 

2
5
 

課
題

分
割

プ
ラ

ン
が

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
操

作
の

理
解

に
及

ぼ
す

影
響

 

2
6
 

企
業

競
争

力
向

上
に

向
け

た
中

核
問

題
の

抽
出

 

 
－

繊
維

産
業

を
事

例
に

し
た

「
地

域
ブ

ラ
ン

ド
プ

ロ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

」
の

設
計

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
レ

ベ
ル

に
対

応
し

た
製

品
開

発
戦

略
モ

デ
ル

に
関

す
る

概
念

的
考

察
 

 
 

2
0
0
5

年
度

春
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

経
営

か
ら

信
頼

さ
れ

る
情

報
シ

ス
テ

ム
 

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

経
営

ト
ッ

プ
へ

の
末

端
情

報
の

供
給

と
バ

イ
ア

ス
の

軽
減

に
つ

い
て

 

 2
 

先
進

企
業

の
情

報
化

投
資

に
関

す
る

実
証

研
究

 
－

Ｒ
Ｏ

Ｉを
超

え
る

新
た

な
パ

ー
ス

ペ
ク

テ
ィ

ブ
 

 3
 

物
流

シ
ス

テ
ム

の
た

め
の

情
報

チ
ェ

ー
ン

に
関

す
る

一
考

察
 

 4
 

携
帯

電
話

の
利

用
に

よ
る

人
・
組

織
の

変
化

に
関

す
る

研
究

 

 5
 

学
習

者
に

事
後

的
ア

ク
シ

ョ
ン

を
も

た
ら

す
ア

ク
シ

ョ
ン

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
バ

イ
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

提
案

 

 6
 

病
院

組
織

に
お

け
る

電
子

カ
ル

テ
導

入
プ

ロ
セ

ス
と

効
果

 

 7
 

発
明

の
対

価
や

人
間

の
価

値
を

巡
っ

て
 

 8
 

競
争

優
位

の
ＩＴ

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

 
－

調
査

票
デ

ー
タ

を
用

い
た

実
証

的
な

要
因

分
析

 

 9
 

創
薬

バ
イ

オ
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
成

長
戦

略
 

－
ビ

ジ
ネ

ス
・
モ

デ
ル

に
よ

る
戦

略
の

差
異

 

1
0
 

不
条

理
な

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
概

念
デ

ー
タ

モ
デ

ル
 

1
1 

ＩＴ
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
の

形
態

論
と

運
用

論
 

1
2 

地
域

商
業

エ
リ

ア
に

お
け

る
協

働
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
モ

デ
ル

 

1
3
 

地
方

公
立

大
学

経
営

の
た

め
の

公
開

情
報

に
関

す
る

研
究

（
第

一
報

）
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

利
用

履
歴

を
利

用
し

た
キ

ャ
ッ

シ
ン

グ
移

行
予

測
 

 2
 

ア
プ

リ
オ

リ
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

用
い

た
指

定
精

度
を

保
証

す
る

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

ク
ラ

ス
タ

リ
ン

グ
手

法
 

 3
 

W
e
b

サ
イ

ト
の

評
価

構
造

に
関

す
る

一
考

察
 

 4
 

日
本

の
半

導
体

産
業

に
お

け
る

知
識

集
約

型
ビ

ジ
ネ

ス
・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
展

開
に

関
す

る
一

検
討

 

 5
 

技
術

戦
略

の
決

定
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
ス

テ
イ

タ
ス

の
影

響
 

 6
 

単
語

の
特

性
を

利
用

し
た

テ
キ

ス
ト

の
自

動
分

類
に

関
す

る
一

考
察

 

 7
 

B
 t

o
 S

C
概

念
を

用
い

た
販

売
支

援
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

究
 

 8
 

G
IS

を
活

用
し

た
地

域
社

会
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 

 9
 

ネ
ッ

ト
ビ

ジ
ネ

ス
の

商
品

選
択

の
た

め
の

ビ
ジ

ュ
ア

ル
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
方

式
の

提
案

 

1
0
 

Ｂ
Ｓ

Ｃ
と

Ｕ
Ｍ

Ｌ
に

よ
る

新
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
設

計
手

法
の

研
究

 

1
1
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
を

使
っ

た
リ

コ
ー

ル
情

報
か

ら
の

問
題

点
抽

出
と

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

適
用

 

1
2
 

多
次

元
コ

ー
ド

を
利

用
し

た
ク

レ
ジ

ッ
ト

利
用

履
歴

デ
ー

タ
の

パ
タ

ー
ン

分
析

 

1
3 

W
e
b

サ
イ

ト
の

構
造

を
考

慮
し

た
ユ

ー
ザ

行
動

分
析

手
法

の
提

案
 

1
4
 

顧
客

の
属

性
に

よ
る

商
品

リ
コ

メ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
方

式
の

提
案

 

1
5
 

モ
ジ

ュ
ー

ル
化

の
た

め
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

設
計

法
 

1
6
 

消
費

者
発

信
型

サ
イ

ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
向

け
て

 

1
7
 

製
品

ラ
イ

ン
ナ

ッ
プ

と
購

買
意

欲
の

関
係

を
考

慮
し

た
競

争
下

で
の

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
戦

略
 

1
8
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
を

適
用

し
た

店
舗

改
善

タ
ス

ク
支

援
の

試
み

 

1
9 

M
Iを

活
用

し
た

警
告

シ
ス

テ
ム

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

効
果

 

2
0 

W
e
b

サ
イ

ト
に

よ
る

市
場

機
能

を
取

り
入

れ
た

公
共

サ
ー

ビ
ス

改
善

法
の

提
案

 

2
1
 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

に
よ

る
マ

ル
チ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

投
資

の
経

済
性

評
価

 

2
2
 

デ
フ

ォ
ル

ト
顧

客
の

予
兆

発
見

方
式

の
提

案
 

2
3
 

B
 t

o
 C

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
店

舗
の

商
品

登
録

数
と

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
配

信
率

 

2
4 

ス
ケ

ー
ル

フ
リ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
協

調
の

進
化

 
－

繰
り

返
し

囚
人

の
ジ

レ
ン

マ
ゲ

ー
ム

に
よ

る
分

析
 

2
5
 

文
書

分
類

技
法

と
そ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

分
析

へ
の

応
用

 

2
6
 

W
e
b

サ
ー

ビ
ス

を
用

い
た

会
計

仕
訳

パ
タ

ー
ン

自
動

学
習

及
び

利
用

シ
ス

テ
ム

の
提

案
 

2
7
 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

に
よ

る
B

2
B

取
引

に
お

け
る

販
売

・
調

達
リ

ス
ク

評
価

と
そ

の
応

用
 

2
8 

モ
ジ

ュ
ー

ル
生

産
に

お
け

る
利

益
共

有
・
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
を

考
慮

し
た

階
層

モ
デ

ル
化

と
そ

の
応

用
 

2
9
 

脳
波

の
α

波
と

β
波

を
用

い
た

e
-
le

ar
n
in

g
教

材
評

価
方

法
の

試
み

 

3
0
 

未
払

い
履

歴
パ

タ
ー

ン
の

分
析

に
よ

る
貸

倒
債

権
の

事
前

発
見

 

31
 

実
名

及
び

ペ
ン

ネ
ー

ム
電

子
掲

示
板

に
お

け
る

信
頼

形
成

に
関

す
る

実
験

研
究

 

3
2
 

公
共

事
業

事
後

評
価

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
設

計
に

関
す

る
考

察
 

3
3 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

用
い

た
研

究
支

援
環

境
 

－
情

報
検

索
シ

ス
テ

ム
 

3
4
 

日
本

に
お

け
る

企
業

間
関

係
の

社
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

分
析

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

IT
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

法
の

変
化

と
知

識
創

造
へ

の
影

響
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 2
 

物
流

Ｅ
Ｄ

Ｉの
新

し
い

使
命

 

 3
 

循
環

型
e
-
S
C

M
 

 4
 

シ
ス

テ
ム

開
発

の
高

度
化

：
階

層
シ

ス
テ

ム
論

の
応

用
 

 5
 

経
営

か
ら

効
果

的
と

さ
れ

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
認

証
制

度
へ

の
一

考
察

 

 6
 

電
子

部
品

企
業

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

 
－

利
益

率
と

成
長

率
の

観
点

か
ら

 

 7
 

中
小

企
業

に
お

け
る

バ
ラ

ン
ス

ス
コ

ア
カ

ー
ド

導
入

の
考

慮
点

と
意

義
 

 8
 

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
設

計
と

情
報

シ
ス

テ
ム

の
研

究
 

 9
 

情
報

化
投

資
評

価
へ

の
Ｂ

Ｓ
Ｃ

適
用

の
妥

当
性

の
検

討
 

1
0
 

組
織

の
正

当
性

と
組

織
活

動
 

－
制

度
化

パ
ー

ス
ペ

ク
テ

ィ
ブ

に
よ

る
接

近
 

1
1
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
：
IT

活
用

の
意

義
と

革
新

 

1
2 

経
営

幹
部

の
た

め
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

心
得

 

1
3
 

継
続

的
情

報
運

用
環

境
調

査
を

目
的

と
す

る
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
指

向
評

価
基

準
設

計
法

 

1
4
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

消
費

者
提

案
型

製
品

開
発

に
お

け
る

導
入

モ
デ

ル
の

研
究

 

1
5
 

危
機

状
況

に
対

応
す

る
組

織
能

力
と

組
織

知
能

 

1
6
 

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
企

業
の

人
的

資
源

管
理

の
変

革
に

関
す

る
研

究
 

1
7
 

経
営

戦
略

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

化
研

究
 

1
8
 

組
織

的
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
成

熟
度

モ
デ

ル
（
Ｏ

Ｐ
Ｍ

３
）
の

意
義

 

1
9 

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
現

状
 

2
0 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

統
合

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

 
－

特
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
ス

キ
ル

の
分

類
に

つ
い

て
 

2
1 

経
営

価
値

基
準

に
基

づ
く
企

業
情

報
シ

ス
テ

ム
の

分
類

と
評

価
 

2
2
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

代
に

向
け

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
価

値
変

動
の

分
析

 

 
－

多
接

点
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
・
モ

デ
ル

の
視

点
か

ら
 

2
3
 

E
R

P
導

入
に

お
け

る
標

準
化

・
カ

ス
タ

ム
化

の
再

考
察

と
そ

の
評

価
 

2
4
 

競
争

優
位

と
基

幹
業

務
情

報
シ

ス
テ

ム
 

－
IT

 D
o
e
sn

't
 M

at
te

r
へ

の
反

駁
 

 

2
5 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

用
い

た
研

究
支

援
環

境
 

－
電

子
会

議
シ

ス
テ

ム
 

2
6
 

技
術

資
産

の
評

価
手

法
に

関
す

る
研

究
 

2
7
 

病
院

経
営

に
お

け
る

バ
ラ

ン
ス

ト
ス

コ
ア

カ
ー

ド
の

適
用

と
情

報
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

2
8
 

新
し

い
IT

投
資

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 
－

資
源

ベ
ー

ス
IT

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

序
論

 

2
9
 

U
N

/
C

E
F
A

C
T
 M

o
d
e
lin

g 
M

e
th

o
do

lo
gy

に
お

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

モ
デ

ル
の

図
間

関
係

付
け

指
針

 

3
0
 

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
と

保
証

型
シ

ス
テ

ム
監

査
 

3
1
 

C
R

M
の

た
め

の
IS

導
入

事
例

に
つ

い
て

の
定

性
的

研
究

(1
) 

3
2 

ビ
ジ

ネ
ス

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
レ

イ
ヤ

ー
構

造
に

つ
い

て
 

3
3
 

経
営

情
報

学
会

・
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
研

究
部

会
 

3
4
 

情
報

化
時

代
に

向
け

た
変

革
ビ

ジ
ョ

ン
と

日
本

企
業

の
課

題
 

3
5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

に
係

る
リ

ス
ク

の
定

義
と

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

必
要

な
先

行
指

標
開

発
に

係
る

考
察

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

コ
ン

テ
ン

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
の

た
め

の
デ

ジ
タ

ル
＝

ア
ナ

ロ
グ

変
換

サ
イ

ク
ル

 

 2
 

社
会

科
学

と
し

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

学
に

向
け

て
 

－
チ

ボ
ラ

の
研

究
を

も
と

に
 

 3
 

内
部

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

と
企

業
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
向

上
に

関
す

る
試

論
 

 4
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
粒

度
の

そ
の

特
徴

 

 5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

と
再

構
築

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 
 

2
0
0
5

年
度

秋
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

ア
ジ

ア
の

共
生

と
情

報
化

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

知
識

創
造

プ
ロ

セ
ス

へ
の

ソ
フ

ト
シ

ス
テ

ム
方

法
論

の
埋

め
込

み
 

 2
 

パ
ー

ト
ナ

ー
の

関
係

構
造

は
競

争
優

位
に

ど
う

貢
献

す
る

か
？

 
－

E
R

P
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ビ
ジ

ネ
ス

を
事

例
と

し
た

研
究

 

 3
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

に
お

け
る

発
注

企
業

の
協

力
企

業
選

択
問

題
 

 4
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

と
経

営
戦

略
論

の
接

続
可

能
性

 
－

概
念

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
構

築
の

試
み

 

 5
 

ビ
ジ

ネ
ス

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
に

お
け

る
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

マ
ネ

ジ
ャ

ー
と

入
居

企
業

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

に
関

す
る

研
究

 

 6
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
教

え
合

い
サ

イ
ト

に
お

け
る

匿
名

性
の

有
効

性
に

つ
い

て
の

一
考

察
 

 
－

行
政

の
例

外
的

手
続

き
事

例
の

解
決

に
お

い
て

 

 7
 

設
計

工
程

を
中

心
と

し
た

経
営

展
開

へ
の

移
行

 
－

中
小

の
製

造
業

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

基
づ

い
て

 

 8
 

デ
ジ

タ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
事

例
の

考
察

 

 9
 

情
報

開
示

型
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
が

消
費

者
行

動
に

与
え

る
影

響
と

そ
の

経
営

的
意

味
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

W
e
b

上
の

D
B

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

環
境

の
構

築
 

 2
 

IS
M

S
に

お
け

る
A

H
P

を
用

い
た

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

最
適

対
策

案
決

定
 

 3
 

分
散

情
報

源
か

ら
の

ト
ピ

ッ
ク

全
体

構
造

分
析

 

 4
 

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

に
対

す
る

モ
デ

ル
論

ア
プ

ロ
ー

チ
の

教
育

課
題

 

 5
 

セ
ー

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
現

場
で

の
数

理
的

手
法

に
よ

る
商

品
推

奨
方

法
の

提
案

 

 6
 

単
語

の
共

起
情

報
を

利
用

し
た

テ
キ

ス
ト

の
自

動
分

類
に

お
け

る
一

考
察

 

 7
 

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
見

た
一

般
住

宅
に

お
け

る
水

資
源

利
用

の
在

り
方

 

 8
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

作
業

細
別

構
造

 

 9
 

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

動
的

な
知

的
財

産
権

帰
属

に
関

す
る

可
視

化
ツ

ー
 ル

 

1
0
 

経
営

体
質

・
C

S
R

戦
略

の
相

関
性

と
ス

ー
パ

ー
マ

ッ
プ

法
の

役
割

 

1
1
 

効
率

的
な

非
同

期
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

可
能

に
す

る
会

議
録

シ
ス

テ
ム

の
検

討
 

1
2
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
価

値
評

価
 

1
3
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
消

費
材

市
場

に
お

け
る

新
製

品
浸

透
の

モ
デ

ル
 

1
4
 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

モ
デ

ル
事

例
に

見
る

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

記
述

の
観

点
 

1
5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

営
に

不
可

欠
な

運
用

環
境

の
分

析
枠

組
み

の
提

案
 

1
6
 

中
小

企
業

が
活

力
を

持
っ

て
成

長
す

る
た

め
の

方
策

 
－

バ
ラ

ン
ス

・
ス

コ
ア

カ
ー

ド
導

入
に

よ
る

企
業

成
長

 

1
7
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
企

業
の

研
究

開
発

投
資

戦
略

の
分

析
 

1
8 

中
間

組
織

と
の

連
携

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

向
の

大
学

教
育

 

 
－

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

開
発

教
育

に
関

す
る

事
例

報
告

 

1
9
 

受
注

デ
ー

タ
か

ら
自

動
的

に
生

産
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
を

求
め

る
シ

ス
テ

ム
の

提
案

 

2
0 

バ
ラ

ン
ス

ス
コ

ア
カ

ー
ド

運
用

支
援

シ
ス

テ
ム

の
設

計
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
: 

異
質

・
多

元
の

企
業

群
と

生
産

と
流

通
の

側
面

 

 2
 

日
本

の
音

楽
ホ

ー
ル

活
性

化
へ

の
一

考
察

 
－

ソ
フ

ト
シ

ス
テ

ム
方

法
論

を
適

応
し

て
 

 3
 

建
築

設
計

業
務

に
お

け
る

設
計

品
質

の
決

定
要

因
に

関
す

る
考

察
 

 4
 

電
子

自
治

体
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
研

究
 

 5
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

め
ぐ

る
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
考

察
 

 6
 

地
域

金
融

機
関

に
お

け
る

C
R

M
の

再
考

 
－

顧
客

情
報

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

通
し

て
 

 7
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

代
に

向
け

た
自

律
分

散
型

企
業

の
競

争
力

 
－

ＩＴ
革

命
で

主
流

と
な

っ
た

専
門

集
中

型
企

業
の

限
界

 

 8
 

北
陸

地
域

か
ら

の
移

動
に

お
け

る
時

間
価

値
に

関
す

る
分

析
 

 9
 

地
域

社
会

の
有

効
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
た

め
の

住
民

ニ
ー

ズ
表

出
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

究
 

1
0 

IT
革

命
に

よ
る

知
識

創
造

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト

考
察

 

 
－

ビ
ジ

ネ
ス

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

考
察

に
よ

り
技

術
ロ

ッ
ク

イ
ン

を
探

す
 

－21－



1
1
 

情
報

投
資

評
価

の
最

近
の

展
開

 

1
2
 

リ
ス

ク
対

策
ま

で
含

め
た

情
報

シ
ス

テ
ム

組
織

管
理

モ
デ

ル
の

提
案

 

13
 

店
舗

販
売

と
ネ

ッ
ト

販
売

の
シ

ナ
ジ

ー
戦

略
 

1
4 

放
送

メ
デ

ィ
ア

が
提

供
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
地

域
差

に
関

す
る

研
究

 

1
5
 

公
開

情
報

を
用

い
た

高
等

教
育

機
関

経
営

の
た

め
の

就
職

マ
ー

ケ
ッ

ト
に

関
す

る
研

究
 

1
6
 

公
共

事
業

事
後

評
価

の
た

め
の

事
業

番
号

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
設

計
に

つ
い

て
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

社
会

的
現

実
と

し
て

の
IS

開
発

と
集

合
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
視

点
 

 
 

2
0
0
6

年
度

春
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

情
報

化
に

お
け

る
投

資
効

果
と

品
質

保
証

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

液
晶

事
業

に
お

け
る

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
研

究
 

 2
 

中
小

企
業

の
情

報
化

成
功

要
因

分
析

 
－

IT
ケ

イ
パ

ビ
リ

テ
ィ

を
中

心
と

し
て

 

 3
 

所
属

企
業

の
特

性
に

よ
る

C
IO

の
性

格
付

け
に

つ
い

て
 

 4
 

知
識

活
用

支
援

組
織

の
構

築
・
運

営
 

 5
 

産
業

モ
ジ

ュ
ー

ル
化

時
代

の
競

争
戦

略
論

 
－

事
業

形
態

の
「
ド

ミ
ナ

ン
ト

」
制

約
論

 

 6
 

ｅ
ビ

ジ
ネ

ス
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

 

 7
 

日
本

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

ス
タ

イ
ル

と
中

国
オ

フ
シ

ョ
ア

リ
ン

グ
 

 8
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
お

け
る

高
信

頼
性

組
織

概
念

の
適

用
 

 9
 

住
民

意
識

調
査

に
よ

る
政

策
評

価
へ

の
コ

ン
ジ

ョ
イ

ン
ト

分
析

の
適

用
可

能
性

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
 

1
0
 

社
会

人
向

け
大

学
院

レ
ベ

ル
の

少
人

数
講

座
に

お
け

る
遠

隔
講

義
の

評
価

 

1
1
 

中
小

製
造

業
の

プ
ロ

ダ
ク

ト
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
支

え
る

経
営

資
源

と
そ

の
活

用
課

題
 

 
－

実
態

調
査

に
よ

る
大

企
業

と
の

差
異

比
較

を
中

心
に

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

顧
客

の
嗜

好
変

化
に

対
す

る
学

習
機

能
を

持
っ

た
商

品
推

奨
法

 

 2
 

IT
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

管
理

手
法

 

 3
 

オ
フ

ィ
ス

の
社

会
的

選
択

問
題

 
－

論
理

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ア

プ
ロ

ー
チ

 

 4
 

リ
ス

ク
情

報
開

示
ゲ

ー
ム

と
自

動
車

メ
ー

カ
ー

の
事

例
 

 5
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

に
よ

る
価

値
付

加
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
研

究
 

 6
 

IT
に

よ
る

社
会

経
済

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

に
関

す
る

考
察

 

 7
 

e
コ

マ
ー

ス
に

お
け

る
イ

ン
ス

ト
ア

・
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ジ
ン

グ
 

 8
 

IC
T

を
活

用
し

た
職

域
健

康
増

進
に

よ
る

小
規

模
企

業
の

経
営

革
新

 

 9
 

経
営

戦
略

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

研
究

 
－

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

下
に

お
け

る
戦

略
構

造
と

そ
の

モ
ジ

ュ
ー

ル
化

要
件

 

1
0 

分
業

に
お

け
る

生
産

性
お

よ
び

組
織

内
情

報
コ

ス
ト

の
分

析
モ

デ
ル

 

1
1 

キ
ャ

ズ
ム

を
乗

り
越

え
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
 

－
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ベ

ー
ス

・
モ

デ
ル

に
よ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

 

1
2
 

非
対

称
な

相
互

マ
ッ

チ
ン

グ
問

題
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

企
業

の
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

型
情

報
発

信
戦

略
に

お
け

る
情

報
品

質
保

証
 

 2
 

B
 2

 C
の

ネ
ッ

ト
店

舗
に

お
け

る
M

o
bi

le
-
C

o
m

m
e
rc

e
の

販
売

時
間

特
性

に
よ

る
販

売
時

間
経

済
原

則
 

 3
 

中
国

ビ
ジ

ネ
ス

と
ＩＣ

Ｔ
サ

ー
ビ

ス
企

業
の

事
業

シ
ス

テ
ム

 

 4
 

情
報

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ー

ジ
ン

グ
メ

カ
ニ

ズ
ム

 
－

多
層

構
造

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
の

構
想

 

 5
 

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
仲

介
サ

イ
ト

が
も

た
ら

す
建

設
業

界
の

構
造

変
化

 

 6
 

知
識

基
盤

社
会

に
お

け
る

人
的

資
源

管
理

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

考
察

 

 7
 

自
動

車
産

業
の

B
to

B
に

お
け

る
多

端
末

現
象

と
共

通
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
J
N

X
 

 8
 

関
係

者
間

の
合

意
形

成
を

重
視

し
た

IT
投

資
評

価
の

一
手

法
 

 9
 

利
用

者
参

画
型

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

 
－

官
学

連
携

ア
ジ

ャ
イ

ル
型

共
同

開
発

の
事

例
か

ら
 

1
0
 

通
信

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
過

程
と

通
信

事
業

会
社

の
戦

略
 

1
1
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
産

業
の

創
業

性
と

効
果

に
つ

い
て

 

1
2
 

情
報

品
質

 
_-

_ 
ユ

ー
ザ

視
点

の
情

報
シ

ス
テ

ム
評

価
 

1
3
 

情
報

化
社

会
に

お
け

る
経

営
品

質
の

評
価

尺
度

に
関

す
る

一
考

察
 

1
4 

情
報

シ
ス

テ
ム

監
査

の
保

証
型

監
査

の
課

題
 

1
5
 

ＩＴ
技

術
者

間
連

携
に

関
す

る
提

案
 

1
6
 

情
報

投
資

／
支

出
の

効
果

に
対

す
る

組
織

の
イ

ン
パ

ク
ト

 

1
7 

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

す
バ

リ
ュ

ー
・
プ

ロ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

展
開

 

1
8
 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
に

よ
る

経
営

教
育

の
基

本
問

題
 

1
9
 

次
世

代
通

信
網

の
海

外
環

境
へ

の
展

開
と

そ
の

実
現

性
に

関
す

る
研

究
構

想
 

2
0
 

業
務

継
続

計
画

促
進

へ
の

サ
ウ

ン
ド

・
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

有
効

性
に

関
す

る
分

析
 

 

2
1
 

牡
蠣

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

・
シ

ス
テ

ム
の

現
状

と
課

題
 

2
2 

資
源

と
し

て
の

顧
客

に
着

目
し

た
戦

略
に

関
す

る
一

考
察

 

2
3
 

内
部

統
制

の
整

備
・
推

進
の

た
め

に
 

2
4 

バ
リ

ュ
ー

・
プ

ロ
フ

ィ
ッ

ト
・
チ

ェ
ー

ン
へ

の
シ

ス
テ

ム
論

的
ア

プ
ロ

ー
チ

 

2
5 

地
域

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

に
お

け
る

公
共

図
書

館
に

関
す

る
実

証
分

析
 

2
6
 

画
像

情
報

と
移

動
体

通
信

の
将

来
像

 

2
7
 

合
意

形
成

を
促

進
す

る
IT

投
資

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
提

案
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

捉
え

る
語

彙
の

不
足

 

 2
 

影
響

力
と

し
て

の
情

報
 

 
 

2
0
0
6

年
度

秋
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

人
間

サ
イ

ズ
の

情
報

化
 

－
ハ

イ
テ

ク
・
ハ

イ
タ

ッ
チ

の
再

考
－

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

日
本

の
農

産
物

流
通

に
お

け
る

IT
活

用
と

新
し

い
卸

売
市

場
 

 2
 

宮
城

県
に

お
け

る
牡

蠣
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
・
シ

ス
テ

ム
導

入
実

態
調

査
 

 3
 

社
会

的
貢

献
を

果
た

す
企

業
情

報
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
 

 4
 

戦
略

形
成

プ
ロ

セ
ス

へ
の

社
会

構
成

主
義

的
ア

プ
ロ

ー
チ

 

 5
 

産
学

連
携

に
よ

る
高

度
情

報
通

信
人

材
育

成
の

た
め

の
研

修
ニ

ー
ズ

 

 6
 

人
的

資
本

の
「
可

視
化

」
の

実
現

ア
プ

ロ
ー

チ
に

関
す

る
考

察
 

 7
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

の
現

状
認

識
に

関
す

る
基

礎
研

究
 

 8
 

情
報

開
示

の
戦

略
的

位
置

づ
け

と
フ

ー
ド

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
造

 

 9
 

食
品

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

U
C

C
/
E
A

N
1
2
8

コ
ー

ド
の

導
入

効
果

 

1
0 

経
営

管
理

パ
ラ

ダ
イ

ム
か

ら
ド

リ
フ

ト
パ

ラ
ダ

イ
ム

へ
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

選
好

集
計

理
論

に
基

づ
く
認

知
的

モ
デ

リ
ン

グ
 

 2
 

グ
ラ

フ
分

割
と

ナ
ッ

プ
ザ

ッ
ク

問
題

を
利

用
し

た
最

適
な

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

戦
略

 

 3
 

カ
テ

ゴ
リ

間
の

単
語

頻
度

の
差

分
を

用
い

た
テ

キ
ス

ト
の

自
動

分
類

に
関

す
る

手
法

の
比

較
 

 4
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
・
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
分

析
手

法
に

関
す

る
考

察
 

 5
 

W
e
b 

2
.0

 
技

術
に

よ
る

公
共

事
業

事
後

評
価

サ
イ

ト
実

装
の

提
案

 

 6
 

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

事
業

継
続

計
画

の
評

価
 

 7
 

モ
デ

ル
理

論
ア

プ
ロ

ー
チ

に
お

け
る

オ
ー

ト
マ

ト
ン

教
育

 
－

方
針

と
内

容
 

－22－



 8
 

中
間

組
織

と
の

連
携

に
よ

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
開

発
と

大
学

教
育

 

 9
 

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
ク

チ
コ

ミ
現

象
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
モ

デ
リ

ン
グ

 

1
0
 

遺
伝

的
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
(G

A
)に

よ
る

IT
投

資
評

価
試

論
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
 

－
地

域
の

経
済

構
造

の
影

響
に

つ
い

て
 

 2
 

グ
ラ

フ
分

割
手

法
を

応
用

し
た

分
類

に
よ

る
購

買
特

徴
の

抽
出

 

 3
 

年
代

別
購

買
モ

デ
ル

を
用

い
た

C
D

購
買

デ
ー

タ
の

分
析

 

 4
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
の

構
築

 

 5
 

こ
れ

か
ら

の
リ

コ
ー

ル
対

応
と

情
報

共
有

の
あ

り
方

に
つ

い
て

 

 6
 

シ
ス

テ
ム

開
発

の
た

め
の

論
理

・
集

合
論

教
育

 

 7
 

通
販

企
業

の
立

地
に

関
す

る
一

考
察

 

 8
 

サ
ー

ビ
ス

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

戦
略

策
定

・
管

理
手

法
に

関
す

る
考

察
 

 9
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
ア

ー
ク

テ
ク

チ
ャ

に
よ

る
e
-
マ

ー
ケ

ッ
ト

プ
レ

イ
ス

の
分

析
 

1
0
 

電
子

商
店

街
に

お
け

る
収

益
性

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
歴

史
的

分
析

 

1
1
 

Ｅ
Ｕ

Ｐ
に

よ
る

ＩＴ
統

制
の

実
践

 

1
2
 

次
世

代
通

信
網

向
け

保
養

品
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
提

案
 

1
3 

タ
ー

ニ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
に

直
面

す
る

小
売

業
の

適
応

戦
略

 

1
4
 

消
費

者
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

た
新

製
品

普
及

の
考

察
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

シ
ス

テ
ム

分
析

と
組

織
学

習
 

 2
 

伝
統

的
経

営
管

理
パ

ラ
ダ

イ
ム

に
お

け
る

情
報

イ
ン

フ
ラ

の
捉

え
方

 

 3
 

知
識

創
造

の
本

質
と

し
て

の
暗

黙
的

認
識

 
－

音
楽

演
奏

会
の

構
造

か
ら

 

 
 

2
0
0
7

年
度

春
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

経
営

情
報

型
人

材
を

育
成

せ
よ

！
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

地
方

自
治

体
に

お
け

る
コ

ン
ジ

ョ
イ

ン
ト

分
析

を
活

用
し

た
政

策
評

価
の

可
能

性
と

課
題

 

 2
 

電
子

政
府

サ
ー

ビ
ス

評
価

の
た

め
の

日
本

に
お

け
る

省
庁

・
自

治
体

の
ウ

ェ
ブ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

 3
 

C
IO

実
務

と
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

実
現

す
る

総
合

運
用

の
実

践
 

 4
 

事
業

と
IT

の
戦

略
的

整
合

：
先

行
研

究
の

文
献

レ
ビ

ュ
ー

 

 5
 

企
業

に
お

け
る

知
識

伝
播

の
実

態
調

査
 

 6
 

ケ
ー

ス
・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
 

－
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
の

た
め

の
 

 7
 

中
堅

社
員

に
よ

る
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
の

組
織

改
革

 

 8
 

日
本

の
エ

ン
タ

フ
゜
ラ

イ
ス

゛
系

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

の
実

態
調

査
に

関
す

る
一

考
察

 

 9
 

牡
蠣

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

・
シ

ス
テ

ム
導

入
実

態
調

査
か

ら
の

考
察

 

1
0
 

米
国

企
業

に
よ

る
知

的
財

産
事

業
化

の
一

事
例

研
究

 

1
1
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

に
関

す
る

基
礎

的
考

察
 

1
2 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
の

開
発

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

地
域

医
療

福
祉

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
発

展
モ

デ
ル

の
研

究
 

－
第

二
報

 

 2
 

オ
ー

プ
ン

な
標

準
の

政
府

情
報

シ
ス

テ
ム

最
適

化
モ

デ
ル

の
研

究
 

 
－

線
形

系
モ

デ
ル

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
複

雑
系

モ
デ

ル
に

向
け

て
 

 3
 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

・
ア

プ
ロ

ー
チ

の
論

点
 

－
価

値
評

価
プ

ロ
セ

ス
の

透
明

化
 

 4
 

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
選

択
の

IT
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

管
理

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
 

 

 5
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
け

る
予

測
実

績
負

荷
差

異
の

考
察

 

 6
 

生
産

関
数

に
よ

る
有

価
証

券
報

告
書

デ
ー

タ
の

分
析

 
－

情
報

投
資

と
経

営
成

果
の

関
連

を
求

め
て

 

 7
 

m
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
お

け
る

自
律

型
学

習
支

援
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
す

る
研

究
 

 8
 

組
織

文
化

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
た

め
の

メ
デ

ィ
ア

戦
略

 

 9
 

S
N

S
を

活
用

し
た

学
習

環
境

に
お

け
る

主
体

的
学

習
活

動
に

関
す

る
考

察
 

1
0 

教
育

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

IT
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

 

1
1
 

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

用
IT

治
具

の
開

発
 

1
2
 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

の
在

庫
ゼ

ロ
の

不
可

能
性

と
所

要
最

少
在

庫
計

算
法

 

1
3
 

線
材

工
場

に
お

け
る

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
保

全
プ

ロ
セ

ス
の

提
案

 

1
4
 

繰
返

し
処

理
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
バ

ッ
ク

ワ
ー

ド
型

オ
ン

ラ
イ

ン
M

P
L

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

 

1
5
 

ス
パ

ム
メ

ー
ル

到
着

特
性

に
着

目
し

た
情

報
シ

ス
テ

ム
の

設
計

法
 

1
6
 

概
念

帳
票

モ
デ

ル
に

よ
る

帳
票

自
動

生
成

の
実

証
実

験
 

1
7
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
組

織
サ

イ
バ

ネ
テ

ィ
ク

ス
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

に
よ

る
組

織
学

習
指

針
 

1
8 

ポ
リ

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
と

ポ
リ

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
 

1
9 

選
好

集
計

に
基

づ
く
認

知
的

モ
デ

リ
ン

グ
 

－
文

脈
依

存
的

選
択

に
つ

い
て

の
説

明
 

2
0 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
を

用
い

た
株

式
市

場
に

お
け

る
ア

ナ
リ

ス
ト

レ
ポ

ー
ト

の
効

果
に

関
す

る
分

析
 

2
1 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

支
援

の
た

め
の

顧
客

特
性

抽
出

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

2
2 

多
様

性
の

あ
る

協
調

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

提
案

 

 
－

A
m

az
o
n
.c

o
m

の
関

連
商

品
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

て
 

2
3 

ブ
ロ

グ
空

間
上

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
タ

イ
ル

 

2
4 

Y
B

G
を

用
い

た
ビ

ジ
ネ

ス
ゲ

ー
ム

の
開

発
 

－
情

報
系

学
生

の
開

発
事

例
 

2
5
 

チ
ー

ム
内

に
コ

ン
フ

リ
ク

ト
を

起
こ

す
ビ

ジ
ネ

ス
ゲ

ー
ム

に
よ

る
実

証
実

験
計

画
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
 

－
非

営
利

系
社

会
サ

ー
ビ

ス
企

業
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

 

 2
 

都
市

部
に

お
け

る
上

下
水

道
事

業
の

構
造

改
革

 

 3
 

政
府

の
IT

調
達

に
お

け
る

総
合

評
価

落
札

方
式

に
つ

い
て

の
一

考
察

 

 4
 

IT
投

資
成

功
の

た
め

の
イ

ン
タ

ン
ジ

ブ
ル

ズ
の

重
要

性
 

 5
 

E
A

と
K
M

を
活

用
し

た
全

体
最

適
経

営
の

成
熟

度
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

 6
 

企
業

価
値

向
上

に
向

け
た

K
M

に
関

す
る

一
考

察
 

 7
 

経
営

情
報

教
育

研
究

者
数

の
全

国
推

定
 

 8
 

人
材

育
成

に
お

け
る

「
フ

ロ
ー

理
論

」
の

応
用

 

 9
 

オ
フ

シ
ョ

ア
シ

ス
テ

ム
開

発
の

た
め

の
人

材
育

成
に

関
す

る
考

察
 

1
0
 

IT
エ

キ
ス

パ
ー

ト
人

材
の

育
成

と
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

モ
デ

ル
の

一
考

察
 

1
1
 

広
島

の
中

堅
企

業
の

海
外

進
出

に
関

わ
る

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

－
国

際
経

営
に

必
要

な
経

営
情

報
型

人
材

 

1
2
 

間
取

り
設

計
に

お
け

る
デ

ザ
イ

ン
感

覚
 

1
3
 

情
報

サ
ー

ビ
ス

会
社

に
お

け
る

経
営

情
報

型
人

材
の

育
成

 
－

業
務

ス
キ

ル
強

化
の

た
め

の
育

成
／

認
定

制
度

 

1
4
 

米
国

自
動

車
部

品
取

引
に

お
け

る
Ｂ

２
Ｂ

 

1
5 

製
造

業
に

お
け

る
グ

ロ
ー

バ
ル

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ス

パ
ー

ト
ナ

リ
ン

グ
モ

デ
ル

の
提

案
と

検
証

 

1
6 

グ
ッ

ド
ウ

ィ
ル

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
戦

略
 

－
コ

ン
テ

ン
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

へ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

理
論

の
援

用
 

1
7
 

投
資

信
託

業
界

の
競

争
戦

略
の

特
性

 
－

情
報

の
非

対
称

性
が

ど
の

よ
う

に
他

社
排

除
性

を
創

出
し

て
い

る
の

か
 

1
8
 

IT
・
ネ

ッ
ト

が
生

み
出

す
サ

ー
ビ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 

1
9
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
社

会
に

お
け

る
組

込
み

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
ビ

ジ
ネ

ス
ト

レ
ン

ド
 

2
0 

顧
客

と
S
Ie

r
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
の

た
め

の
E
A

オ
ン

ト
ロ

ジ
ー

の
提

案
 

2
1
 

ＩＴ
サ

ー
ヒ

゛
ス

マ
ネ

シ
゛
メ

ン
ト

に
お

け
る

仕
様

構
成

と
導

入
に

関
す

る
一

考
察

 

2
2
 

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

へ
の

モ
デ

ル
理

論
ア

プ
ロ

ー
チ

の
評

価
 

－23－



2
3 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

メ
ー

カ
ー

主
導

か
ら

の
脱

皮
と

企
業

間
連

携
の

多
様

化
 

 
－

食
品

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

を
例

題
と

し
て

 

2
4
 

ヘ
ド

ニ
ッ

ク
・
ア

プ
ロ

ー
チ

を
用

い
た

W
e
b

サ
イ

ト
価

値
算

定
モ

デ
ル

の
構

築
 

2
5
 

Ｅ
ビ

ジ
ネ

ス
に

お
い

て
在

庫
情

報
が

消
費

者
購

入
決

定
に

お
よ

ぼ
す

影
響

の
考

察
 

2
6
 

e
コ

マ
ー

ス
導

入
効

果
の

評
価

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

開
発

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

知
識

経
営

に
お

け
る

社
内

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
意

味
合

い
と

は
 

－
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

C
O

I/
C

O
P

と
い

う
観

点
か

ら
 

 2
 

A
lt
e
r
情

報
シ

ス
テ

ム
論

の
中

核
を

な
す

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

批
判

的
検

討
 

 3
 

企
業

家
活

動
に

お
け

る
顧

客
情

報
の

活
用

 
－

松
下

電
工

株
式

会
社

の
事

例
を

中
心

に
 

 
 

2
0
0
7

年
度

秋
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

地
域

文
化

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
～

槌
音

と
美

酒
と

音
楽

の
響

き
～

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

食
品

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
生

産
ノ

ウ
ハ

ウ
公

開
の

効
果

 

 2
 

セ
ブ

ン
-
イ

レ
ブ

ン
の

情
報

シ
ス

テ
ム

を
通

じ
た

経
路

依
存

性
の

研
究

 

 3
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

構
築

 
－

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
か

ら
ワ

ー
ク

細
分

構
造

ま
で

 

 4
 

C
G

M
に

お
け

る
匿

名
性

レ
ベ

ル
 

－
リ

ン
ク

可
能

性
お

よ
び

一
覧

性
 

 5
 

技
術

系
ベ

ン
チ

ャ
ー

に
お

け
る

B
to

B
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

 

 6
 

組
織

的
知

識
創

造
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
考

察
 

 7
 

IC
T

ベ
ー

ス
の

運
行

管
理

シ
ス

テ
ム

と
学

習
障

害
 

－
J
R

西
日

本
に

お
け

る
情

報
と

学
習

 

 8
 

組
織

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

学
習

障
害

 
－

J
R

事
故

に
お

け
る

日
勤

教
育

 

 9
 

日
本

企
業

に
お

け
る

人
材

情
報

の
可

視
化

／
共

有
化

ア
プ

ロ
ー

チ
 

1
0 

ソ
ー

シ
ャ

ル
タ

ギ
ン

グ
に

よ
り

生
み

出
さ

れ
る

メ
タ

デ
ー

タ
の

利
用

可
能

性
 

1
1 

地
域

医
療

福
祉

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
発

展
モ

デ
ル

の
研

究
 

－
第

三
報

 

1
2 

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

工
学

の
モ

デ
ル

の
利

用
 

1
3 

ア
レ

ク
サ

ン
ダ

ー
テ

ク
ニ

ッ
ク

に
よ

る
能

力
開

発
 

1
4
 

わ
が

国
に

お
け

る
情

報
シ

ス
テ

ム
発

展
史

の
研

究
 

1
5
 

感
性

情
報

を
考

慮
し

た
動

向
分

析
に

よ
る

文
化

遺
伝

子
の

抽
出

 
－

自
動

車
市

場
を

例
と

し
て

 

1
6 

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
・
ソ

サ
エ

テ
ィ

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

S
O

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

投
資

対
効

果
の

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
に

よ
る

モ
デ

リ
ン

グ
評

価
 

 2
 

D
E
A

判
別

分
析

に
よ

る
米

国
電

力
会

社
の

財
務

評
価

分
析

 

 3
 

業
務

フ
ロ

ー
設

計
・
洗

練
の

た
め

の
方

法
論

と
支

援
ツ

ー
ル

 

 4
 

ゴ
ー

ル
指

向
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
Ｅ

Ａ
遂

行
プ

ロ
セ

ス
の

提
案

 

 5
 

既
存

の
顧

客
に

対
す

る
販

売
促

進
活

動
の

最
適

化
 

 6
 

音
楽

情
報

を
提

供
す

る
W

e
b

シ
ス

テ
ム

の
提

案
 

 7
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

外
部

性
を

も
つ

製
品

に
お

け
る

広
告

戦
略

の
分

析
 

 8
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
お

け
る

事
故

の
推

定
方

法
に

関
す

る
研

究
 

 9
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
対

す
る

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
ウ

ェ
ブ

の
適

用
 

1
0
 

モ
デ

ル
理

論
ア

プ
ロ

ー
チ

に
お

け
る

基
本

フ
ァ

イ
ル

処
理

と
そ

の
実

装
方

法
 

1
1
 

戦
略

事
例

の
構

造
化

に
よ

る
戦

略
ア

ナ
ロ

ジ
ー

評
価

モ
デ

ル
の

構
築

 

1
2 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

・
ベ

ー
ス

・
モ

デ
ル

に
よ

る
生

命
保

険
市

場
の

予
測

の
試

み
 

1
3
 

業
務

プ
ロ

セ
ス

モ
デ

ル
を

利
用

し
た

課
題

発
見

の
支

援
方

法
 

1
4
 

グ
ラ

フ
縮

約
を

用
い

た
主

要
な

サ
イ

ト
構

造
の

抽
出

と
ア

ク
セ

ス
パ

タ
ー

ン
の

分
析

 

1
5
 

回
答

の
一

貫
性

に
着

目
し

た
不

良
回

答
選

別
の

試
み

 
－

Ｓ
Ｄ

法
デ

ー
タ

を
用

い
て

 

1
6
 

住
宅

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

資
源

制
約

付
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

問
題

に
つ

い
て

 

1
7
 

構
造

方
程

式
モ

デ
ル

と
多

目
的

最
適

化
手

法
を

利
用

し
た

小
売

業
に

お
け

る
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
戦

略
 

1
8
 

人
工

物
空

間
に

お
け

る
音

環
境

の
感

性
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

－
空

間
的

感
性

と
物

理
音

響
特

性
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

企
業

の
価

値
基

準
に

基
づ

く
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
設

計
に

関
す

る
研

究
 

 2
 

電
機

業
界

に
お

け
る

部
品

の
信

頼
性

情
報

流
通

に
関

す
る

考
察

 

 3
 

東
海

地
域

企
業

の
情

報
生

産
性

調
査

 
－

有
価

証
券

報
告

書
デ

ー
タ

の
分

析
 

 4
 

B
2
C

ネ
ッ

ト
ビ

ジ
ネ

ス
に

お
け

る
物

販
系

取
引

の
決

済
分

析
 

 5
 

オ
ー

プ
ン

な
標

準
の

政
府

情
報

シ
ス

テ
ム

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

研
究

 

 6
 

自
動

車
企

業
・電

機
企

業
の

C
S
R

活
動

と
企

業
業

績
 

 7
 

ア
ク

シ
ョ

ン
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
見

る
「
質

問
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
の

実
践

 

 8
 

内
部

統
制

報
告

制
度

に
お

け
る

ＩＴ
統

制
監

査
と

、
情

報
社

会
に

お
け

る
シ

ス
テ

ム
監

査
の

重
要

性
 

 9
 

情
報

シ
ス

テ
ム

導
入

の
失

敗
原

因
分

析
 

－
利

害
関

係
者

間
の

コ
ン

フ
リ

ク
ト

に
着

目
し

て
 

10
 

産
学

連
携

に
よ

る
長

期
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

評
価

 

 
－

地
域

ス
ポ

ー
ツ

振
興

支
援

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

開
発

の
事

例
報

告
 

1
1
 

グ
ル

ー
プ

経
営

時
代

の
機

能
部

門
変

革
と

情
報

シ
ス

テ
ム

部
門

の
果

た
す

役
割

 

1
2
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

の
成

熟
度

と
保

守
に

関
す

る
考

察
 

1
3
 

P
 t

o
 P

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

指
向

の
フ

ァ
イ

ル
共

有
法

の
構

築
 

1
4
 

利
用

者
の

役
割

や
機

能
を

考
慮

し
た

シ
ス

テ
ム

運
用

環
境

の
デ

ザ
イ

ン
手

法
に

関
す

る
研

究
 

1
5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

・
保

守
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
け

る
 リ

ス
ク

分
析

と
被

害
額

推
定

 

1
6 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
 

－
消

費
地

生
産

の
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
 

1
7 

ル
ー

ム
シ

ェ
ア

に
よ

る
「
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
」
ビ

ジ
ネ

ス
の

考
察

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

事
業

と
IT

の
戦

略
的

整
合

 
－

研
究

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

提
案

 

 2
 

シ
ス

テ
ム

開
発

と
組

織
開

発
 

 
 

2
0
0
8

年
度

春
季

全
国

研
究

発
表

大
会

 
 

IT
と

地
域

共
存

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

今
日

的
戦

略
グ

ル
ー

プ
論

の
発

展
可

能
性

の
検

討
 

－
先

行
研

究
か

ら
の

発
展

に
む

け
て

 

 2
 

ＩＴ
投

資
の

戦
略

類
型

と
戦

略
マ

ッ
プ

に
関

す
る

実
証

分
析

 
－

電
子

商
取

引
（
Ｅ

Ｃ
）
評

価
モ

デ
ル

の
開

発
に

向
け

て
 

 3
 

中
堅

・
中

小
企

業
の

環
境

経
営

 

 4
 

戦
略

的
H

R
D

と
し

て
の

次
世

代
リ

ー
ダ

ー
育

成
の

課
題

と
展

望
 

 5
 

研
究

開
発

マ
ー

ケ
ッ

ト
に

お
け

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

活
動

の
事

例
研

究
 

 
－

ス
ト

リ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
事

業
化

に
関

す
る

事
例

研
究

 

 6
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

・
ベ

ー
ス

・
ア

プ
ロ

ー
チ

の
方

法
論

的
再

考
 

 7
 

製
品

開
発

組
織

に
お

け
る

知
識

創
造

プ
ロ

セ
ス

の
促

進
要

因
に

関
す

る
実

証
分

析
 

 8
 

コ
ン

ジ
ョ

イ
ン

ト
分

析
に

よ
る

「
場

」
の

調
整

に
関

す
る

事
例

研
究

 

 9
 

支
援

パ
ラ

ダ
イ

ム
と

「
し

て
も

ら
う

」
能

力
 

1
0 

地
域

活
性

化
の

た
め

の
B

 t
o
 C

に
関

す
る

一
考

察
 

1
1
 

携
帯

向
け

食
物

ア
レ

ル
ゲ

ン
チ

ェ
ッ

ク
サ

イ
ト

に
対

す
る

ユ
ー

ザ
ー

評
価

 

1
2
 

経
営

行
動

に
埋

め
込

ま
れ

た
シ

ス
テ

ム
方

法
論

の
提

案
 

1
3 

起
業

実
践

に
よ

る
光

産
業

創
成

 

1
4 

産
業

創
成

の
た

め
の

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

型
起

業
の

現
状

と
そ

の
方

向
性

 

1
5
 

誰
が

シ
ス

テ
ム

分
析

・
設

計
を

行
う

の
か
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1
6
 

C
IO

へ
の

期
待

と
評

価
に

関
す

る
基

礎
的

研
究

 

1
7
 

内
定

者
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
利

用
実

態
と

検
証

に
つ

い
て

 

1
8
 

提
案

型
営

業
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

性
化

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
要

因
 

1
9
 

創
作

活
動

の
普

及
に

お
け

る
ウ

ェ
ブ

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

 
－

「
初

音
ミ

ク
」
は

い
か

に
ア

イ
ド

ル
に

な
り

え
た

か
 

2
0 

産
業

集
積

「
九

州
ソ

ー
ラ

ー
セ

ル
・
ア

イ
ラ

ン
ド

」
の

形
成

 
－

液
晶

、
半

導
体

、
太

陽
電

池
の

産
業

集
積

の
比

較
研

究
 

2
1 

今
治

市
に

よ
る

ネ
ッ

ト
ビ

ジ
ネ

ス
振

興
の

実
践

 

2
2
 

情
報

系
情

報
シ

ス
テ

ム
の

発
展

 

2
3
 

業
界

別
情

報
シ

ス
テ

ム
発

展
史

 
－

金
融

業
界

の
情

報
シ

ス
テ

ム
発

展
史

 

2
4
 

新
日

鐵
君

津
製

鐵
所

に
お

け
る

業
界

初
の

製
造

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
 

2
5 

薄
れ

行
く
企

業
境

界
 

－
オ

フ
シ

ョ
ア

リ
ン

グ
と

B
P

O
/
K
P

O
の

展
開

 

2
6
 

社
会

的
文

脈
を

考
慮

し
た

情
報

基
礎

教
育

の
デ

ザ
イ

ン
 

2
7 

参
与

観
察

に
よ

る
経

営
組

織
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

分
析

 
－

レ
ン

タ
ル

シ
ョ

ッ
プ

の
ケ

ー
ス

 

2
8 

日
米

の
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
セ

ス
モ

デ
リ

ン
グ

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

違
い

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

製
造

業
に

お
け

る
品

質
情

報
活

用
シ

ス
テ

ム
“
A

-
Q

IN
S
”
の

構
築

に
関

す
る

一
研

究
 

 2
 

U
IS

S
を

活
用

し
た

シ
ス

テ
ム

部
門

に
お

け
る

人
材

育
成

 

 3
 

脱
コ

モ
デ

ィ
テ

ィ
化

に
向

け
た

製
品

差
別

化
 

 4
 

ギ
ャ

ッ
プ

分
析

支
援

用
W

e
b

折
線

グ
ラ

フ
表

示
ツ

ー
ル

の
開

発
 

 5
 

人
工

社
会

を
用

い
た

家
電

量
販

店
市

場
の

簡
易

予
測

手
法

検
討

 

 6
 

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

生
涯

所
得

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 

 
－

長
期

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
人

事
制

度
の

再
検

討
 

 7
 

組
織

的
知

識
創

造
の

エ
ー

ト
ス

と
認

知
能

力
 

 8
 

設
備

・
情

報
投

資
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

へ
の

リ
ア

ル
オ

プ
シ

ョ
ン

の
適

用
 

 9
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

有
価

証
券

報
告

書
の

分
析

 

1
0
 

情
報

技
術

資
産

と
組

織
特

性
か

ら
み

た
情

報
技

術
投

資
効

果
 

－
産

業
間

比
較

分
析

 

1
1
 

IT
と

イ
ン

タ
ン

ジ
ブ

ル
へ

の
最

適
投

資
配

分
 

1
2
 

著
作

権
侵

害
検

出
を

目
的

と
し

た
同

意
語

抽
出

に
よ

る
候

補
文

書
発

見
手

法
 

1
3
 

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ン

ニ
ュ

ー
ス

と
金

融
市

場
の

関
連

性
の

分
析

 

1
4 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

倒
産

企
業

分
析

 

1
5 

P
L
S

Iモ
デ

ル
を

用
い

た
中

国
語

の
文

書
自

動
分

類
 

1
6
 

高
信

頼
性

組
織

と
社

会
 

1
7 

D
ig

it
al

 C
o
n
te

n
t 

D
e
liv

e
ry

 

1
8
 

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

方
法

論
に

よ
る

港
湾

物
流

サ
ー

ビ
ス

の
分

析
 

1
9 

牡
蠣

ユ
ビ

キ
タ

ス
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
実

証
実

験
に

関
す

る
一

考
察

 

2
0
 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
に

よ
る

集
団

意
思

決
定

実
験

 
－

チ
ー

ム
内

に
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

有
る

ゲ
ー

ム
 

2
1
 

文
科

系
学

生
を

対
象

と
し

た
新

し
い

E
U

D
 

－
C

A
S
T

を
用

い
た

フ
ォ

ー
マ

ル
ア

プ
ロ

ー
チ

の
実

践
 

2
2
 

大
規

模
リ

ゾ
ー

ト
型

ス
キ

ー
場

に
お

け
る

顧
客

満
足

度
向

上
を

目
的

と
し

た
案

内
・
誘

導
情

報
シ

ス
テ

ム
の

提
案

 

2
3 

W
e
b

投
票

で
の

評
価

シ
ス

テ
ム

と
信

頼
性

に
つ

い
て

 

2
4
 

個
人

投
資

家
の

株
式

投
資

へ
の

線
形

計
画

法
の

適
用

に
つ

い
て

 

2
5 

Ａ
Ｈ

Ｐ
を

用
い

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
管

理
シ

ス
テ

ム
（
Ｄ

Ｂ
Ｍ

Ｓ
）
の

評
価

に
関

す
る

研
究

 

2
6
 

シ
ョ

ケ
積

分
型

フ
ァ

ジ
ィ

ル
ー

ル
に

よ
る

総
合

評
価

法
 

2
7
 

ミ
ク

ロ
な

地
域

経
済

に
お

け
る

Ｇ
ＩＳ

の
活

用
へ

の
一

考
察

 

2
8
 

栽
培

支
援

ブ
ロ

グ
の

試
み

 

2
9
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
社

会
の

医
療

福
祉

情
報

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
関

す
る

研
究

 
－

第
一

報
 

3
0 

B
S
C

に
よ

る
IT

組
織

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

3
1
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

課
題

へ
の

問
題

構
造

化
技

法
の

適
用

 

3
2
 

ク
ラ

ス
図

間
の

整
合

性
判

定
に

お
け

る
ク

ラ
ス

図
代

数
へ

の
一

考
察

 

3
3 

概
念

帳
票

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

X
F
o
rm

s
仕

様
に

よ
る

ウ
ェ

ブ
フ

ォ
ー

ム
の

自
動

生
成

 

3
4 

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

が
容

易
な

E
R

P
を

目
指

し
て

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

因
果

連
鎖

と
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

 
－

仕
組

の
過

剰
自

己
強

化
と

意
図

せ
ざ

る
効

果
 

 2
 

自
動

車
部

品
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
の

持
続

的
競

争
優

位
の

た
め

の
事

業
シ

ス
テ

ム
の

分
析

 

 3
 

携
帯

電
話

開
発

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

３
次

元
情

報
技

術
活

用
の

効
果

 

 4
 

モ
ノ

づ
く
り

現
場

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
中

堅
中

小
企

業
の

競
争

力
強

化
戦

略
 

 5
 

日
本

の
エ

ン
タ

プ
ラ

イ
ズ

系
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
産

業
の

実
態

と
課

題
に

関
す

る
考

察
 

 6
 

戦
略

開
発

に
お

け
る

「
フ

ロ
ー

理
論

」
の

応
用

 

 7
 

地
場

小
企

業
に

よ
る

事
業

ド
メ

イ
ン

転
換

の
た

め
の

経
営

情
報

に
つ

い
て

 

 8
 

人
的

資
源

の
リ

タ
ー

ン
に

対
す

る
組

織
IQ

の
影

響
 

 9
 

人
材

情
報

の
可

視
化

/
共

有
化

は
サ

ー
ビ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
ど

う
関

わ
る

か
 

1
0
 

IT
化

の
推

進
と

人
事

制
度

の
改

革
に

関
す

る
一

考
察

 

1
1
 

企
業

組
織

に
お

け
る

従
業

員
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
知

識
創

造
プ

ロ
セ

ス
と

の
関

係
 

1
2
 

調
査

デ
ー

タ
を

用
い

た
Ｅ

Ｃ
導

入
効

果
評

価
モ

デ
ル

の
検

証
 

1
3
 

食
品

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

第
３

者
認

証
の

有
効

性
に

関
す

る
考

察
 

1
4
 

社
会

起
業

家
に

よ
る

社
会

的
事

業
創

造
の

促
進

プ
ロ

セ
ス

 
－

徳
島

県
上

勝
町

の
「
彩

事
業

」
を

通
じ

て
 

1
5
 

モ
ノ

造
り

企
業

の
特

許
に

関
す

る
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

1
6 

コ
ン

カ
レ

ン
ト

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

チ
ー

ム
に

お
け

る
知

識
探

索
プ

ロ
セ

ス
の

分
析

 

1
7
 

医
療

領
域

の
産

業
創

成
に

お
け

る
情

報
戦

略
 

1
8 

ハ
イ

テ
ク

産
業

に
お

け
る

大
企

業
の

取
引

先
企

業
選

択
基

準
に

関
す

る
一

考
察

 

1
9
 

公
開

情
報

を
用

い
た

地
域

産
業

の
情

報
化

に
関

す
る

実
証

分
析

 

2
0 

フ
ァ

ミ
リ

ー
ビ

ジ
ネ

ス
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

に
お

け
る

広
告

戦
略

 

2
1 

コ
ン

テ
ン

ツ
産

業
(ビ

ジ
ネ

ス
)の

会
計

・財
務

論
 

2
2
 

大
学

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

の
組

織
的

活
用

に
つ

い
て

 

 
－

C
C

S
と

自
学

自
習

の
利

用
促

進
に

向
け

た
実

践
事

例
 

2
3
 

大
学

教
育

支
援

の
た

め
の

S
N

S
導

入
の

調
査

研
究

 

2
4
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
 

－
仲

介
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

状
況

と
意

義
 

2
5
 

先
端

バ
イ

オ
研

究
の

事
業

化
に

お
け

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
概

念
の

応
用

 
－

遺
伝

子
検

査
の

事
例

を
も

と
に

 

2
6
 

地
域

産
学

連
携

に
お

け
る

知
識

・
技

術
移

転
活

動
の

課
題

と
展

望
 

2
7
 

ア
ジ

ア
6

カ
国

・
地

域
に

お
け

る
科

学
技

術
政

策
と

研
究

機
関

の
技

術
活

用
戦

略
 

 
－

特
に

情
報

通
信

分
野

に
つ

い
て

 

2
8
 

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
政

策
と

ア
ジ

ア
成

長
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

 

2
9 

自
治

体
の

規
模

と
情

報
化

 

3
0 

企
業

間
関

係
の

ビ
ジ

ネ
ス

・
プ

ロ
セ

ス
に

基
づ

く
分

析
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

3
1
 

日
本

に
お

け
る

B
S
C

導
入

上
の

課
題

に
関

す
る

考
察

 

3
2
 

企
業

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

と
研

究
開

発
費

用
 

3
3 

リ
ス

ク
管

理
へ

の
取

り
組

み
評

価
と

経
営

成
果

に
結

び
つ

け
る

指
針

 

 
－

東
北

地
域

製
造

業
に

お
け

る
リ

ス
ク

管
理

へ
の

取
り

組
み

を
例

題
と

し
て

 

3
4
 

会
計

操
作

に
関

わ
る

実
証

分
析

 
－

繰
延

税
金

資
産

計
上

の
分

析
を

通
し

て
 

3
5
 

株
式

指
標

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

株
式

掲
示

板
の

投
稿

内
容

の
関

連
性

 

 
－

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
ー

モ
デ

ル
の

構
築

を
目

指
し

て
 

3
6
 

間
接

部
門

に
お

け
る

バ
ラ

ン
ス

ト
・
ス

コ
ア

カ
ー

ド
の

有
効

性
の

考
察
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3
7
 

オ
ー

プ
ン

な
標

準
の

政
府

情
報

シ
ス

テ
ム

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
研

究
 

3
8
 

IT
ガ

バ
ナ

ン
ス

と
内

部
統

制
報

告
制

度
 

3
9 

T
h
e
 A

lig
n
m

e
n
t 

b
e
tw

e
en

 B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

e
c
h
n
o
lo

gy
 S

tr
at

e
gy

 

 
－

A
 S

tu
d
y 

o
f 
D

ir
e
c
to

ra
te

 G
e
n
e
ra

l 
o
f 

T
ax

e
s 

-
 I
n
d
o
n
e
si

a 

4
0
 

国
立

大
学

法
人

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

統
一

管
理

に
向

け
て

 

 
－

複
数

の
類

似
シ

ス
テ

ム
が

学
内

で
稼

働
し

て
い

ま
せ

ん
か

？
 

4
1
 

財
務

報
告

に
係

る
内

部
統

制
の

重
要

な
欠

陥
と

そ
の

改
善

策
 

 
－

ＩＴ
統

制
に

関
わ

る
組

織
の

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ
の

観
点

か
ら

 

4
2 

情
報

項
目

と
ス

キ
ル

に
着

目
し

た
間

接
業

務
の

分
析

・
改

善
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

4
3
 

著
作

権
保

護
に

お
け

る
電

子
透

か
し

サ
ー

ビ
ス

モ
デ

ル
の

有
効

性
検

証
 

4
4
 

IS
M

S
認

証
制

度
の

課
題

と
そ

の
対

応
 

－
IS

M
S

認
証

事
業

所
調

査
に

よ
る

考
察

 

4
5
 

デ
ジ

タ
ル

・
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ
ク

の
定

着
法

 
－

G
M

A
IS

に
よ

る
環

境
・
社

会
・
経

済
の

ト
リ

レ
ン

マ
の

緩
解

法
（
そ

の
１

）
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

変
化

へ
の

気
づ

き
と

創
発

戦
略

 

 2
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
理

論
の

展
開

と
そ

の
デ

ィ
ス

コ
ー

ス
 

－
日

本
的

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

視
座

を
求

め
て

 

 3
 

情
報

戦
略

教
育

の
た

め
の

事
例

活
用

方
法

 

 4
 

日
本

の
音

楽
産

業
の

海
外

展
開

に
お

け
る

「
柔

軟
な

専
門

性
」
 

 
 

2
0
0
8

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
杜

の
都

か
ら

の
情

報
発

信
－

食
・
生

活
・
観

光
の

共
生

－
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

製
品

開
発

リ
ー

ド
タ

イ
ム

短
縮

に
お

け
る

前
提

条
件

 

 2
 

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

よ
る

戦
略

的
人

材
育

成
の

課
題

と
展

望
 

 3
 

IT
人

材
育

成
に

お
け

る
人

材
情

報
活

用
に

関
す

る
考

察
 

 4
 

中
国

人
の

意
識

を
変

え
る

 
－

広
東

省
委

託
加

工
企

業
で

の
試

み
 

 5
 

総
合

電
機

産
業

に
お

け
る

企
業

境
界

決
定

の
枠

組
み

に
関

す
る

一
考

察
 

－
日

立
グ

ル
ー

プ
企

業
の

事
例

か
ら

 

 6
 

中
小

企
業

の
リ

ス
ク

管
理

へ
の

取
組

み
要

因
分

析
 

－
イ

ン
タ

ン
ジ

ブ
ル

・
ア

セ
ッ

ト
に

よ
る

影
響

を
中

心
に

 

 7
 

地
方

都
市

に
立

地
す

る
ソ

フ
ト

開
発

IT
企

業
の

競
争

優
位

性
 

 

 8
 

零
細

事
業

に
お

け
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
活

用
特

性
 

 9
 

新
入

生
に

お
け

る
教

養
科

目
「
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

」
の

履
修

満
足

度
に

関
す

る
考

察
 

1
0
 

ＩＣ
Ｔ

に
関

す
る

従
業

員
の

自
己

投
資

に
つ

い
て

の
実

証
研

究
 

1
1
 

女
性

医
師

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
に

関
す

る
一

考
察

 

1
2
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
改

善
に

関
す

る
実

証
的

研
究

 

1
3
 

情
報

シ
ス

テ
ム

関
連

要
素

の
不

整
合

に
着

目
し

た
不

満
足

要
因

に
関

す
る

研
究

 
－

予
備

調
査

結
果

報
告

 

14
 

概
念

デ
ー

タ
モ

デ
ル

設
計

者
心

得
 

1
5
 

「
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
組

織
」
再

訪
 

－
IT

投
資

の
実

証
デ

ー
タ

に
基

づ
く
考

察
 

1
6
 

最
先

端
半

導
体

製
造

工
場

に
お

け
る

全
体

最
適

化
IT

投
資

に
関

す
る

考
察

 

1
7
 

プ
ロ

フ
ェ

シ
ョ

ナ
ル

組
織

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

－
病

院
の

経
過

と
職

員
の

面
接

調
査

を
通

し
て

 

1
8
 

情
報

シ
ス

テ
ム

部
門

の
役

割
変

遷
 

1
9
 

経
営

へ
の

貢
献

か
ら

見
た

情
報

シ
ス

テ
ム

の
変

遷
 

2
0
 

三
菱

銀
行

情
報

シ
ス

テ
ム

発
展

史
 

2
1
 

政
府

の
観

光
立

国
政

策
に

背
を

向
け

る
銀

行
Ａ

Ｔ
Ｍ

 

2
2 

中
核

技
術

を
保

有
し

な
い

企
業

の
優

位
性

に
関

す
る

論
理

 
－

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
産

業
の

カ
シ

オ
計

算
機

の
事

例
 

2
3
 

企
業

組
織

に
お

け
る

従
業

員
の

知
識

提
供

動
機

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
知

識
創

造
に

与
え

る
影

響
 

2
4
 

組
織

的
知

識
創

造
へ

の
三

方
向

か
ら

の
人

称
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 

2
5 

消
費

者
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
評

価
の

購
買

意
思

決
定

に
与

え
る

影
響

の
実

験
調

査
 

2
6
 

シ
ル

バ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
に

対
す

る
日

本
の

観
光

産
業

と
市

場
に

お
け

る
IT

サ
ポ

ー
ト

 

2
7
 

本
社

機
能

部
門

変
革

と
Ｃ

ＩＯ
へ

の
期

待
と

評
価

 

2
8
 

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

・
プ

ロ
セ

ス
の

変
革

に
つ

い
て

の
概

念
モ

デ
ル

 

 
－

食
品

メ
ー

カ
ー

と
包

材
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
の

関
係

の
事

例
 

2
9
 

物
流

回
転

容
器

在
庫

の
可

視
化

が
も

た
ら

す
効

果
 

－
明

治
乳

業
グ

ル
ー

プ
の

事
例

よ
り

 

3
0
 

遅
い

変
数

の
進

化
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

3
1 

日
本

の
エ

ン
タ

プ
ラ

イ
ズ

系
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
産

業
に

お
け

る
実

態
と

課
題

に
関

す
る

考
察

 

 
－

S
E

度
調

査
2
0
0
5
,2

00
6
,2

0
0
7

よ
り

 

3
2
 

少
子

化
の

現
状

と
子

育
て

支
援

の
あ

り
方

に
関

す
る

一
考

察
 

3
3 

地
方

都
市

に
お

け
る

共
同

体
と

S
N

S
に

よ
る

観
光

振
興

の
試

み
 

－
宮

城
県

石
巻

市
 2

0
0
7
-
2
0
0
8

年
 

3
4 

価
値

共
創

の
重

要
性

と
共

時
性

概
念

活
用

の
可

能
性

 

3
5
 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

視
点

に
基

づ
く
情

報
シ

ス
テ

ム
プ

ロ
セ

ス
(２

)：
 

 
IS

評
価

に
お

け
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
的

確
な

把
握

 

3
6
 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

視
点

に
基

づ
く
情

報
シ

ス
テ

ム
プ

ロ
セ

ス
（
３

）
：
 

 
IS

の
イ

ン
プ

リ
メ

ン
ト

に
お

け
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

認
識

の
重

要
性

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

公
的

研
究

機
関

に
お

け
る

優
先

的
研

究
開

発
テ

ー
マ

の
評

価
に

向
け

た
意

思
決

定
手

法
の

提
案

 

 2
 

高
速

化
に

挑
む

棒
線

圧
延

技
術

 

 3
 

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

に
よ

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

推
定

方
法

に
関

す
る

研
究

 

 4
 

流
通

管
理

に
お

け
る

電
子

透
か

し
利

用
の

一
考

察
 

 5
 

社
会

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

シ
ナ

リ
オ

分
析

の
重

要
性

 
－

テ
ー

マ
パ

ー
ク

問
題

を
例

と
し

て
 

 6
 

分
散

開
発

に
お

け
る

人
材

調
達

モ
デ

ル
提

案
の

た
め

の
バ

ー
チ

ャ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成

に
関

す
る

研
究

 

 7
 

討
議

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

 

 8
 

企
業

間
の

提
携

形
成

に
お

け
る

提
携

の
影

響
力

比
較

方
法

 

 9
 

技
術

の
数

理
シ

ス
テ

ム
理

論
的

表
現

と
技

術
の

接
続

可
能

性
を

用
い

た
新

た
な

技
術

評
価

手
法

の
開

発
 

1
0
 

E
R

図
の

形
式

的
意

味
論

 

1
1
 

質
的

研
究

方
法

論
(M

-
G

T
A

)を
用

い
た

IS
開

発
の

上
流

工
程

に
焦

点
を

当
て

た
研

究
 

1
2 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
向

上
に

つ
い

て
 

1
3
 

組
織

事
故

防
止

に
対

す
る

メ
ン

タ
ル

・
モ

デ
ル

共
有

の
効

果
 

 
－

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
・
ア

プ
ロ

ー
チ

 

1
4
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

ア
セ

ス
メ

ン
ト

か
ら

デ
ザ

イ
ン

へ
 

1
5
 

特
許

情
報

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

企
業

の
研

究
開

発
体

制
分

析
 

1
6
 

業
務

の
可

視
化

（
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
の

測
定

・
分

析
）
に

よ
る

ベ
ン

チ
ャ

ー
経

営
支

援
の

実
証

研
究

 

1
7
 

業
務

の
可

視
化

（
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
測

定
・
分

析
）
に

よ
る

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

様
式

の
実

証
研

究
 

1
8
 

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
ゲ

ー
ム

 

1
9 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

に
よ

る
学

習
」
 

2
0
 

S
N

S
利

用
者

の
満

足
要

因
分

析
に

関
す

る
一

考
察

 

2
1
 

ユ
ー

ザ
レ

ビ
ュ

ー
を

用
い

た
要

求
品

質
の

構
造

分
析

に
関

す
る

一
考

察
 

－
携

帯
電

話
を

事
例

と
し

た
分

析
 

2
2
 

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
た

集
客

効
果

を
高

め
る

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ー
ル

法
“
P

M
C

I-
D

M
”
の

確
立

と
戦

略
的

展
開

 

2
3
 

予
約

販
売

と
先

行
販

売
の

あ
る

新
製

品
の

需
要

予
測

 

2
4
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

分
析

に
よ

る
大

規
模

文
書

群
内

知
識

構
造

の
視

覚
化

 

 
－

知
識

構
造

マ
ッ

プ
の

開
発

と
適

用
 

2
5 

製
造

業
の

企
業

変
容

に
お

け
る

生
産

ロ
ー

リ
ン

グ
計

画
の

有
効

性
に

つ
い

て
 

2
6
 

消
費

者
信

頼
形

成
の

IT
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン
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2
7
 

電
気

通
信

の
進

展
に

伴
う

情
報

格
差

と
地

域
活

動
へ

の
影

響
 

 
－

イ
ン

フ
ラ

設
備

と
そ

の
利

用
か

ら
み

た
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
サ

ー
ビ

ス
と

情
報

格
差

 

2
8
 

情
報

産
業

に
お

け
る

地
域

特
性

の
類

型
に

関
す

る
研

究
 

2
9
 

情
報

サ
ー

ビ
ス

産
業

の
経

営
成

果
と

業
績

格
差

に
関

す
る

分
析

 

3
0
 

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
に

よ
る

組
織

の
分

権
化

に
関

す
る

考
察

 

3
1
 

現
場

の
活

力
再

生
 

3
2
 

著
作

権
侵

害
文

書
検

出
の

た
め

の
ス

ト
リ

ン
グ

カ
ー

ネ
ル

を
用

い
た

要
約

文
発

見
手

法
 

3
3
 

W
e
b

上
の

ユ
ー

ザ
ー

コ
メ

ン
ト

を
用

い
た

価
格

プ
レ

ミ
ア

ム
－

顧
客

価
値

構
造

モ
デ

ル
の

構
築

 

 
－

国
内

自
動

車
メ

ー
カ

ー
の

セ
ダ

ン
を

事
例

に
 

3
4 

Q
C

D
同

時
達

成
を

目
指

し
た

H
ig

h
 I
n
te

lli
ge

n
t 

D
e
ve

lo
pm

e
n
t 

D
e
si

gn
 M

o
d
e
l"

H
ID

D
"
の

提
案

 

 
－

経
営

技
術

の
新

原
理

 
N

e
w

 J
IT

の
戦

略
的

展
開

 

3
5
 

情
報

項
目

に
着

目
し

た
間

接
事

務
作

業
の

分
析

・
改

善
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

3
6
 

Ｓ
Ｏ

Ａ
設

計
の

た
め

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
リ

ン
グ

手
法

の
検

討
 

3
7
 

ク
ラ

ス
図

間
の

意
味

論
的

整
合

性
判

定
に

お
け

る
ク

ラ
ス

図
代

数
へ

の
一

考
察

 

3
8
 

縮
小

グ
ラ

フ
画

像
を

用
い

た
在

庫
推

移
可

視
化

に
よ

る
異

常
在

庫
の

早
期

検
出

支
援

シ
ス

テ
ム

 

3
9
 

生
産

性
の

異
な

る
２

種
類

の
仕

事
を

考
慮

し
た

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
・
シ

ス
テ

ム
の

設
計

 

 
－

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
理

論
・
ア

プ
ロ

ー
チ

 

4
0
 

利
他

的
な

主
体

間
の

二
人

ハ
イ

パ
ー

ゲ
ー

ム
‐
利

他
性

の
誤

認
識

と
金

銭
的

利
得

の
誤

認
識

-
 

4
1 

大
容

量
デ

ー
タ

に
対

す
る

高
速

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

 
－

K
G

M
O

D
 

4
2 

W
o
rd

 S
e
qu

e
n
c
e
 K

e
rn

e
lに

基
づ

く
剽

窃
文

書
発

見
手

法
 

4
3
 

グ
ラ

フ
分

割
問

題
を

利
用

し
た

Ｃ
Ｄ

購
買

デ
ー

タ
に

対
す

る
推

薦
シ

ス
テ

ム
 

4
4 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ス

ク
の

表
記

に
関

す
る

研
究

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

国
立

大
学

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

コ
ス

ト
定

量
化

方
式

 

 2
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

否
に

関
す

る
事

例
分

析
 

 3
 

食
品

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

・
シ

ス
テ

ム
の

開
発

動
向

 

 4
 

革
新

的
e
-
マ

ー
ケ

ッ
ト

プ
レ

イ
ス

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

に
つ

い
て

 

 5
 

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
 

－
ア

ー
バ

ン
・
リ

ベ
ラ

リ
ズ

ム
と

域
内

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

 

 6
 

個
人

差
を

考
慮

に
い

れ
た

レ
ス

ト
ラ

ン
・
サ

ー
ビ

ス
の

検
討

 

 7
 

ア
ジ

ア
ビ

ジ
ネ

ス
集

団
 

 8
 

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
か

ら
見

た
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

へ
の

地
場

企
業

の
参

入
と

そ
の

要
件

 

 
－

液
晶

、
半

導
体

、
太

陽
電

池
、

自
動

車
の

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

比
較

研
究

 

 9
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

我
国

製
造

企
業

の
生

産
性

 

1
0
 

組
織

戦
略

実
現

に
向

け
た

個
人

業
績

評
価

指
標

設
計

支
援

の
た

め
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

の
要

件
 

 
－

営
業

組
織

を
例

と
し

て
 

1
1
 

も
の

づ
く
り

技
能

継
承

に
お

け
る

ＩＴ
活

用
の

課
題

と
展

望
 

1
2
 

実
習

の
準

備
段

階
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
に

つ
い

て
 

－
品

質
工

学
の

実
習

を
事

例
と

し
て

 

1
3
 

歴
史

文
化

観
光

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

の
役

割
 

1
4 

ＩC
T

に
よ

る
地

域
振

興
の

試
み

 
－

石
巻

ユ
ビ

キ
タ

ス
観

光
情

報
セ

ン
タ

ー
シ

ス
テ

ム
の

場
合

 

1
5
 

韓
国

に
お

け
る

首
都

機
能

移
転

に
関

す
る

研
究

 

1
6
 

知
識

資
産

経
営

発
展

段
階

仮
説

に
関

す
る

検
討

 
－

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

受
容

性
に

着
目

し
て

 

1
7
 

フ
リ

ー
ア

ド
レ

ス
オ

フ
ィ

ス
に

お
け

る
新

人
育

成
問

題
を

緩
和

す
る

O
J
T

施
策

の
検

討
 

1
8 

開
発

途
上

国
に

お
け

る
情

報
産

業
振

興
モ

デ
ル

 
－

ベ
ト

ナ
ム

お
よ

び
ネ

パ
ー

ル
の

事
例

か
ら

 

1
9
 

中
小

企
業

に
お

け
る

海
外

雇
用

促
進

を
図

る
事

業
モ

デ
ル

に
関

す
る

考
察

 

2
0
 

電
気

事
業

の
C

S
R

戦
略

 

2
1 

ク
ラ

ウ
ド

・
ソ

ー
シ

ン
グ

の
分

類
と

そ
の

戦
略

的
活

用
 

2
2
 

暗
黙

知
伝

播
の

た
め

の
「
場

」
の

設
定

方
法

に
つ

い
て

 

2
3
 

ブ
ラ

ン
ド

・
ス

イ
ッ

チ
と

ブ
ラ

ン
ド

・
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
に

関
す

る
考

察
 

2
4
 

系
列

/
非

系
列

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

と
の

協
創

に
よ

る
Ｑ

Ｃ
Ｄ

研
究

 
－

サ
イ

エ
ン

ス
Ｔ

Ｑ
Ｍ

の
戦

略
的

展
開

 

2
5
 

戦
略

的
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
・
ポ

イ
ン

ト
構

築
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
成

果
の

持
続

 

2
6 

信
頼

で
き

安
全

安
心

な
情

報
シ

ス
テ

ム
の

設
計

手
法

に
関

す
る

研
究

 

2
7 

大
規

模
リ

ゾ
ー

ト
型

ス
キ

ー
場

に
お

け
る

顧
客

満
足

度
向

上
を

目
的

と
し

た
案

内
・
誘

導
情

報
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

究
 

2
8
 

権
威

的
意

思
決

定
の

理
論

と
討

議
支

援
シ

ス
テ

ム
 

2
9
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

協
調

活
動

の
可

視
化

と
解

釈
 

－
非

営
利

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
事

例
と

し
て

 

3
0
 

市
場

の
持

続
を

生
む

プ
ロ

シ
ュ

ー
マ

感
性

バ
リ

ュ
ー

・
プ

ロ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

 

3
1 

ユ
ー

ザ
ー

部
門

に
お

け
る

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

導
入

ア
プ

ロ
ー

チ
の

構
築

に
向

け
て

 

 
－

味
の

素
グ

ル
ー

プ
革

新
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

導
入

事
例

を
も

と
に

 

3
2 

プ
ロ

セ
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

も
と

づ
く
電

子
的

会
議

進
行

 

3
3 

IC
T

と
組

織
開

発
 

3
4
 

電
子

掲
示

板
の

参
加

類
型

に
関

す
る

実
証

研
究

 

3
5 

電
子

自
治

体
と

共
同

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

Ｇ
Ｍ

Ａ
ＩＳ

に
よ

る
安

心
・
安

全
構

想
 

 2
 

「
信

頼
と

安
全

安
心

の
社

会
」
の

医
療

福
祉

情
報

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
関

す
る

研
究

 

 3
 

C
G

M
に

お
い

て
ユ

ー
ザ

が
志

向
す

る
匿

名
性

に
つ

い
て

の
考

察
 

 4
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

性
化

要
因

と
そ

の
関

係
性

に
関

す
る

一
考

察
 

 5
 

事
業

と
IT

の
戦

略
的

整
合

 
－

価
値

基
準

に
基

づ
く
整

合
モ

デ
ル

 

 6
 

組
織

的
知

識
創

造
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
正

当
化

に
関

す
る

考
察

 

 7
 

持
続

可
能

性
を

考
慮

し
た

製
品

開
発

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

概
念

的
考

察
 

 8
 

意
図

せ
ざ

る
結

果
の

原
因

と
類

型
 

 9
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
と

保
守

に
関

す
る

考
察

 

1
0
 

５
つ

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
基

本
型

 

1
1
 

グ
ロ

-
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

・
ク

オ
リ

テ
ィ

 :
序

説
論

的
考

察
 

1
2 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

シ
ン

ク
ロ

ニ
シ

テ
ィ

 

1
3 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

視
点

に
基

づ
く
情

報
シ

ス
テ

ム
プ

ロ
セ

ス
(1

)：
あ

い
ま

い
な

シ
ス

テ
ム

境
界

 

 
 

2
0
0
9

年
春

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
白

雲
緑

樹
（
C

lo
u
d 

an
d 

G
re

e
n 

C
o
m

pu
ti
n
g）

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

台
湾

製
造

業
に

お
け

る
ＩＴ

化
に

関
す

る
研

究
 

－
N

E
B

IC
理

論
の

観
点

か
ら

 

 2
 

活
動

理
論

の
視

座
に

よ
る

S
C

M
部

門
の

需
給

管
理

に
関

す
る

考
察

 

 3
 

知
識

資
産

経
営

と
経

営
の

諸
要

素
に

関
す

る
事

例
分

析
 

 4
 

組
織

特
性

が
知

識
創

造
プ

ロ
セ

ス
に

与
え

る
影

響
 

 5
 

組
織

的
知

識
創

造
の

促
進

要
因

 
－

三
方

向
か

ら
の

人
称

に
よ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

か
ら

 

 6
 

情
報

基
礎

教
育

の
デ

ザ
イ

ン
に

関
わ

る
社

会
的

文
脈

の
再

考
 

 7
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
に

関
す

る
若

年
層

の
意

識
レ

ベ
ル

に
関

す
る

一
考

察
 

 
－

高
専

生
を

対
象

と
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

 

 8
 

音
楽

産
業

の
産

業
構

造
の

変
化

に
関

す
る

事
例

報
告

 

 9
 

コ
ン

テ
ン

ツ
間

疑
似

相
補

性
の

誘
導

レ
ベ

ル
向

上
 

－
ポ

ケ
モ

ン
ビ

ジ
ネ

ス
1
0

年
間

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

分
析

 

 

－27－



1
0
 

ワ
ー

ル
ド

・
カ

フ
ェ

の
実

践
か

ら
検

討
す

る
質

問
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 
－

組
織

を
重

視
し

た
戦

略
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

観
点

か
ら

 

1
1
 

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

（
L
M

S
）
利

用
教

育
の

可
能

性
 

1
2
 

観
光

事
業

の
顧

客
価

値
創

造
に

お
け

る
物

語
性

の
効

果
 

－
由

布
院

と
黒

川
温

泉
の

事
業

革
新

の
事

例
か

ら
 

1
3
 

日
本

に
お

け
る

メ
デ

ィ
カ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
可

能
性

 
－

日
本

の
サ

ー
ビ

ス
産

業
強

化
の

た
め

に
 

1
4
 

中
小

企
業

集
積

地
域

の
リ

ス
ク

管
理

へ
の

取
組

み
分

析
 

 
－

4
地

域
に

つ
い

て
、

無
形

資
産

に
よ

る
業

績
・
特

性
比

較
か

ら
 

1
5
 

調
査

研
究

会
を

活
用

し
た

公
益

法
人

に
お

け
る

事
業

戦
略

の
形

成
 

－
防

災
情

報
配

信
事

業
の

事
例

 

1
6
 

食
の

安
全

安
心

が
製

販
情

報
連

携
に

与
え

た
影

響
 

－
Ｍ

社
の

商
品

規
格

書
管

理
の

事
例

か
ら

 

1
7
 

創
発

戦
略

形
成

の
“
場

”
と

し
て

の
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

1
8
 

中
小

規
模

企
業

に
お

け
る

IT
ケ

イ
パ

ビ
リ

テ
ィ

の
考

察
 

1
9
 

外
食

産
業

に
お

け
る

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
の

効
果

的
施

策
 

－
来

店
を

促
す

“
情

報
”
と

再
来

店
を

促
す

“
接

客
”
 

2
0 

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出
す

る
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

一
考

察
 

2
1 

メ
タ

バ
ー

ス
に

お
け

る
個

人
行

動
 

－
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

、
ミ

ク
シ

ィ
、

2
ち

ゃ
ん

ね
る

の
比

較
 

2
2 

ポ
イ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
と

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
活

用
 

2
3 

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

・
レ

ピ
ュ

テ
ー

シ
ョ

ン
概

念
に

関
す

る
予

備
的

考
察

 

2
4
 

電
子

部
品

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

・
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

に
関

す
る

一
考

察
 

 
－

３
Ｐ

Ｌ
サ

ー
ビ

ス
お

よ
び

リ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ッ

プ
品

質
向

上
に

向
け

た
情

報
活

用
の

事
例

を
中

心
に

 

2
5 

ビ
ジ

ネ
ス

携
帯

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
は

万
全

か
？

 

2
6
 

価
値

基
準

主
導

に
よ

る
事

業
と

IT
の

戦
略

的
整

合
 

－
業

務
卓

越
性

企
業

の
ケ

ー
ス

 

2
7
 

「
成

功
中

小
企

業
に

お
け

る
最

終
顧

客
情

報
を

把
握

す
る

『
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
』
の

活
か

し
方

」
 

2
8
 

流
通

業
に

お
け

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

発
展

過
程

 

2
9 

日
本

型
E
C

R
を

実
現

す
る

菱
食

の
N

E
W

-
T
O

M
A

S
シ

ス
テ

ム
 

30
 

プ
ラ

ネ
ッ

ト
に

お
け

る
業

界
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

3
1
 

E
R

P
の

運
用

に
お

け
る

保
守

に
関

す
る

現
状

分
析

 

3
2
 

「
官

」
の

情
報

シ
ス

テ
ム

に
期

待
さ

れ
る

信
用

の
評

価
の

試
み

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

R
F
ID

技
術

が
も

た
ら

す
細

粒
度

情
報

を
用

い
た

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 
－

R
F
ID

技
術

動
向

の
調

査
と

プ
ロ

セ
ス

変
革

の
方

向
性

に
つ

い
て

の
提

案
 

 2
 

R
F
M

分
析

を
組

み
込

ん
だ

オ
ン

ラ
イ

ン
循

環
型

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
モ

デ
ル

 

 3
 

B
2
C

ネ
ッ

ト
ビ

ジ
ネ

ス
に

お
け

る
パ

ソ
コ

ン
と

モ
バ

イ
ル

に
よ

る
物

販
系

の
購

入
曜

日
分

析
 

 4
 

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

分
析

枠
組

み
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
可

視
化

 

 5
 

原
価

計
算

を
学

習
す

る
た

め
の

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

 6
 

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
に

よ
る

2
1

世
紀

型
情

報
活

用
組

織
の

モ
デ

ル
化

 

 7
 

投
資

と
資

本
構

成
選

択
問

題
の

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
に

よ
る

学
習

 

 8
 

大
学

で
の

履
修

登
録

た
め

の
リ

コ
メ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

技
法

に
つ

い
て

の
研

究
 

 9
 

レ
セ

プ
ト

作
成

の
品

質
向

上
に

関
す

る
研

究
 

－
医

療
機

関
に

お
け

る
レ

セ
プ

ト
作

成
知

識
の

ル
ー

ル
シ

ス
テ

ム
化

 

1
0
 

音
声

デ
ー

タ
に

対
す

る
電

子
透

か
し

技
術

の
実

装
と

モ
バ

イ
ル

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

一
考

察
 

1
1
 

会
議

・
打

合
せ

活
動

の
生

産
性

評
価

と
管

理
 

－
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
・
ベ

ー
ス

ド
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

試
み

 

1
2 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
の

株
式

売
買

の
た

め
の

モ
デ

ル
に

つ
い

て
 

 
－

過
去

の
デ

ー
タ

か
ら

生
成

さ
れ

た
シ

ナ
リ

オ
集

合
に

よ
る

予
測

 

1
3
 

有
限

ゲ
ー

ム
に

お
け

る
ナ

ッ
シ

ュ
均

衡
の

数
値

的
解

法
 

1
4
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
株

式
掲

示
板

の
投

稿
数

お
よ

び
投

稿
内

容
が

株
式

リ
タ

ー
ン

に
与

え
る

影
響

 

1
5
 

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ン

ニ
ュ

ー
ス

が
ク

レ
ジ

ッ
ト

市
場

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

 

1
6
 

競
争

的
資

金
獲

得
に

お
け

る
研

究
者

の
意

思
決

定
モ

デ
ル

 

1
7
 

営
業

状
況

に
応

じ
た

有
効

な
評

価
制

度
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

 

1
8
 

証
券

分
散

投
資

サ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

1
9
 

ユ
ー

ザ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
行

動
に

基
づ

く
S
N

S
サ

イ
ト

活
性

化
の

要
因

 

2
0 

カ
タ

カ
ナ

外
来

語
の

ブ
ロ

グ
紹

介
と

ア
ク

セ
ス

分
析

 
－

bl
o
g 

に
よ

る
分

析
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

ビ
ジ

ネ
ス

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

か
ら

見
た

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
に

お
け

る
組

織
間

知
識

創
造

 

 
－

液
晶

、
半

導
体

、
自

動
車

の
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

の
比

較
研

究
 

 2
 

開
発

途
上

国
に

お
け

る
情

報
環

境
と

情
報

産
業

振
興

 
－

ベ
ト

ナ
ム

、
ネ

パ
ー

ル
、

バ
ン

グ
ラ

デ
ィ

シ
ュ

の
事

例
か

ら
 

 3
 

地
方

自
治

体
に

お
け

る
行

政
評

価
と

ＩＴ
投

資
評

価
に

つ
い

て
 

－
電

子
調

達
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
運

用
に

関
し

て
 

 4
 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

IC
T

化
の

課
題

の
考

察
 

 5
 

自
治

体
広

聴
制

度
の

C
R

M
と

し
て

の
再

構
築

 

 6
 

オ
ー

プ
ン

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

持
続

的
提

供
に

お
け

る
優

先
度

概
念

の
有

効
性

 

 7
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
に

よ
る

医
療

健
康

情
報

シ
ス

テ
ム

の
研

究
 

 8
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

製
造

業
、

2
0
0
7

年
度

 

 9
 

特
許

の
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
も

と
づ

く
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

に
関

す
る

研
究

 

1
0
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

経
営

戦
略

の
策

定
 

1
1
 

日
本

の
農

産
物

の
サ

プ
ラ

イ
・
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
問

題
を

捉
え

る
視

点
 

－
ト

マ
ト

が
畑

か
ら

食
卓

に
届

く
ま

で
 

1
2 

IT
人

材
に

お
け

る
タ

レ
ン

ト
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

1
3
 

在
宅

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

産
業

モ
デ

ル
 

 
－

都
市

資
源

と
要

素
間

関
係

の
認

識
問

題
 

1
4 

R
id

in
g 

th
e
 B

u
si

n
e
ss

 P
ro

c
e
ss

 O
u
ts

o
u
rc

in
g 

W
av

e
: F

ac
to

rs
 f
o
r 
S
u
c
c
e
ss

fu
l B

P
O

s 
an

d
 t
h
e
 R

o
le

 &
 U

ti
lit

y 
o
f 

In
fo

rm
at

io
n
 S

ys
te

m
s 

in
 B

u
ild

in
g 

&
 M

an
ag

in
g 

a 
C

o
m

p
e
ti
ti
ve

 B
P

O
 m

o
de

l 

1
5
 

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

オ
フ

シ
ョ

ア
リ

ン
グ

開
発

の
現

状
と

課
題

 

1
6 

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

オ
フ

シ
ョ

ア
開

発
 

1
7
 

企
業

の
メ

イ
ン

バ
ン

ク
変

更
に

関
す

る
研

究
 

－
取

引
支

店
と

銀
行

本
部

の
距

離
の

視
点

か
ら

 

1
8
 

リ
ア

ル
・
ウ

ェ
ブ

の
接

続
に

よ
る

顧
客

理
解

の
拡

張
と

サ
ー

ビ
ス

設
計

 

1
9
 

S
N

S
と

仮
想

世
界

の
融

合
に

関
す

る
研

究
 

－
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
中

心
に

 

2
0
 

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
に

よ
る

S
O

A
開

発
の

経
済

性
の

検
証

 

2
1 

信
頼

で
き

安
全

安
心

な
情

報
シ

ス
テ

ム
の

設
計

手
法

に
関

す
る

研
究

（
第

二
報

）
 

2
2 

J
P

A
IS

 A
n
n
u
al

 G
e
n
e
ra

l 
M

e
e
ti
n
g 

2
0
0
9
 

2
3 

今
求

め
ら

れ
る

IT
人

材
育

成
 

－
U

IS
S

と
C

O
B

IT
を

中
心

に
 

2
4 

官
の

情
報

シ
ス

テ
ム

を
め

ぐ
る

現
状

の
諸

問
題

 

2
5
 

地
方

自
治

体
の

コ
ア

・
コ

ン
ピ

タ
ン

ス
と

情
報

シ
ス

テ
ム

 

2
6
 

米
国

に
み

る
「
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

重
視

型
電

子
政

府
」
と

日
本

へ
の

示
唆

 

2
7
 

電
子

政
府

に
お

け
る

B
P

R
と

知
識

連
鎖

に
関

す
る

研
究

 

2
8
 

官
の

登
録

情
報

利
用

に
お

け
る

「
情

報
連

鎖
」
の

改
革

 

2
9 

個
人

識
別

用
ID

番
号

付
与

に
よ

る
情

報
シ

ス
テ

ム
利

用
の

高
度

化
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

産
業

創
成

の
た

め
の

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

型
起

業
の

そ
の

後
・
「
カ

ー
ブ

イ
ン

」
に

つ
い

て
 

 2
 

異
分

野
出

身
者

の
カ

ー
ブ

ア
ウ

ト
型

起
業

に
よ

る
親

企
業

の
組

織
活

性
化

 

 3
 

経
営

に
お

け
る

論
理

的
思

考
 

 4
 

個
人

の
自

律
性

と
協

調
を

ど
う

バ
ラ

ン
ス

す
る

か
 

 5
 

情
報

の
生

理
的

事
象

と
バ

リ
ュ

ー
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
一

考
察

 

 6
 

対
話

に
お

け
る

ス
ト

ー
リ

ー
テ

リ
ン

グ
・
オ

ー
ガ

ニ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

 

 
 

2
0
0
9

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
社

会
の

ス
マ

ー
ト

化
と

IT
ガ

バ
ナ

ン
ス

 

－28－



第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

選
択

行
動

に
お

け
る

「
ネ

ッ
ト

上
の

代
理

他
者

」
の

役
割

 

 2
 

職
場

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
コ

ン
テ

ク
ス

ト
の

パ
タ

ー
ン

に
関

す
る

一
考

察
 

 3
 

知
識

の
バ

ラ
ン

ス
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

暗
黙

化
 

 4
 

S
C

M
の

変
遷

に
見

る
2

つ
の

方
向

性
と

知
識

経
営

の
視

点
に

よ
る

考
察

 

 
－

知
識

経
営

の
視

点
に

よ
る

付
加

価
値

創
造

型
S
C

M
の

考
察

 

 5
 

グ
ラ

ウ
ン

デ
ッ

ド
セ

オ
リ

ー
ア

プ
ロ

ー
チ

を
用

い
た

ネ
ッ

ト
ス

ー
パ

事
業

の
現

状
分

析
 

 6
 

改
善

活
動

継
続

の
た

め
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

分
析

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

構
築

 

 7
 

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

・
レ

ビ
ュ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

形
成

に
関

す
る

実
証

研
究

 

 8
 

オ
ー

プ
ン

・
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
と

し
て

の
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

 

 9
 

中
国

で
の

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
・
ス

ト
ア

に
対

す
る

期
待

 
－

S
N

S
 ア

ン
ケ

ー
ト

を
参

考
に

 

1
0
 

オ
ン

ラ
イ

ン
ダ

イ
エ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

の
比

較
に

よ
る

成
功

要
因

の
分

析
 

1
1
 

携
帯

電
話

に
よ

る
食

の
情

報
提

供
の

可
能

性
と

課
題

 

1
2 

新
し

い
教

育
手

法
導

入
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
け

る
問

題
抽

出
 

－
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

の
考

察
 

1
3
 

学
生

視
点

に
基

づ
く

W
B

T
授

業
コ

ン
テ

ン
ツ

の
評

価
に

関
す

る
一

考
察

 

1
4
 

運
用

方
法

論
の

研
究

に
つ

い
て

 

1
5
 

中
央

研
究

所
の

復
権

 
－

異
分

野
出

身
者

の
カ

ー
ブ

ア
ウ

ト
型

起
業

に
よ

る
親

企
業

の
組

織
活

性
化

２
 

1
6 

S
S
M

-
IA

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

分
析

：
2

つ
の

e
M

P
事

例
 

1
7
 

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ス

テ
ム

の
発

展
過

程
に

お
け

る
「
仕

組
」
が

も
た

ら
す

資
源

蓄
積

 

 
－

松
下

電
器

産
業

の
経

営
革

新
事

例
の

研
究

 

1
8
 

オ
ン

デ
マ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

シ
ス

テ
ム

イ
ン

テ
グ

レ
ー

タ
ー

の
戦

略
 

1
9 

中
小

企
業

に
お

け
る

情
報

シ
ス

テ
ム

の
戦

略
的

活
用

を
促

進
さ

せ
る

要
因

分
析

の
研

究
 

2
0 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

に
お

け
る

工
学

的
技

法
導

入
に

関
す

る
考

察
 

 
－

静
岡

県
下

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

企
業

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
 

2
1
 

構
造

優
位

：
適

応
戦

略
と

集
約

戦
略

の
統

合
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

2
2 

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

間
競

争
の

技
術

「
非

」
決

定
論

 

 
－

Ｐ
Ｆ

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

1
人

勝
ち

（
Ｗ

Ｔ
Ａ

）
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

４
つ

の
逆

転
戦

略
 

2
3
 

価
値

基
準

主
導

に
よ

る
事

業
と

IT
の

戦
略

的
整

合
 

－
製

品
優

位
性

企
業

の
ケ

ー
ス

 

2
4
 

サ
ー

ビ
ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

競
争

優
位

性
の

構
築

 
－

わ
が

国
電

機
メ

ー
カ

ー
の

収
益

向
上

戦
略

の
考

察
 

2
5
 

組
織

文
化

の
変

革
に

対
す

る
物

語
性

の
効

果
 

－
旭

山
動

物
園

の
事

例
か

ら
 

2
6 

競
争

環
境

か
ら

み
た

日
本

の
IT

ベ
ン

ダ
ー

の
特

徴
に

関
す

る
研

究
 

2
7
 

文
学

研
究

活
動

に
着

目
し

た
E
U

C
/
E
U

D
に

関
す

る
考

察
 

2
8
 

共
創

に
お

け
る

生
産

技
術

開
発

の
役

割
に

つ
い

て
の

一
考

察
 

2
9
 

国
立

大
学

法
人

に
お

け
る

IT
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
活

動
事

例
 

3
0
 

官
民

連
携

地
域

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
へ

の
住

民
の

期
待

と
評

価
 

3
1
 

組
織

的
知

識
創

造
の

促
進

要
因

の
理

解
 

－
三

方
向

か
ら

の
人

称
ア

プ
ロ

ー
チ

か
ら

 

3
2 

ナ
レ

ッ
ジ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

シ
ス

テ
ム

方
法

論
に

関
す

る
考

察
 

3
3
 

地
方

自
治

体
で

の
情

報
シ

ス
テ

ム
の

改
革

の
阻

害
要

因
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

間
主

観
的

な
上

流
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
論

 

 2
 

リ
ン

ク
の

性
質

に
着

目
し

た
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

一
考

察
 

 3
 

内
示

情
報

を
用

い
た

生
産

計
画

 

 4
 

生
産

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
基

盤
と

し
た

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
の

提
案

 

 5
 

消
費

者
の

階
層

的
意

思
決

定
法

を
用

い
た

2
企

業
間

の
価

格
性

能
競

争
の

分
析

 

 6
 

ブ
ロ

グ
情

報
を

活
用

し
た

書
籍

の
売

り
上

げ
予

測
手

法
の

提
案

 

 7
 

人
材

育
成

型
人

事
制

度
構

築
を

め
ざ

し
て

 
－

３
階

層
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

・
モ

デ
ル

の
構

築
 

 8
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
主

観
的

評
価

を
考

慮
し

た
階

層
的

提
携

形
成

プ
ロ

セ
ス

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
 

 9
 

カ
ス

タ
マ

ー
主

導
の

相
互

作
用

を
考

慮
し

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
シ

ス
テ

ム
の

分
析

 

1
0
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
開

発
者

の
意

思
決

定
を

支
援

す
る

た
め

の
人

工
社

会
の

構
築

 

1
1
 

学
生

へ
の

進
路

指
導

に
お

け
る

リ
コ

メ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

活
用

 

1
2
 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

の
可

視
化

を
中

心
と

し
た

経
営

情
報

教
育

 

1
3
 

売
れ

る
人

材
を

育
て

る
た

め
の

、
ス

キ
ル

と
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

棚
卸

し
技

法
の

提
案

 

1
4
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
地

域
ブ

ラ
ン

ド
戦

略
の

分
析

 

1
5
 

組
織

学
習

支
援

と
し

て
の

K
n
o
w

-
W

h
o

共
有

を
促

進
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
機

能
の

効
果

分
析

 

 
－

新
潟

県
庁

を
事

例
と

し
て

 

1
6 

モ
デ

リ
ン

グ
言

語
と

し
て

の
 
Z
 言

語
の

位
置

付
け

 

1
7 

円
滑

に
W

e
b

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

行
う

た
め

の
企

業
内

情
報

シ
ス

テ
ム

 
－

変
化

を
続

け
る

顧
客

接
点

 

1
8 

P
M

と
S
E

を
結

合
す

る
新

W
B

S
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

の
方

法
 

 
－

P
M

と
S
E

を
創

造
的

に
か

つ
同

時
に

で
き

る
新

し
い

W
B

S
の

方
法

 

1
9
 

合
意

と
合

意
形

成
の

数
理

モ
デ

ル
 

2
0
 

選
好

の
変

化
を

考
慮

し
た

コ
ン

フ
リ

ク
ト

解
決

の
た

め
の

グ
ラ

フ
モ

デ
ル

 

2
1
 

映
像

デ
ー

タ
に

対
す

る
電

子
透

か
し

技
術

の
実

装
と

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

一
考

察
 

2
2 

IT
人

材
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ア
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
管

理
手

法
に

関
す

る
研

究
 

2
3
 

横
断

的
関

心
事

に
基

づ
く
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

の
要

求
分

析
技

法
 

2
4
 

電
子

自
治

体
の

成
熟

度
モ

デ
ル

の
構

築
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

企
業

の
所

有
と

財
務

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
と

の
関

係
に

関
す

る
研

究
 

 2
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

非
製

造
業

へ
の

拡
張

 

 3
 

我
が

国
に

お
け

る
地

域
観

光
産

業
の

成
功

要
因

に
関

す
る

研
究

 

 4
 

地
域

ク
チ

コ
ミ

サ
イ

ト
「
ハ

コ
レ

コ
」
に

お
け

る
ユ

ー
ザ

分
析

 

 5
 

オ
ン

ラ
イ

ン
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
周

期
的

ト
ピ

ッ
ク

の
抽

出
 

 6
 

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

を
用

い
た

投
資

家
行

動
の

分
析

 
－

バ
ブ

ル
現

象
に

着
目

し
て

 

 7
 

E
R

P
教

材
の

評
価

 
2
0
0
9
 

 8
 

IT
ユ

ー
ザ

ー
組

織
に

求
め

ら
れ

る
人

材
像

と
そ

の
人

材
情

報
管

理
に

関
す

る
考

察
 

 9
 

人
材

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

 

1
0 

地
方

自
治

体
に

お
け

る
作

業
効

率
化

に
関

す
る

業
務

処
理

モ
デ

ル
の

構
築

 

1
1
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

組
織

デ
ザ

イ
ン

 

1
2 

O
S
S

環
境

下
で

の
B

P
M

+
S
O

A
設

計
・
実

装
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

 

1
3
 

要
求

定
義

に
お

け
る

要
求

の
明

確
化

の
為

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
修

正
に

関
す

る
研

究
 

1
4 

価
格

・
生

産
・
投

資
調

整
機

能
を

内
包

し
た

人
工

経
済

シ
ス

テ
ム

の
資

金
循

環
マ

ル
チ

エ
ー

シ
゛
ェ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 

1
5
 

在
宅

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

小
資

本
経

営
 

 
－

産
業

モ
デ

ル
と

都
市

社
会

資
本

 

1
6 

組
織

ト
ッ

プ
の

責
任

と
組

織
員

と
し

て
の

義
務

 
－

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

型
起

業
に

お
け

る
問

題
点

と
解

決
 

1
7 

知
覚

モ
デ

ル
を

利
用

し
た

個
人

情
報

開
示

を
要

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
設

計
に

関
す

る
考

察
 

1
8
 

岩
手

県
立

大
学

に
お

け
る

中
国

人
留

学
生

生
活

支
援

 シ
ス

テ
ム

の
実

現
に

関
す

る
研

究
 

1
9 

シ
ス

テ
ム

の
運

用
環

境
を

考
慮

し
た

L
M

S
の

デ
ザ

イ
ン

 

2
0 

IC
T

に
よ

る
地

域
観

光
資

源
の

発
掘

 
－

歴
史

資
料

活
用

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
K
u
K
u
R

I
を

用
い

て
 

2
1 

経
営

戦
略

へ
の

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
適

合
性

評
価

手
法

の
検

討
 

2
2
 

概
念

帳
票

の
生

成
機

能
に

よ
る

ウ
ェ

ブ
帳

票
サ

ー
ビ

ス
 

2
3
 

中
小

企
業

へ
の

シ
ス

テ
ム

導
入

に
関

す
る

方
法

論
の

提
案

と
実

践
 

－29－



2
4 

R
F
ID

を
利

用
し

た
購

買
前

行
動

の
解

析
 

2
5 

B
P

O
で

の
リ

ス
ク

回
避

 

2
6
 

ベ
ト

ナ
ム

の
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

戦
略

に
関

す
る

一
考

察
 

－
ホ

ー
チ

ミ
ン

に
お

け
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

パ
ー

ク
の

事
例

 

2
7
 

中
小

企
業

変
革

の
方

法
論

に
関

す
る

考
察

 

2
8
 

J
リ

ー
グ

に
お

け
る

高
収

益
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
研

究
 

2
9
 

集
団

意
思

決
定

に
お

け
る

提
携

の
影

響
力

比
較

 

3
0
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
望

ま
し

い
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
構

造
 

3
1
 

情
報

持
ち

出
し

抑
制

要
因

に
関

す
る

共
分

散
構

造
分

析
 

3
2
 

特
許

発
明

に
お

け
る

「
社

会
的

埋
め

込
み

」
の

効
果

 
－

研
究

開
発

組
織

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

分
析

 

3
3 

特
許

デ
ー

タ
と

IP
C

コ
ー

ド
に

も
と

づ
く
研

究
開

発
戦

略
・
ス

テ
ー

タ
ス

に
関

す
る

研
究

 

3
4
 

電
子

政
府

の
サ

ー
ビ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 
－

IT
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

中
心

 
と

し
て

 

3
5
 

新
興

企
業

に
お

け
る

組
織

記
憶

の
最

大
化

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

3
6
 

日
米

両
国

の
B

P
R

へ
の

取
組

比
較

研
究

 

3
7
 

ＩＴ
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
た

め
の

「
見

せ
る

化
」
と

Ｃ
ＩＯ

（
Ｐ

Ｍ
Ｏ

）
人

材
育

成
 

3
8
 

官
の

登
録

情
報

利
用

に
お

け
る

情
報

連
鎖

の
改

革
提

案
 

－
国

民
視

点
で

の
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

に
向

け
て

 

3
9
 

電
子

政
府

に
お

け
る

デ
ー

タ
連

動
の

可
能

性
に

つ
い

て
 

4
0
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
を

用
い

た
官

の
情

報
シ

ス
テ

ム
事

例
記

録
の

分
析

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

一
人

称
視

点
と

シ
ス

テ
ム

分
析

 

 2
 

二
層

型
シ

ス
テ

ム
構

造
に

よ
る

創
造

的
経

営
シ

ス
テ

ム
の

考
察

 

 3
 

共
時

的
設

計
図

と
経

時
的

設
計

図
の

意
義

 
－

設
計

時
に

お
け

る
２

つ
の

重
要

な
思

考
枠

組
み

 

 4
 

学
際

・
融

合
研

究
の

形
成

過
程

の
実

証
的

研
究

 
－

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

・
ベ

ー
ス

ド
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

応
用

的
展

開
 

 
 

2
0
1
0

年
春

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
百

花
斉

放
→

創
新

驚
嘆

 
－

ま
ぜ

る
、

か
え

る
、

お
ど

ろ
く
－

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

改
善

活
動

継
続

の
た

め
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

要
因

に
関

す
る

一
考

察
 

 
－

改
善

活
動

を
長

期
継

続
す

る
A

社
の

実
証

事
例

研
究

を
通

じ
て

 

 2
 

シ
ス

テ
ム

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

コ
ン

フ
リ

ク
ト

の
早

期
顕

在
化

に
関

す
る

研
究

 

 3
 

仕
事

及
び

私
生

活
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
職

場
で

の
知

識
提

供
に

与
え

る
影

響
 

 4
 

女
性

上
級

管
理

職
の

行
動

特
性

に
つ

い
て

の
一

考
察

 

 5
 

タ
イ

製
造

業
に

お
け

る
人

材
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
 

 6
 

ネ
ッ

ト
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

の
嗜

好
性

と
ネ

ッ
ト

C
M

評
価

の
相

関
に

関
す

る
一

考
察

 

 7
 

個
人

の
情

報
発

信
行

動
に

影
響

す
る

要
因

に
つ

い
て

の
考

察
 

 8
 

T
w

it
te

r
に

お
け

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

研
究

 
－

T
w

it
te

r
上

で
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
手

法
分

類
 

 9
 

広
島

に
お

け
る

交
通

系
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

普
及

過
程

 

1
0
 

モ
バ

イ
ル

技
術

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
探

る
 

－
日

米
比

較
 

1
1
 

組
織

的
知

識
創

造
プ

ロ
セ

ス
と

し
て

の
シ

ス
テ

ム
方

法
論

の
諸

問
題

 

1
2
 

組
織

的
知

識
創

造
の

促
進

要
因

と
し

て
の

エ
ー

ト
ス

 

1
3
 

交
通

系
IC

カ
ー

ド
の

採
用

ス
ピ

ー
ド

と
企

業
ブ

ラ
ン

ド
評

価
 

1
4 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

・
ベ

ー
ス

・
ア

プ
ロ

ー
チ

に
お

け
る

モ
デ

ル
の

妥
当

性
に

つ
い

て
 

1
5 

エ
ス

ノ
グ

ラ
フ

ィ
ー

を
用

い
た

自
治

体
ク

ラ
ウ

ド
に

関
す

る
組

織
内

フ
ィ

ー
ル

ド
分

析
 

1
6
 

浜
松

に
お

け
る

光
産

業
の

創
成

 

1
7
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

経
営

戦
略

プ
ロ

グ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

1
8
 

エ
ン

タ
プ

ラ
イ

ズ
系

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

産
業

の
構

造
と

課
題

 
－

日
米

比
較

の
試

み
 

1
9
 

お
客

様
相

談
室

の
価

値
創

造
 

－
米

菓
企

業
の

ケ
ー

ス
・
ス

タ
デ

ィ
 

2
0 

実
務

で
活

か
す

ス
モ

ー
ル

ワ
ー

ル
ド

論
 

2
1
 

社
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ブ

リ
ッ

ジ
パ

ー
ソ

ン
 

2
2
 

東
京

下
町

活
性

化
に

お
け

る
絆

創
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

 

2
3 

ス
ト

ー
リ

ー
テ

リ
ン

グ
と

組
織

の
リ

ア
リ

テ
ィ

 

2
4
 

わ
が

国
に

お
け

る
ビ

ジ
ネ

ス
ア

ナ
リ

シ
ス

の
可

能
性

に
つ

い
て

 

 
－

シ
ス

テ
ム

開
発

の
主

役
は

ビ
ジ

ネ
ス

部
門

か
IT

部
門

か
 

2
5
 

組
織

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

研
究

の
素

描
 

－
挑

戦
と

可
能

性
 

2
6
 

組
織

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

と
組

織
文

化
 

2
7
 

新
マ

テ
リ

ア
ル

「
ポ

リ
シ

リ
カ

鉄
」
の

水
道

市
場

へ
の

受
容

過
程

に
お

け
る

「
語

り
」
に

関
す

る
一

考
察

 

2
8 

生
産

組
織

に
お

け
る

情
報

コ
ス

ト
と

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

分
析

 

 
－

ト
ヨ

タ
生

産
方

式
に

お
け

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
効

率
性

を
中

心
に

 

2
9 

メ
デ

ィ
ア

の
デ

ィ
ス

コ
ー

ス
：
情

報
シ

ス
テ

ム
構

築
に

み
る

マ
イ

ン
ド

セ
ッ

ト
・
ベ

ー
ス

ド
・
ビ

ュ
ー

の
兆

し
 

3
0
 

IT
と

企
業

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
 

－
文

献
レ

ビ
ュ

ー
を

通
じ

た
R

B
V

ア
プ

ロ
ー

チ
の

限
界

と
今

後
の

研
究

課
題

に
つ

い
て

 

3
1
 

市
場

特
徴

に
適

合
し

た
製

品
開

発
コ

ン
セ

プ
ト

の
構

築
 

－
近

年
の

エ
コ

製
品

市
場

を
対

象
と

し
て

 

3
2 

ア
ク

シ
ョ

ン
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

育
成

 

3
3 

学
校

教
育

に
お

け
る

ＩＴ
の

価
値

と
課

題
 

 
－

情
報

の
質

の
違

い
が

も
た

ら
す

学
校

教
育

に
お

け
る

ＩＴ
の

顧
客

不
適

合
に

つ
い

て
 

3
4
 

地
方

自
治

体
の

情
報

シ
ス

テ
ム

の
コ

ア
・
コ

ン
ピ

タ
ン

ス
の

課
題

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
間

の
要

求
競

合
調

整
の

た
め

の
合

意
形

成
を

考
慮

に
入

れ
た

モ
デ

ル
検

査
 

 2
 

電
子

回
路

製
造

業
に

お
け

る
オ

ー
プ

ン
化

す
る

製
品

開
発

プ
ロ

セ
ス

の
特

徴
 

 3
 

知
的

生
産

性
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 
－

会
議

・
打

合
せ

の
活

動
実

測
と

評
価

 

 4
 

V
aR

最
小

化
モ

デ
ル

の
解

析
方

法
に

つ
い

て
 

 5
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
株

式
掲

示
板

は
株

式
リ

タ
ー

ン
と

関
係

し
て

い
る

か
？

 

 6
 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
に

よ
る

年
金

負
債

を
考

慮
し

た
資

産
運

用
の

学
習

 

 7
 

公
開

情
報

に
基

づ
い

た
不

動
産

取
引

に
お

け
る

意
思

決
定

モ
デ

ル
の

開
発

 

 
－

不
動

産
キ

ャ
ッ

プ
・
レ

ー
ト

の
ス

プ
レ

ッ
ド

の
計

測
 

 8
 

組
織

に
お

け
る

提
携

の
交

渉
力

比
較

方
法

 

 9
 

B
lo

c
ka

bi
lit

y 
In

d
e
x

に
よ

る
株

主
総

会
の

提
携

影
響

力
分

析
 

1
0 

A
C

O
を

用
い

た
T
V

C
M

に
お

け
る

収
益

管
理

の
最

適
化

に
つ

い
て

 

1
1 

フ
ァ

ン
ダ

メ
ン

タ
ル

情
報

に
基

づ
く
株

式
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
の

有
効

性
に

つ
い

て
 

1
2
 

モ
バ

イ
ル

バ
リ

ュ
ー

の
交

換
提

携
に

関
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
分

析
 

1
3 

概
念

帳
票

に
お

け
る

V
ie

w
構

造
の

行
列

表
現

と
そ

の
応

用
 

1
4
 

内
発

的
観

光
開

発
を

支
援

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

K
u
K
u
R

Iの
提

案
 

1
5 

B
P

O
リ

ス
ク

に
対

す
る

リ
ス

ク
回

避
モ

デ
ル

 

1
6
 

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

の
新

し
い

数
理

モ
デ

ル
と

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

の
新

し
い

評
価

枠
組

み
の

提
案

 

1
7 

X
M

L
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
よ

る
e

コ
ン

テ
ン

ツ
の

生
成

 

1
8
 

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
担

体
に

対
す

る
電

子
透

か
し

技
術

を
利

用
し

た
流

通
管

理
に

関
す

る
一

考
察

 

1
9
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

と
ラ

ン
キ

ン
グ

診
断

の
試

行
に

つ
い

て
 

2
0
 

感
性

情
報

に
よ

る
価

値
の

創
造

と
広

が
り

 
－

モ
デ

ル
化

と
日

本
酒

販
売

実
験

に
お

け
る

７
年

間
の

経
過

観
察

か
ら

 

2
1 

学
習

デ
ー

タ
か

ら
見

る
組

織
と

し
て

の
L
M

S
活

用
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

情
報

産
業

の
サ

ー
ビ

ス
化

過
程

に
関

す
る

一
考

察
 

 2
 

「
関

西
ＩＴ

百
撰

」
優

秀
企

業
の

経
営

力
分

析
 

 3
 

持
続

的
競

争
優

位
を

支
え

る
「
戦

略
的

Ｐ
Ｍ

Ｏ
（
プ

ロ
グ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
オ

フ
ィ

ス
）
」
 

－30－



 4
 

協
調

的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

と
知

的
財

産
制

度
の

問
題

 

 5
 

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

と
日

本
の

IT
産

業
お

よ
び

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

企
業

の
比

較
 

 6
 

技
術

発
散

と
タ

ー
ン

キ
ー

・
シ

ス
テ

ム
 

－
太

陽
電

池
産

業
へ

の
参

入
戦

略
 

 7
 

企
業

の
所

有
構

造
が

留
保

利
益

の
増

加
に

与
え

る
影

響
に

関
す

る
実

証
研

究
 

 8
 

経
営

者
の

景
況

感
と

実
体

経
済

と
の

関
係

に
関

す
る

研
究

 
－

倒
産

予
知

モ
デ

ル
に

よ
る

実
証

分
析

 

 9
 

運
用

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
モ

デ
リ

ン
グ

 

1
0 

在
宅

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

小
資

本
起

業
 

－
産

業
モ

デ
ル

と
人

的
資

源
 

1
1
 

組
織

内
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
／

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
・
リ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

考
慮

し
た

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

一
考

察
 

1
2 

携
帯

電
話

業
界

に
お

け
る

Ｒ
＆

Ｄ
活

動
の

傾
向

と
、

企
業

業
績

と
の

関
連

性
に

関
す

る
分

析
 

1
3
 

新
興

市
場

上
場

企
業

の
設

備
投

資
動

向
 

1
4 

A
P

R
(=

A
n
n
u
al

 P
e
rc

e
n
ta

ge
 R

at
e
)の

概
念

に
つ

い
て

 
－

金
融

商
品

の
利

率
表

示
の

標
準

化
 

1
5
 

芥
川

賞
・
直

木
賞

が
受

賞
作

品
の

売
上

と
B

lo
g 

上
に

与
え

る
影

響
に

関
す

る
研

究
 

1
6 

低
炭

素
社

会
を

め
ざ

し
た

ス
マ

ー
ト

グ
リ

ッ
ド

社
会

成
熟

度
モ

デ
ル

 

1
7
 

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

の
モ

ー
ド

の
特

徴
に

つ
い

て
 

1
8
 

信
頼

で
き

安
全

安
心

な
情

報
シ

ス
テ

ム
の

設
計

手
法

に
関

す
る

研
究

（
第

三
報

）
 

1
9
 

日
本

の
地

方
圏

に
お

け
る

流
通

チ
ャ

ネ
ル

に
よ

る
食

品
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
の

比
較

 

2
0
 

技
術

サ
ー

ビ
ス

支
援

ソ
フ

ト
の

業
務

適
合

性
測

定
 

2
1
 

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
成

熟
度

ス
テ

ー
ジ

の
日

本
企

業
へ

の
適

合
評

価
 

2
2 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

製
造

企
業

の
収

益
構

造
 

2
3 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

製
品

の
パ

ラ
レ

ル
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
市

場
固

有
の

競
争

戦
略

 

 
－

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
ャ

ー
戦

略
の

成
功

メ
カ

ニ
ズ

ム
か

ら
の

検
討

 

2
4
 

自
治

体
C

R
M

構
築

の
可

能
性

と
問

題
点

 

2
5
 

地
域

情
報

化
に

果
た

す
官

民
連

携
地

域
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
可

能
性

と
課

題
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

シ
ス

テ
ム

分
析

、
現

象
学

、
そ

し
て

活
動

理
論

 

 2
 

Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｉモ

デ
ル

の
内

面
化

フ
ェ

ー
ズ

に
お

け
る

意
思

決
定

支
援

シ
ス

テ
ム

（
Ｄ

Ｓ
Ｓ

）
の

可
能

性
に

つ
い

て
 

 3
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
階

層
と

そ
の

射
程

 

 4
 

戦
略

の
形

成
と

実
行

に
対

す
る

一
考

察
 

－
楽

し
さ

を
主

題
と

し
て

 

 5
 

組
織

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

と
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
 

 6
 

価
値

基
準

主
導

に
よ

る
事

業
と

IT
の

戦
略

的
整

合
 

－
顧

客
親

密
性

企
業

の
ケ

ー
ス

 

 
 

2
0
1
0

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
感

動
す

る
経

営
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

金
融

機
関

の
グ

ロ
ー

バ
ル

戦
略

と
シ

ス
テ

ム
障

害
 

 2
 

製
品

コ
ン

セ
プ

ト
の

変
動

に
関

す
る

一
考

察
 

－
カ

シ
オ

計
算

機
の

事
例

分
析

 

 3
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

ク
ロ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
製

品
に

お
け

る
競

生
の

考
察

 

 
－

複
合

製
品

階
層

内
で

存
続

す
る

戦
略

上
の

４
要

点
 

 4
 

外
食

店
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

に
関

す
る

研
究

 
－

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
を

中
心

と
し

て
 

 5
 

商
店

街
再

生
と

地
域

の
つ

な
が

り
 

 6
 

経
営

陣
の

IT
シ

ス
テ

ム
満

足
度

を
高

め
る

要
因

の
分

析
 

 7
 

情
報

シ
ス

テ
ム

発
展

史
か

ら
見

え
て

く
る

IT
経

営
の

要
件

 

 8
 

知
的

生
産

性
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

：
会

議
・
打

合
せ

の
実

測
・
評

価
モ

デ
ル

の
検

討
 

 9
 

知
識

の
表

出
化

・
連

結
化

プ
ロ

セ
ス

と
知

識
活

用
の

関
係

に
つ

い
て

 
－

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
題

材
に

 

1
0
 

‘
E
th

o
s’

モ
デ

ル
 

－
知

識
創

造
の

促
進

要
因

の
理

解
に

関
す

る
基

礎
づ

け
 

1
1
 

経
営

情
報

学
研

究
方

法
論

 

1
2 

中
小

企
業

間
連

携
に

お
け

る
成

功
要

因
分

析
 

1
3
 

日
本

の
S
N

S
各

社
の

発
展

経
路

に
関

す
る

事
例

研
究

：
経

営
層

の
意

図
，

相
互

作
用

の
連

鎖
 

1
4
 

モ
バ

イ
ル

と
P

C
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
受

容
要

因
比

較
 

1
5 

オ
ン

ラ
イ

ン
・
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
行

動
の

予
測

要
因

と
し

て
の

消
費

者
の

信
頼

能
力

に
関

す
る

調
査

研
究

 

1
6 

文
献

事
例

研
究

に
よ

る
改

善
活

動
継

続
の

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
要

因
に

関
す

る
一

考
察

 

 
－

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
求

め
ら

れ
る

３
つ

の
役

割
 

1
7
 

生
活

者
の

対
面

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

生
成

さ
れ

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ス

に
つ

い
て

の
一

考
察

 

1
8
 

感
性

J
-
P

O
P

ヒ
ッ

ト
要

因
分

析
 

1
9
 

組
織

内
の

常
識

 
－

マ
ー

ヴ
ィ

ン
・
ミ

ン
ス

キ
ー

博
士

の
常

識
論

か
ら

の
考

察
 

2
0
 

大
学

教
育

の
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

化
へ

の
動

画
配

信
の

活
用

 

2
1
 

失
敗

に
学

ぶ
環

境
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

 

2
2 

共
感

の
モ

デ
リ

ン
グ

と
そ

の
価

値
の

考
察

 

2
3
 

ブ
リ

ッ
ジ

パ
ー

ソ
ン

育
成

事
業

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
 

2
4
 

工
業

高
校

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
キ

ャ
ピ

タ
ル

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

社
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

た
ク

ロ
ス

・
フ

ァ
ン

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
チ

ー
ム

形
成

 

 2
 

D
E
A

に
よ

る
生

産
効

率
と

環
境

効
率

の
統

合
的

評
価

 

 3
 

企
業

の
C

S
R

活
動

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

数
理

モ
デ

ル
分

析
 

 4
 

相
互

行
為

モ
デ

ル
に

よ
る

現
場

力
の

説
明

 

 5
 

知
識

創
造

経
営

を
支

援
す

る
活

動
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

構
想

 

 6
 

シ
ス

テ
ム

再
構

築
に

お
け

る
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

現
行

機
能

の
保

証
に

関
す

る
一

考
察

 

 7
 

誤
り

訂
正

符
号

を
用

い
た

直
積

フ
ァ

イ
ル

の
デ

ィ
ス

ク
配

置
 

 8
 

摘
出

済
み

欠
陥

を
考

慮
し

た
レ

イ
リ

ー
モ

デ
ル

に
基

づ
く
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
欠

陥
予

測
手

法
 

 9
 

日
射

量
予

測
に

基
づ

く
マ

イ
ク

ロ
グ

リ
ッ

ド
運

用
モ

デ
ル

 

1
0
 

事
後

確
率

最
大

判
別

法
に

基
づ

く
R

V
M

多
値

文
書

分
類

手
法

の
提

案
 

1
1
 

モ
デ

ル
理

論
に

よ
る

デ
ー

タ
処

理
シ

ス
テ

ム
の

設
計

 

1
2
 

Z
 
言

語
を

用
い

た
デ

ー
タ

処
理

シ
ス

テ
ム

の
実

装
 

1
3
 

企
業

・
消

費
者

間
に

お
け

る
双

方
向

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

究
 

1
4
 

中
小

企
業

の
環

境
経

営
を

推
進

す
る

制
度

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
モ

デ
リ

ン
グ

 

1
5
 

保
護

者
に

よ
る

幼
児

・
初

等
教

育
施

設
に

対
す

る
支

援
活

動
の

運
営

支
援

モ
デ

ル
 

 
－

私
立

幼
稚

園
の

事
例

を
基

礎
と

し
た

基
本

構
成

の
設

計
 

1
6 

概
念

帳
票

エ
ン

ジ
ン

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
 

1
7 

連
続

変
数

に
対

応
し

た
決

定
木

モ
デ

ル
に

お
け

る
ベ

イ
ズ

最
適

な
予

測
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
 

1
8
 

最
大

被
覆

問
題

に
基

づ
く
ユ

ー
ザ

レ
ビ

ュ
ー

集
約

手
法

に
関

す
る

一
考

察
 

1
9
 

有
価

証
券

報
告

書
を

対
象

と
し

た
企

業
の

経
営

課
題

と
対

策
の

抽
出

方
法

 

2
0
 

経
験

分
布

を
用

い
た

保
守

部
品

の
生

涯
需

要
予

測
 

2
1 

社
会

科
学

系
学

部
に

お
け

る
情

報
教

育
と

IC
T

人
材

育
成

に
つ

い
て

 

2
2 

ビ
ジ

ョ
ン

提
案

型
デ

ザ
イ

ン
手

法
を

用
い

た
サ

ー
ビ

ス
企

画
の

実
践

 

2
3
 

ゲ
ー

ミ
ン

グ
を

用
い

た
リ

ー
ド

ユ
ー

ザ
ー

探
索

に
関

す
る

仮
説

検
証

 

 
－

ニ
ー

ズ
・
解

決
情

報
の

伝
播

に
焦

点
を

当
て

て
 

2
4
 

社
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

理
論

に
基

づ
く
集

団
意

思
決

定
状

況
の

表
現

と
分

析
 

2
5
 

交
渉

力
に

基
づ

く
資

源
配

分
結

果
の

比
較

方
法

 

2
6
 

読
み

解
く
た

め
の

マ
ン

ガ
教

材
設

計
 

－
描

画
に

よ
る

実
践

教
育

ケ
ー

ス
の

制
作

手
法

 

2
7 

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

に
お

い
て

E
D

C
P

 (
E
ve

ry
D

ay
 C

o
n
ve

n
ie

n
t 

P
ri
c
e
) 

に
含

意
さ

れ
る

経
済

合
理

性
 

2
8 

P
ar

ti
c
le

 S
w

ar
m

 O
pt

im
iz

at
io

n
の

改
良

 
－

探
索

時
期

を
考

慮
し

た
パ

ラ
メ

ー
タ

調
整

と
R

be
st

 M
o
de

lの
提

案
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2
9
 

社
会

的
影

響
力

の
大

き
な

規
範

の
普

及
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
数

理
解

析
 

3
0 

地
域

情
報

化
計

画
立

案
の

た
め

の
住

民
ニ

ー
ズ

表
出

に
関

す
る

研
究

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

フ
ァ

ミ
リ

ー
レ

ス
ト

ラ
ン

市
場

の
変

化
と

経
営

的
視

座
に

関
す

る
研

究
 

 2
 

労
使

の
双

方
向

に
よ

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

と
働

き
が

い
の

あ
る

企
業

に
関

す
る

研
究

 

 3
 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
を

用
い

た
経

営
戦

略
の

分
析

 

 4
 

企
業

に
お

け
る

経
営

理
念

と
企

業
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

と
の

関
係

 

 5
 

太
陽

電
池

産
業

の
タ

ー
ン

キ
ー

・
シ

ス
テ

ム
と

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
 

－
単

モ
ジ

ュ
ー

ル
産

業
に

お
け

る
競

争
戦

略
 

 6
 

遂
行

理
論

を
用

い
た

賃
金

決
定

シ
ス

テ
ム

の
分

析
 

－
ホ

ワ
イ

ト
カ

ラ
ー

エ
グ

ゼ
ン

プ
シ

ョ
ン

を
例

と
し

て
 

 7
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
お

け
る

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

 8
 

IT
組

織
に

お
け

る
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

 
－

多
様

化
の

進
む

職
場

に
お

い
て

ス
キ

ル
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

活
用

し
た

新
し

い
人

材
管

理
の

あ
り

方
 

 9
 

持
続

可
能

な
情

報
シ

ス
テ

ム
へ

の
デ

ザ
イ

ン
ア

プ
ロ

ー
チ

 

1
0 

M
o
bi

le
 P

ay
m

e
n
t 

In
du

st
ry

 
－

T
o
w

ar
d 

a 
C

o
m

pr
e
h
e
n
si

ve
 R

e
se

ar
c
h
 M

o
d
e
l 

1
1
 

中
国

オ
フ

シ
ョ

ア
開

発
の

成
功

要
因

の
分

析
 

1
2
 

オ
タ

ク
文

化
の

経
済

価
値

に
関

す
る

経
営

学
的

考
察

 

1
3
 

在
宅

ケ
ア

と
小

施
設

ケ
ア

の
資

本
主

義
 

－
産

業
モ

デ
ル

と
域

内
資

本
 

1
4
 

成
熟

市
場

に
お

け
る

持
続

可
能

経
営

の
た

め
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

モ
デ

リ
ン

グ
 

 
－

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
の

定
量

モ
デ

ル
に

よ
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
の

解
消

 

1
5
 

不
良

債
権

累
積

の
要

因
解

明
に

関
す

る
研

究
 

1
6 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

非
製

造
業

の
生

産
性

 

1
7 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

製
品

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

軌
跡

 

1
8
 

企
業

・
消

費
者

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
変

遷
に

つ
い

て
 

1
9
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
位

置
情

報
の

利
用

可
能

性
に

関
す

る
基

礎
的

調
査

 

2
0
 

グ
ロ

ー
バ

ル
IT

人
材

育
成

の
視

点
か

ら
見

た
タ

レ
ン

ト
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
考

察
 

2
1 

開
発

途
上

国
に

お
け

る
情

報
関

連
企

業
と

の
協

働
環

境
 

－
ベ

ト
ナ

ム
、

ネ
パ

ー
ル

、
イ

ン
ド

の
事

例
か

ら
 

2
2
 

電
子

政
府

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

関
す

る
マ

ク
ロ

モ
デ

ル
 

2
3
 

V
O

D
と

番
組

レ
ビ

ュ
ー

S
N

S
を

組
み

合
わ

せ
た

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

視
聴

行
動

の
変

化
 

2
4 

マ
ン

ガ
教

材
を

使
っ

た
研

修
設

計
 

－
問

の
連

鎖
に

よ
る

深
い

理
解

 

2
5 

P
S

I特
徴

マ
ッ

プ
に

よ
る

問
題

在
庫

の
絞

込
み

と
在

庫
管

理
 

2
6 

S
C

M
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
考

察
 

2
7
 

企
業

、
消

費
者

、
銀

行
で

構
成

さ
れ

る
人

工
経

済
社

会
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
G

D
P

及

び
景

気
循

環
要

因
の

解
析

 

2
8
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
共

用
空

間
に

お
け

る
避

難
行

動
分

析
 

2
9
 

ケ
ー

タ
イ

無
料

ゲ
ー

ム
の

心
理

的
誘

因
と

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

解
明

 

3
0
 

日
本

と
ウ

ズ
ベ

キ
ス

タ
ン

の
中

小
企

業
で

IT
の

利
用

 

3
1
 

電
子

化
社

会
で

の
個

人
識

別
と

本
人

確
認

に
お

け
る

政
府

の
役

割
 

3
2
 

電
子

政
府

進
捗

の
阻

害
要

因
 

3
3 

議
会

基
本

条
例

に
見

る
地

方
議

会
が

求
め

る
自

治
体

経
営

情
報

 

3
4
 

経
営

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
組

み
創

り
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

革
新

的
な

市
場

に
お

け
る

効
果

的
な

製
品

戦
略

に
関

す
る

研
究

 

 2
 

知
的

技
術

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
限

界
と

新
技

術
経

営
に

関
す

る
研

究
 

 3
 

組
織

的
知

識
創

造
プ

ロ
セ

ス
の

理
念

型
と

ソ
フ

ト
シ

ス
テ

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

考
察

 

 4
 

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
に

基
づ

く
e
-
le

ar
n
in

g
授

業
評

価
モ

デ
ル

の
検

討
 

 
 

2
0
1
1

年
春

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
日

本
の

情
報

シ
ス

テ
ム

の
未

来
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

IT
サ

ー
ビ

ス
の

カ
ス

タ
マ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

と
ス

ケ
ー

ラ
ビ

リ
テ

ィ
を

同
時

追
求

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ス

テ
ム

 

 
－

セ
ー

ル
ス

フ
ォ

ー
ス

・
ド

ッ
ト

コ
ム

「
F
o
rc

e
.c

o
m

」
の

事
例

 

 2
 

O
S
S

開
発

企
業

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

 

 3
 

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

企
業

の
多

様
性

と
親

企
業

の
活

性
化

 

 4
 

新
規

事
業

を
立

ち
上

げ
る

時
の

情
報

と
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

 5
 

戸
籍

・
住

基
業

務
シ

ス
テ

ム
の

運
用

実
態

調
査

 

 6
 

“
モ

ジ
ュ

ラ
リ

テ
ィ

の
罠

”
に

着
目

し
た

日
本

電
産

の
成

功
要

因
分

析
 

－
H

D
D

用
モ

ー
タ

事
業

の
事

例
研

究
 

 7
 

総
合

的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
に

よ
る

創
造

的
も

の
づ

く
り

 

 8
 

大
田

区
、

横
浜

両
地

域
に

み
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

兆
し

 

 9
 

経
営

情
報

の
領

域
と

し
て

の
サ

ー
ビ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

研
究

の
基

本
問

題
 

1
0
 

職
員

育
成

コ
ス

ト
の

可
視

化
へ

向
け

た
一

試
論

 

1
1 

地
方

議
会

が
求

め
る

自
治

体
経

営
情

報
 

1
2 

登
山

客
の

た
め

の
モ

バ
イ

ル
型

登
山

用
ロ

グ
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 
－

超
上

流
工

程
か

ら
の

検
討

 

1
3
 

知
識

獲
得

場
面

に
お

け
る

知
識

の
特

性
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
キ

ャ
ピ

タ
ル

の
特

性
と

の
関

係
 

1
4
 

ダ
イ

バ
シ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

取
り

込
ん

だ
新

し
い

人
材

管
理

に
関

す
る

実
務

的
検

討
 

 
－

「
人

材
育

成
」
「
人

事
評

価
」
「
健

康
管

理
」
三

位
一

体
の

人
材

管
理

 

1
5 

地
方

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

企
業

の
生

産
性

管
理

 
－

開
発

管
理

へ
の

技
法

適
用

の
視

点
か

ら
 

1
6
 

日
本

の
飲

食
業

に
お

け
る

フ
ラ

ッ
シ

ュ
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
有

効
性

 

1
7 

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
口

コ
ミ

に
関

す
る

分
析

 

1
8
 

競
争

優
位

企
業

に
お

け
る

戦
略

タ
イ

プ
と

IT
イ

ン
フ

ラ
サ

ー
ビ

ス
整

備
動

向
に

関
す

る
考

察
 

1
9
 

ネ
ッ

ト
時

代
の

企
業

変
革

の
展

開
 

－
企

業
変

革
は

戦
略

的
意

図
「
情

報
活

用
」
「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
「
組

織
能

力
」
 

2
0
 

大
型

ス
ー

パ
ー

の
顧

客
窓

口
に

お
け

る
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

事
例

の
分

析
 

2
1 

保
守

の
傾

向
に

基
づ

く
企

業
情

報
シ

ス
テ

ム
の

特
性

に
関

す
る

考
察

 

2
2
 

食
品

安
全

と
食

品
防

御
 

－
食

品
メ

ー
カ

ー
X

社
の

中
国

で
の

取
り

組
み

よ
り

 

2
3
 

各
種

モ
バ

イ
ル

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
の

有
効

性
お

よ
び

導
入

効
果

に
影

響
を

与
え

る
要

因
に

関
す

る
一

考
察

 

2
4 

ソ
ー

シ
ャ

ル
ゲ

ー
ム

の
ア

ナ
ロ

グ
的

特
性

と
デ

ジ
タ

ル
的

特
性

 
－

T
C

G
、

ビ
デ

オ
ゲ

ー
ム

、
ガ

ラ
ケ

ー
向

け
ソ

ー
シ

ャ

ル
ゲ

ー
ム

の
比

較
事

例
分

析
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

ク
ラ

ウ
ド

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

の
特

徴
と

そ
の

影
響

 
－

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
の

S
aa

S
事

例
 

 2
 

小
売

業
会

員
カ

ー
ド

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

商
圏

分
析

に
基

づ
く
売

上
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
手

法
の

提
案

 

 3
 

頻
出

エ
ピ

ソ
ー

ド
マ

イ
ニ

ン
グ

を
用

い
た

シ
ス

テ
ム

活
用

状
況

の
把

握
 

 4
 

ID
-
P

O
S

の
購

買
履

歴
情

報
に

基
づ

く
購

買
人

格
の

抽
出

と
分

析
 

 5
 

P
B

L
を

用
い

た
実

践
的

な
IT

技
術

者
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

 6
 

知
的

生
産

性
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

：
会

議
・
打

合
せ

の
実

測
・
評

価
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
検

討
 

 7
 

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

を
用

い
た

行
動

タ
イ

プ
の

多
様

性
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
研

究
 

 8
 

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
の

選
好

を
考

慮
に

入
れ

た
ゴ

ー
ル

選
択

手
法

 

 9
 

ニ
ュ

ー
カ

ム
の

バ
ラ

ン
ス

概
念

を
用

い
た

社
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
分

析
 

1
0
 

「
現

状
」
の

認
識

に
基

づ
い

た
意

志
決

定
モ

デ
ル

の
提

案
 

1
1 

顧
客

生
涯

価
値

算
出

方
法

に
関

す
る

研
究

の
調

査
 

1
2 

日
系

百
貨

店
の

ア
ジ

ア
進

出
に

関
す

る
考

察
 

－
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

事
例

を
中

心
に

 

1
3 

デ
ー

タ
の

段
階

的
詳

細
化

に
よ

る
形

式
仕

様
の

作
成

事
例

 

1
4
 

携
帯

端
末

を
用

い
た

ロ
ー

カ
ル

プ
レ

イ
ス

メ
デ

ィ
ア

シ
ス

テ
ム

の
開

発
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第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

「
B

S
C

に
よ

る
IT

投
資

評
価

」
の

評
価

 

 2
 

IT
投

資
を

最
大

限
に

引
き

出
す

組
織

行
動

と
行

動
原

理
 

 
－

ど
の

よ
う

な
局

面
で

IT
投

資
効

果
は

最
大

限
に

引
き

出
さ

れ
る

の
か

 

 3
 

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
パ

ラ
ダ

イ
ム

シ
フ

ト
に

関
す

る
考

察
 

 4
 

ク
ラ

ウ
ド

導
入

の
判

断
 

 5
 

在
宅

ケ
ア

企
業

の
自

生
的

市
場

秩
序

 
－

横
浜

市
現

況
の

市
場

構
造

に
つ

い
て

 

 6
 

電
子

政
府

の
阻

害
要

因
 

－
人

材
に

注
目

し
て

 

 7
 

自
治

体
の

外
国

人
向

け
観

光
紹

介
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
現

状
と

課
題

 

 8
 

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
戦

略
に

関
す

る
一

考
察

 

 
－

ホ
ー

チ
ミ

ン
に

お
け

る
タ

ン
ト

ゥ
ア

ン
輸

出
加

工
区

の
事

例
 

 9
 

ＩＴ
活

用
見

直
し

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
 

 
－

過
剰

な
カ

ス
タ

ム
ソ

フ
ト

利
用

か
ら

の
脱

皮
に

よ
る

新
パ

ラ
ダ

イ
ム

へ
の

展
開

 

1
0
 

ラ
デ

ィ
カ

ル
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
生

む
メ

カ
ニ

ズ
ム

 
－

市
場

と
技

術
的

知
識

の
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

 

1
1
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
サ

ー
ビ

ス
は

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

で
き

る
か

？
 

 
－

経
営

情
報

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
の

新
し

い
波

 

1
2
 

ス
マ

ー
ト

グ
リ

ッ
ド

社
会

成
熟

度
モ

デ
ル

と
課

題
整

理
 

1
3
 

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
表

現
方

式
に

つ
い

て
の

研
究

 

1
4
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

商
業

の
生

産
性

 

1
5 

定
量

的
IT

経
営

・
管

理
の

実
装

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
関

す
る

研
究

 

1
6 

パ
ー

ソ
ナ

ル
情

報
機

器
に

お
け

る
互

換
性

パ
ラ

ダ
イ

ム
 

1
7
 

地
方

自
治

体
の

情
報

シ
ス

テ
ム

コ
ア

コ
ン

ピ
タ

ン
ス

に
よ

る
地

域
情

報
化

 

1
8 

利
用

シ
ー

ン
、

分
析

シ
ナ

リ
オ

に
基

づ
く

D
W

H
/
B

Iシ
ス

テ
ム

開
発

方
法

論
の

検
討

 

1
9
 

ド
イ

ツ
の

自
動

車
部

品
取

引
に

お
け

る
ク

ラ
ウ

ド
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
研

究
 

2
0
 

決
済

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

構
造

化
と

国
際

標
準

化
に

よ
る

企
業

の
資

金
管

理
の

グ
ロ

ー
バ

ル
統

合
 

2
1 

メ
タ

バ
ー

ス
に

お
け

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

と
そ

の
効

果
に

関
す

る
考

察
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

変
わ

る
IT

投
資

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 2
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

都
市

計
画

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 3
 

IT
革

命
、

ド
ラ

ッ
カ

ー
の

予
言

 
－

自
動

化
と

省
力

、
標

準
化

の
幻

想
か

ら
抜

け
出

せ
 

 4
 

組
織

的
知

識
創

造
の

視
点

か
ら

の
ソ

フ
ト

シ
ス

テ
ム

方
法

論
に

関
す

る
考

察
 

 5
 

一
人

称
シ

ス
テ

ム
分

析
に

お
け

る
現

象
学

と
活

動
理

論
 

 6
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
＝

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
・
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
研

究
の

貢
献

と
課

題
 

 
－

「
問

題
＝

解
決

図
式

の
公

式
化

」
概

念
を

手
が

か
り

に
 

 7
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
「
柔

ら
か

さ
」
に

関
す

る
研

究
 

－
組

織
に

と
っ

て
決

し
て

柔
ら

か
く
は

な
か

っ
た

情
報

シ
ス

テ
ム

 

 8
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

要
件

定
義

に
お

け
る

新
た

な
視

点
 

 
 

2
0
1
1

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
結

（
ゆ

い
）
－

情
報

の
果

た
す

役
割

－
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

互
換

性
パ

ラ
ダ

イ
ム

の
変

遷
の

歴
史

 

 2
 

オ
フ

シ
ョ

ア
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
と

情
報

シ
ス

テ
ム

部
門

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
 

 3
 

震
災

復
興

に
み

る
不

特
定

多
数

の
協

働
を

支
援

す
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
設

計
 

 4
 

基
幹

業
務

系
シ

ス
テ

ム
の

実
現

方
式

の
変

遷
に

関
す

る
一

考
察

 
－

自
社

開
発

か
ら

E
R

P
パ

ッ
ケ

ー
ジ

活
用

へ
 

 5
 

学
内

情
報

シ
ス

テ
ム

更
改

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

功
要

因
 

 

 6
 

競
争

優
位

と
IT

メ
タ

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ
 

 
－

セ
ブ

ン
-
イ

レ
ブ

ン
を

通
じ

た
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
の

組
織

能
力

に
関

す
る

検
討

 

 7
 

ソ
ニ

ー
と

ア
ッ

プ
ル

の
明

暗
を

分
け

た
物

作
り

戦
略

 

 8
 

高
信

頼
性

組
織

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
か

ら
見

た
実

証
研

究
 

 9
 

オ
フ

シ
ョ

ア
開

発
成

功
の

た
め

の
文

化
的

側
面

 
－

ベ
ト

ナ
ム

、
ネ

パ
ー

ル
、

イ
ン

ド
の

事
例

か
ら

 

1
0
 

電
子

自
治

体
実

現
に

向
け

て
の

成
熟

度
モ

デ
ル

の
構

築
の

試
み

 

1
1 

企
業

の
IT

投
資

戦
略

が
IT

組
織

に
か

か
わ

る
影

響
に

関
す

る
考

察
 

1
2
 

IT
投

資
に

お
け

る
合

意
形

成
の

効
果

 

1
3 

鉄
道

事
故

に
み

る
組

織
の

C
S
R

 
－

J
R

西
日

本
福

知
山

線
脱

線
事

故
に

関
す

る
事

例
研

究
 

1
4
 

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

石
巻

専
修

大
学

情
報

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
被

災
・
復

旧
状

況
と

今
後

の
課

題
 

1
5
 

『
全

体
価

値
は

部
分

価
値

の
和

で
は

な
い

』
地

域
社

会
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
デ

ザ
イ

ン
 

 
－

ヘ
ー

ゲ
ル

の
弁

証
法

的
解

釈
に

よ
る

レ
ジ

リ
ア

ン
ス

の
取

り
組

み
込

み
の

意
義

 

1
6
 

電
子

マ
ネ

ー
利

用
に

お
け

る
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
と

利
便

性
の

ト
レ

ー
ド

オ
フ

に
関

す
る

分
析

 

1
7
 

情
報

倫
理

の
ア

ナ
ロ

ジ
ー

 
－

顧
客

情
報

の
流

出
を

め
ぐ

る
責

任
の

表
象

 

1
8 

日
本

の
モ

バ
イ

ル
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

存
立

要
件

 
－

iモ
ー

ド
開

発
者

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
よ

り
 

1
9
 

ア
メ

リ
カ

生
ま

れ
の

回
答

者
と

日
本

生
ま

れ
の

回
答

者
に

よ
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

使
い

方
 

 
－

違
い

は
存

在
す

る
か

？
 

2
0
 

ネ
ッ

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

利
用

者
の

名
乗

り
と

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

 

 
－

 
「
発

言
小

町
」
利

用
者

調
査

分
析

 
(2

) 
:利

用
姿

勢
と

実
名

・
仮

名
・
匿

名
 

2
1 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

企
業

に
お

け
る

職
場

内
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
コ

ン
テ

ク
ス

ト
・
パ

タ
ー

ン
に

関
す

る
研

究
 

2
2 

地
方

大
学

生
の

職
業

意
識

 
－

松
山

大
学

お
よ

び
愛

媛
大

学
に

お
け

る
調

査
に

基
づ

い
て

 

2
3
 

経
営

学
部

に
お

け
る

初
期

情
報

教
育

の
試

み
と

効
果

に
つ

い
て

 
－

高
校

の
教

科
「
情

報
」
と

の
関

連
性

を
含

め
て

 

2
4 

文
献

事
例

研
究

に
よ

る
改

善
活

動
継

続
の

た
め

の
要

因
群

の
関

係
性

に
関

す
る

一
考

察
 

 
－

改
善

活
動

の
活

性
度

に
適

し
た

要
因

群
関

係
性

の
あ

り
方

の
探

求
 

2
5 

キ
ー

フ
レ

ー
ズ

発
見

法
に

よ
る

組
織

評
価

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

訪
問

介
護

勤
務

表
作

成
の

現
状

と
作

成
支

援
シ

ス
テ

ム
 

 2
 

シ
ス

テ
ム

思
考

を
用

い
た

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
に

よ
る

要
求

開
発

プ
ロ

セ
ス

の
合

意
形

成
の

適
正

化
 

 3
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

能
力

の
研

究
で

用
い

た
応

用
統

計
分

析
方

法
 

 4
 

設
備

投
資

の
計

量
経

済
分

析
 

－
電

力
産

業
と

製
造

業
の

比
較

 

 5
 

社
会

選
択

状
況

に
お

け
る

提
携

の
影

響
力

比
較

方
法

 

 6
 

社
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
安

定
性

と
情

報
伝

播
 

 7
 

P
re

fe
re

n
c
e
 g

ap
 
を

考
慮

に
入

れ
た

コ
ン

フ
リ

ク
ト

解
決

の
た

め
の

グ
ラ

フ
モ

デ
ル

に
お

け
る

安
定

性
分

析
 

 8
 

フ
ォ

ー
マ

ル
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
問

題
解

決
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

装
の

問
題

点
 

 9
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
・
モ

デ
ル

を
用

い
た

努
力

の
形

式
化

 

1
0 

相
互

学
習

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
シ

グ
ナ

リ
ン

グ
現

象
の

分
析

 

1
1 

不
公

平
を

回
避

す
る

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

シ
ス

テ
ム

設
計

 
－

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
理

論
ア

プ
ロ

ー
チ

 

1
2 

ス
テ

ル
ス

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

着
目

し
た

W
e
b

レ
ビ

ュ
ー

の
信

憑
性

判
断

支
援

 

1
3 

ア
イ

テ
ム

属
性

の
タ

ク
ソ

ノ
ミ

を
考

慮
し

た
シ

ー
ケ

ン
シ

ャ
ル

パ
タ

ン
に

よ
る

 
ブ

ラ
ン

ド
ス

イ
ッ

チ
予

測
モ

デ
ル

 

1
4
 

異
常

検
知

を
利

用
し

た
優

良
顧

客
離

脱
予

測
モ

デ
ル

 

1
5
 

日
本

の
電

子
書

籍
端

末
市

場
活

性
化

に
向

け
た

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

提
案

 

1
6
 

「
自

分
と

の
対

話
」
の

た
め

の
デ

ジ
タ

ル
イ

ン
タ

ー
ナ

ル
ミ

ラ
ー

: 
自

分
自

身
と

の
価

値
共

創
の

デ
ザ

イ
ン

 

1
7
 

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
学

習
方

式
に

よ
る

情
報

シ
ス

テ
ム

構
築

の
大

学
教

育
に

つ
い

て
の

改
善

 

1
8
 

携
帯

電
話

か
ら

入
力

さ
れ

た
検

索
語

句
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
へ

の
活

用
に

関
す

る
提

案
 

1
9
 

S
aa

S
ビ

ジ
ネ

ス
に

お
け

る
運

営
管

理
方

式
に

関
す

る
考

察
 

－33－



第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

異
体

字
対

応
の

日
中

比
較

に
基

づ
く
漢

字
情

報
シ

ス
テ

ム
概

念
の

相
違

 

 2
 

E
U

D
に

注
目

し
た

情
報

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

考
察

 

 
－

人
文

学
に

お
け

る
個

人
的

研
究

活
動

を
事

例
と

し
て

 

 3
 

企
業

情
報

シ
ス

テ
ム

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

都
市

計
画

ア
プ

ロ
ー

チ
に

お
け

る
「
内

と
外

の
視

点
」
に

関
す

る
考

察
 

 4
 

情
報

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
歴

史
資

料
の

観
光

開
発

 
－

情
報

の
粘

着
性

に
よ

る
視

点
か

ら
 

 5
 

環
境

政
策

情
報

の
経

営
へ

の
影

響
：
 

－
全

量
買

取
制

度
は

日
本

の
太

陽
電

池
産

業
を

再
生

で
き

る
か

？
 

 6
 

新
聞

各
社

の
電

子
化

に
対

す
る

取
り

組
み

の
比

較
研

究
 

 7
 

運
用

保
守

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
 

分
析

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

関
す

る
提

案
 

 8
 

納
期

遅
延

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
及

ぼ
す

保
守

工
程

へ
の

影
響

 
－

情
報

シ
ス

テ
ム

の
場

合
 

 9
 

音
声

規
格

の
標

準
化

競
争

 
－

M
P

3
の

普
及

要
因

分
析

 

1
0
 

再
生

企
業

買
収

に
関

す
る

戦
略

研
究

の
方

向
性

 

1
1 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

市
場

に
お

け
る

p
la

tf
o
rm

 e
n
ve

lo
p
m

e
n
t
の

研
究

 
－

マ
ル

チ
デ

バ
イ

ス
環

境
に

お
け

る
検

討
 

1
2 

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
戦

略
 

－
プ

ロ
野

球
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

比
較

か
ら

 

1
3 

域
内

サ
ー

ビ
ス

の
チ

ャ
イ

ル
ド

ケ
ア

領
域

に
関

す
る

考
察

の
序

 
－

神
奈

川
県

内
5

市
の

状
況

に
つ

い
て

 

1
4
 

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

企
業

の
評

価
 

－
社

会
貢

献
と

利
益

 

1
5
 

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

企
業

が
材

料
・
化

学
分

野
で

取
る

べ
き

戦
略

 

1
6
 

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

戸
籍

・
住

基
等

の
個

人
情

報
要

件
の

デ
ー

タ
モ

デ
リ

ン
グ

分
析

 

1
7
 

自
治

体
サ

ー
ビ

ス
高

度
化

の
た

め
の

住
民

情
報

管
理

 

1
8
 

兵
庫

県
下

の
基

礎
自

治
体

に
お

け
る

電
子

化
状

況
の

分
析

 

1
9
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
人

工
経

済
シ

ス
テ

ム
の

創
発

挙
動

に
及

ぼ
す

パ
ラ

メ
ー

タ
条

件
の

影
響

 

2
0 

企
業

の
新

規
参

入
を

考
慮

し
た

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
人

工
経

済
社

会
シ

ス
テ

ム
挙

動
の

解
析

 

2
1
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
人

工
経

済
社

会
の

マ
ク

ロ
挙

動
に

お
け

る
政

府
支

出
政

策
の

影
響

 

2
2 

C
o
al

it
io

n
 P

o
w

e
r 

In
de

x
を

用
い

た
国

会
に

お
け

る
与

野
党

の
影

響
力

評
価

 

2
3 

K
P

Iツ
リ

ー
の

共
有

に
よ

る
S
o
c
ia

lB
P

M
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 

2
4
 

B
P

M
と

記
録

管
理

の
連

携
方

式
の

考
察

 

2
5 

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
お

け
る

価
値

共
創

 
－

郊
外

型
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル

へ
の

2
段

階
A

B
S

ア
プ

ロ
ー

チ
 

2
6
 

テ
ー

マ
パ

ー
ク

に
お

け
る

混
雑

緩
和

政
策

の
意

思
決

定
支

援
の

た
め

の
ミ

ク
ロ

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

分
析

 

2
7
 

ど
の

よ
う

な
IT

投
資

が
組

織
IQ

向
上

に
資

す
る

か
？

 

2
8
 

戦
略

的
IT

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 

2
9
 

B
A

B
O

K
の

要
求

に
対

応
す

る
要

求
獲

得
手

法
 

3
0 

知
的

活
動

を
高

度
化

す
る

IT
の

活
用

状
況

と
有

効
性

の
認

識
度

合
い

 

3
1
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロ

ー
チ

再
考

 

3
2 

IT
企

業
各

社
に

よ
る

東
日

本
大

震
災

被
災

企
業

向
け

支
援

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

緊
急

調
査

 

3
3
 

被
災

地
に

お
け

る
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
の

課
題

 

3
4
 

業
績

評
価

制
度

が
職

場
に

お
け

る
フ

リ
ー

ラ
イ

ダ
ー

問
題

に
与

え
る

影
響

 

 
－

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
分

析
 

3
5
 

大
学

教
員

の
報

酬
と

業
績

評
価

に
関

す
る

諸
制

度
の

比
較

分
析

 

3
6
 

技
術

開
発

型
創

業
者

の
起

こ
し

た
企

業
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
類

型
 

－
事

例
考

察
を

中
心

と
し

て
 

3
7
 

産
官

学
間

の
共

同
発

明
と

そ
の

有
効

性
に

関
す

る
調

査
研

究
 

3
8
 

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

モ
ノ

と
情

報
の

相
克

 
－

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
問

題
 

3
9
 

組
織

内
・
組

織
間

S
N

S
の

利
用

と
制

限
 

4
0
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

認
知

地
図

の
構

築
 

4
1
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

環
境

コ
ス

ト
支

出
の

要
因

分
析

 

4
2
 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
創

造
の

視
点

か
ら

の
日

米
IT

投
資

比
較

分
析

と
こ

れ
か

ら
の

IT
活

用
 

4
3 

グ
リ

ー
ン

IT
の

現
状

と
課

題
 

4
4 

特
許

発
明

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

効
果

 
－

パ
ネ

ル
デ

ー
タ

を
用

い
た

推
定

 

4
5
 

グ
ロ

ー
バ

ル
な

経
営

情
報

教
育

と
マ

ン
ガ

教
材

ケ
ー

ス
の

可
能

性
 

－
米

国
州

立
大

学
に

お
け

る
実

践
を

通
じ

て
 

4
6
 

化
粧

品
サ

イ
ト

を
対

象
に

し
た

口
コ

ミ
と

売
上

に
関

す
る

分
析

研
究

 

4
7 

外
的

要
因

に
よ

る
テ

レ
ビ

広
告

出
稿

量
の

減
少

と
生

活
者

の
広

告
想

起
に

つ
い

て
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

活
動

理
論

は
シ

ス
テ

ム
分

析
方

法
の

開
発

資
源

に
な

り
う

る
か

 

 2
 

組
織

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

研
究

の
方

法
と

視
座

 

 3
 

東
日

本
大

震
災

の
被

災
地

域
に

お
け

る
食

品
メ

ー
カ

ー
の

対
応

 

 4
 

知
識

経
営

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

追
求

に
向

け
て

 

 5
 

組
織

に
お

け
る

情
報

共
有

と
信

頼
に

関
す

る
一

考
察

 

 
 

2
0
1
2

年
春

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
経

営
情

報
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

モ
バ

イ
ル

と
パ

ソ
コ

ン
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

受
容

に
関

す
る

日
米

相
違

 

 2
 

モ
バ

イ
ル

バ
ン

キ
ン

グ
の

受
容

 
－

リ
サ

ー
チ

モ
デ

ル
開

発
 

 3
 

企
業

・
顧

客
の

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ
視

点
か

ら
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
 

 
－

サ
ー

ビ
ス

・
ド

ミ
ナ

ン
ト

・
ロ

ジ
ッ

ク
と

オ
ペ

ラ
ン

ト
資

源
 

 4
 

被
災

地
中

小
企

業
に

お
け

る
復

興
課

題
 

－
宮

城
県

中
小

企
業

の
事

例
を

も
と

に
 

 5
 

企
業

内
S
N

S
の

期
待

と
懸

念
の

対
立

 

 6
 

協
力

型
ボ

ー
ド

ゲ
ー

ム
を

用
い

た
協

同
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 

 7
 

企
業

内
つ

ぶ
や

き
シ

ス
テ

ム
の

有
効

性
の

分
析

 
－

社
内

で
気

分
を

つ
ぶ

や
く
こ

と
－

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
、

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
分

析
 

 8
 

組
織

的
知

識
創

造
モ

デ
ル

の
理

論
的

側
面

と
シ

ス
テ

ム
方

法
論

 

 9
 

生
産

者
・
消

費
者

協
働

モ
デ

ル
に

着
目

し
た

有
機

農
業

継
続

の
条

件
 

1
0
 

イ
ン

フ
ラ

事
業

に
お

け
る

組
織

間
で

の
価

値
観

の
創

造
と

共
有

 
－

知
識

創
造

の
視

点
か

ら
の

水
道

事
業

の
考

察
 

1
1
 

E
n
h
an

c
in

g 
B

u
si

n
e
ss

 P
ro

c
e
ss

 U
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

to
 S

u
pp

o
rt

 E
m

p
lo

ye
e
’
s 

W
o
rk

 

1
2 

消
費

者
行

動
に

着
目

し
た

テ
レ

ビ
C

M
効

果
の

考
察

 
－

影
響

の
受

け
や

す
い

商
品

と
消

費
者

 

1
3
 

秋
田

県
の

産
業

構
造

の
分

析
と

企
業

に
お

け
る

IT
活

用
の

実
態

調
査

 

1
4 

日
本

的
経

営
と

老
舗

企
業

 

1
5
 

学
内

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

に
お

け
る

保
守

活
動

の
分

析
 

 
－

S
工

業
高

等
専

門
学

校
の

学
内

情
報

シ
ス

テ
ム

の
事

例
か

ら
 

1
6
 

地
方

議
会

の
審

議
を

介
し

た
自

治
体

経
営

情
報

の
明

確
化

 

 
－

自
治

体
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
導

入
に

関
す

る
長

崎
県

大
村

市
議

会
の

事
例

研
究

 

1
7
 

看
護

業
務

に
お

け
る

高
信

頼
性

組
織

の
研

究
 

1
8 

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
組

織
に

関
す

る
一

考
察

 
－

市
場

情
報

活
用

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

視
点

の
提

示
 

1
9
 

共
感

の
社

会
関

係
資

本
が

生
む

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
 

2
0
 

自
治

体
に

お
け

る
基

幹
シ

ス
テ

ム
共

同
化

の
取

組
み

の
類

型
化

 

2
1
 

自
律

分
散

シ
ス

テ
ム

を
応

用
し

た
危

機
管

理
政

策
 

－
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

－
サ

ー
ビ

ス
受

容
性

を
考

慮
し

た
サ

ー
ビ

ス
体

験
空

間
デ

ザ
イ

ン
 

 2
 

社
会

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
た

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
 

 3
 

新
た

な
事

業
展

開
の

た
め

の
意

思
決

定
支

援
ツ

ー
ル

の
構

築
に

関
す

る
一

考
察

 

 
－

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

界
を

事
例

に
 

 4
 

効
用

を
ベ

ク
ト

ル
と

し
て

と
ら

え
る

新
た

な
効

用
関

数
の

提
案

 

 5
 

概
念

帳
票

の
実

装
を

支
援

す
る

A
ja

x 
デ

ザ
イ

ン
・
ツ

ー
ル

の
開

発
 

－34－



 6
 

概
念

デ
ー

タ
モ

デ
ル

を
用

い
た

ク
リ

ニ
ッ

ク
へ

の
業

務
改

善
提

案
 

 7
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

新
規

学
卒

者
採

用
市

場
に

お
け

る
学

生
行

動
の

分
析

 

 8
 

外
食

チ
ェ

ー
ン

の
業

務
効

率
化

に
関

す
る

考
察

 
－

店
舗

管
理

業
務

の
デ

ー
タ

処
理

効
率

化
に

お
け

る
事

例
よ

り
 

 9
 

外
食

産
業

の
売

上
予

測
に

つ
い

て
 

－
外

食
チ

ェ
ー

ン
の

あ
る

店
舗

に
お

け
る

分
析

結
果

よ
り

 

1
0
 

構
造

マ
ト

リ
ク

ス
を

用
い

て
作

成
さ

れ
た

原
価

情
報

に
よ

る
経

営
活

動
支

援
の

提
案

 

1
1
 

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

新
卒

採
用

市
場

に
お

け
る

採
用

・
就

職
活

動
戦

略
の

検
討

 

1
2 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

IT
リ

ー
ダ

ー
の

効
率

的
な

育
成

方
法

の
試

案
 

1
3 

D
E
A

に
よ

る
自

治
体

情
報

シ
ス

テ
ム

評
価

 

1
4 

オ
ン

ラ
イ

ン
証

券
業

界
に

お
け

る
企

業
間

相
互

作
用

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

仕
事

で
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
利

用
：
日

米
比

較
 

 2
 

日
本

国
内

に
お

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

方
法

特
許

の
現

状
 

 3
 

日
本

サ
ー

ビ
ス

産
業

の
産

業
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

 
－

先
進

国
産

業
構

造
変

化
の

比
較

の
視

点
か

ら
 

 4
 

新
興

国
発

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
考

察
 

－
中

国
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
シ

ス
テ

ム
と

競
争

情
報

の
取

り
組

み
 

 5
 

譲
渡

特
許

が
生

み
出

す
産

学
間

の
ナ

レ
ッ

ジ
・
フ

ロ
ー

に
関

す
る

調
査

研
究

 

 6
 

域
内

の
チ

ャ
イ

ル
ド

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

供
給

 
－

横
浜

市
内

2
区

の
状

況
に

つ
い

て
 

 7
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

わ
が

国
の

優
秀

企
業

に
つ

い
て

 

 8
 

組
織

再
編

を
実

施
し

た
日

本
企

業
の

財
務

特
性

に
関

す
る

研
究

 

 9
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

1
0 

A
 
ve

ri
fi
c
at

io
n
 
st

u
d
y 

o
f 

th
e
 
P

at
te

rn
s 

fo
r 

R
e
d
u
c
in

g 
E
xc

e
p
ti
o
n
s 

an
d
 
Im

p
ro

vi
n
g 

B
u
si

n
e
ss

 
P

ro
c
e
ss

 

F
le

xi
bi

lit
y 

1
1
 

ＩＴ
シ

ス
テ

ム
の

R
O

I評
価

に
関

す
る

要
求

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

検
討

 

1
2
 

立
場

と
視

点
の

転
換

 
－

企
業

合
併

に
お

け
る

技
術

知
識

移
転

を
促

進
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

 

1
3 

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
分

析
に

も
と

づ
く
国

民
ID

制
度

導
入

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
 

1
4
 

非
上

場
化

企
業

の
特

性
に

関
す

る
研

究
 

1
5
 

な
ぜ

中
国

は
太

陽
電

池
で

1
位

に
な

れ
た

の
か

？
 

－
太

陽
電

池
、

液
晶

、
半

導
体

の
比

較
研

究
 

1
6
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

階
層

戦
術

の
考

察
 

－
Ｖ

Ｍ
ウ

ェ
ア

の
仮

想
化

ソ
フ

ト
の

事
例

を
通

じ
て

 

1
7
 

大
企

業
が

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

興
す

に
は

 

1
8
 

内
部

統
制

と
情

報
シ

ス
テ

ム
の

観
点

か
ら

の
最

近
の

粉
飾

決
算

事
例

の
分

析
 

1
9
 

企
業

に
お

け
る

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

ク
ラ

ウ
ド

の
利

用
形

態
と

そ
の

課
題

に
つ

い
て

の
考

察
 

2
0
 

ス
マ

ー
ト

グ
リ

ッ
ド

社
会

成
熟

度
モ

デ
ル

の
役

割
と

各
レ

ベ
ル

に
達

す
る

た
め

の
施

策
・
方

策
 

2
1
 

地
方

自
治

体
の

住
民

関
連

情
報

シ
ス

テ
ム

の
現

状
と

課
題

 

2
2
 

市
町

村
の

情
報

シ
ス

テ
ム

の
費

用
分

析
 

2
3
 

国
民

か
ら

み
た

共
通

番
号

制
度

の
諸

問
題

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

S
N

S
に

お
け

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ユ
ー

ザ
ー

の
特

性
 

－
m

ix
iの

ユ
ー

ザ
ー

行
動

デ
ー

タ
に

よ
る

研
究

 

 2
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
に

お
け

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
一

考
察

 

 3
 

い
か

に
し

て
リ

ー
ダ

ー
は

生
産

現
場

で
知

識
創

造
を

促
進

す
る

の
か

？
 

 4
 

自
尊

心
が

組
織

に
お

け
る

知
識

共
有

に
与

え
る

影
響

 

 5
 

東
日

本
大

震
災

被
災

者
か

ら
の

聞
き

取
り

分
析

に
基

づ
い

た
社

会
情

報
基

盤
の

あ
り

方
に

関
す

る
一

考
察

 

 6
 

一
人

称
シ

ス
テ

ム
分

析
の

た
め

の
現

象
学

基
盤

を
評

価
す

る
 

 7
 

日
本

企
業

で
働

く
元

外
国

人
留

学
生

の
戦

力
化

の
実

態
 

－
“
葛

藤
”
に

着
目

し
た

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

方
略

の
考

察
 

 8
 

シ
ス

テ
ム

監
査

人
の

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

と
人

材
育

成
 

 9
 

な
ぜ

国
の

IT
調

達
で

は
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
開

発
が

採
用

さ
れ

な
い

の
か

 

 
 

2
0
1
2

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
伝

承
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
  

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

ア
フ

ィ
リ

エ
イ

ト
広

告
の

パ
ラ

ド
ク

ス
 

－
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

と
広

告
は

共
存

で
き

る
か

？
 

 2
 

フ
ァ

ミ
リ

ー
企

業
の

継
続

性
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

源
泉

 
－

ロ
ン

グ
セ

ラ
ー

商
品

と
フ

ァ
ミ

リ
ー

企
業

の
伝

承
 

 3
 

提
携

戦
略

の
得

失
と

成
否

：
シ

ャ
ー

プ
の

堺
工

場
の

事
例

か
ら

 
－

シ
ャ

ー
プ

と
鴻

海
の

提
携

の
事

例
研

究
 

 4
 

E
R

P
シ

ス
テ

ム
の

導
入

効
果

に
関

す
る

考
察

 
－

新
業

務
検

討
に

お
け

る
調

整
プ

ロ
セ

ス
の

視
点

か
ら

 

 5
 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
継

承
に

関
す

る
研

究
 

 6
 

人
材

育
成

に
お

け
る

学
習

効
果

分
析

 

 7
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
上

に
お

け
る

ア
パ

レ
ル

業
界

E
C

サ
イ

ト
の

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
調

査
及

び
、

最
適

な
E
C

サ
イ

ト
の

提
案

 

 8
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
市

場
に

お
け

る
消

費
者

属
性

分
析

 

 9
 

顧
客

の
迷

い
時

間
を

説
明

す
る

商
品

特
徴

 
－

商
品

接
触

過
程

の
分

析
 

1
0 

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
被

災
自

治
体

の
情

報
シ

ス
テ

ム
に

対
す

る
意

識
変

化
に

関
す

る
考

察
 

1
1
 

東
北

お
よ

び
瀬

戸
内

地
域

製
造

業
の

研
究

開
発

に
関

す
る

調
査

研
究

 

1
2
 

長
野

県
小

布
施

町
の

地
域

活
性

化
手

法
の

分
析

に
よ

る
地

域
活

性
化

成
功

モ
デ

ル
の

導
出

 

1
3
 

地
域

活
性

化
の

現
状

認
識

と
今

後
の

方
向

性
 

－
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

観
点

で
の

事
例

分
析

と
モ

デ
ル

考
察

 

1
4
 

持
続

的
競

争
優

位
を

も
た

ら
す

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ス

テ
ム

の
分

析
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

 

 
－

差
別

化
シ

ス
テ

ム
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
再

定
義

 

1
5
 

O
pe

ra
ti
n
g 

M
o
de

lの
E
A

へ
の

組
み

込
み

 

1
6 

他
者

と
の

比
較

に
よ

る
納

得
性

を
考

慮
し

た
業

績
評

価
制

度
の

効
果

分
析

 

1
7
 

組
織

の
状

況
を

考
慮

し
た

有
給

休
暇

取
得

促
進

政
策

の
有

効
性

分
析

 

1
8 

消
費

者
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

情
報

流
通

が
普

及
プ

ロ
セ

ス
に

与
え

る
影

響
の

解
明

 

 
－

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
消

費
者

行
動

モ
デ

ル
に

よ
る

分
析

 

1
9
 

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

・
ビ

ジ
ネ

ス
に

お
け

る
低

価
格

戦
略

の
有

効
性

 

 
－

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
分

析
 

2
0
 

企
業

内
S
N

S
の

利
用

に
関

す
る

意
識

調
査

 

2
1
 

地
域

に
お

け
る

ＩＴ
活

用
と

エ
ク

イ
テ

ィ
文

化
 

－
地

域
経

済
の

活
性

化
か

ら
見

え
て

く
る

ＩＴ
活

用
と

文
化

の
関

係
 

2
2
 

組
織

の
文

脈
、

継
承

、
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
シ

ョ
ナ

ラ
イ

ジ
ン

グ
 

－
H

P
～

D
E
C

の
比

較
か

ら
 

2
3
 

望
ま

し
い

IT
経

営
促

進
W

G
の

研
究

計
画

 
－

Ｗ
Ｇ

の
狙

い
と

活
動

計
画

 

2
4
 

東
日

本
大

震
災

・
被

災
地

中
小

企
業

に
お

け
る

復
興

課
題

 
－

宮
城

県
中

小
企

業
の

事
例

を
も

と
に

 

2
5 

IT
経

営
推

進
の

キ
ー

フ
ァ

ク
タ

ー
を

探
る

 
－

福
井

県
内

企
業

約
1
2
0
0

社
,IT

経
営

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
分

析
 

2
6 

パ
ネ

ル
デ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

ー
「
金

沢
の

優
れ

た
中

小
企

業
の

成
功

要
因

の
探

求
」
 

－
会

宝
産

業
、

小
林

製
作

所
に

お

け
る

IT
経

営
の

成
功

要
因

 

2
7
 

リ
ア

ル
＝

バ
ー

チ
ャ

ル
（
R

=
V

）
連

携
事

業
の

成
長

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

 
－

物
財

と
情

報
財

間
の

関
係

性
付

与
に

よ
る

価
値

創
造

 

2
8
 

伝
統

的
な

日
本

の
も

の
づ

く
り

に
お

け
る

競
争

優
位

構
築

に
関

す
る

考
察

 

 
－

タ
ビ

オ
株

式
会

社
と

地
域

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

の
結

束
力

強
化

の
取

り
組

み
事

例
よ

り
 

2
9
 

高
齢

者
介

護
施

設
に

お
け

る
IT

活
用

に
関

す
る

研
究

 

3
0 

自
治

体
職

員
と

地
域

住
民

の
情

報
シ

ス
テ

ム
評

価
に

関
す

る
比

較
分

析
 

3
1
 

組
織

IQ
変

数
へ

の
IT

イ
ン

パ
ク

ト
の

評
価

 

3
2 

日
本

に
お

け
る

グ
リ

ー
ン

IT
の

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ン
と

展
開

 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

デ
ィ

ズ
ニ

ー
ラ

ン
ド

に
対

す
る

消
費

者
ニ

ー
ズ

の
探

索
的

探
求

 

 2
 

学
内

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

に
お

け
る

保
守

活
動

の
評

価
に

関
す

る
考

察
 

 3
 

立
方

体
型

情
報

ビ
ュ

ア
ー

に
よ

る
知

識
管

理
モ

デ
ル

の
提

案
 

 4
 

情
報

シ
ス

テ
ム

を
有

用
し

た
地

域
企

業
の

経
営

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
研

究
 

－35－



 5
 

マ
ル

チ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
S
N

S
の

口
コ

ミ
効

果
の

評
価

手
法

の
提

案
 

 6
 

集
団

意
思

決
定

に
お

け
る

選
好

の
距

離
に

基
づ

く
提

携
の

影
響

力
指

数
 

 7
 

環
境

要
因

を
考

慮
し

た
生

産
効

率
性

分
析

 
－

規
模

の
経

済
性

と
経

営
戦

略
 

 8
 

自
然

言
語

処
理

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

記
述

の
比

較
に

関
す

る
研

究
 

 9
 

地
方

自
治

体
に

お
け

る
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
定

量
分

析
 

1
0
 

専
門

辞
書

を
用

い
た

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
株

式
掲

示
板

の
投

稿
分

析
に

関
す

る
研

究
 

1
1
 

顧
客

の
こ

だ
わ

り
を

利
用

し
た

内
見

顧
客

推
薦

シ
ス

テ
ム

の
提

案
 

1
2 

シ
ス

テ
ム

開
発

要
員

を
支

援
す

る
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

枠
組

み
 

1
3
 

小
規

模
な

組
織

に
お

け
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

情
報

発
信

法
の

提
案

と
実

践
 

1
4 

互
恵

性
と

利
他

性
を

考
慮

し
た

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

設
計

 

1
5 

M
u
lt
i-

ag
e
n
t 

in
fl
u
e
n
c
e
 d

ia
gr

am
s

に
よ

り
表

現
さ

れ
た

、
ゲ

ー
ム

に
お

け
る

S
e
q
u
e
n
ti
al

 e
q
u
ili

br
iu

m
の

定
式

化
 

1
6
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

知
識

の
継

承
を

目
的

と
し

た
バ

ー
チ

ャ
ル

O
J
T

モ
デ

ル
の

提
案

 

1
7 

IT
外

部
委

託
管

理
に

お
け

る
リ

ス
ク

管
理

へ
の

ゲ
ー

ム
理

論
の

適
用

と
約

款
へ

の
展

開
の

可
能

性
 

1
8
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
た

S
C

M
に

関
す

る
一

考
察

 

1
9
 

P
u
ll-

P
u
sh

型
生

産
概

念
を

用
い

た
新

た
な

T
O

C
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
手

法
の

提
案

 

2
0
 

企
業

内
つ

ぶ
や

き
シ

ス
テ

ム
の

話
題

の
抽

出
と

残
業

時
間

と
の

相
関

分
析

 

2
1 

tw
it
te

r
の

つ
ぶ

や
き

デ
ー

タ
を

用
い

た
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る
救

援
物

資
の

需
要

予
測

シ
ス

テ
ム

構
築

法

に
関

す
る

提
案

 

2
2 

ユ
ビ

キ
タ

ス
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
実

習
教

育
の

研
究

 

2
3
 

市
場

実
験

プ
ロ

セ
ス

に
着

目
し

た
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
設

計
 

2
4
 

新
興

証
券

市
場

か
ら

本
則

市
場

へ
の

指
定

替
え

の
研

究
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

非
技

術
職

に
よ

る
新

技
術

の
評

価
と

異
分

野
間

連
携

 

 2
 

イ
ン

タ
ー

ラ
ク

テ
ィ

ブ
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
と

マ
ネ

ジ
ャ

ー
行

動
 

－
実

態
調

査
か

ら
の

一
考

察
 

 3
 

医
療

産
業

進
出

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

D
N

A
は

発
現

す
る

か
 

 4
 

ア
イ

デ
ア

市
場

の
構

築
と

課
題

 

 5
 

医
療

産
業

に
お

け
る

法
律

や
規

格
の

現
状

と
事

業
化

に
む

け
て

の
検

討
 

 6
 

中
小

企
業

に
お

け
る

研
究

開
発

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
研

究
 

 7
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

経
営

 
－

神
奈

川
県

R
市

の
状

況
に

つ
い

て
 

 8
 

固
定

価
格

買
取

制
度

の
日

本
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト

 
－

産
業

と
震

災
復

興
へ

の
影

響
分

析
 

 9
 

モ
バ

イ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

創
造

と
日

本
企

業
の

対
応

 

1
0
 

女
性

中
間

管
理

職
の

育
成

と
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

1
1 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

市
場

に
お

け
る

エ
コ

シ
ス

テ
ム

戦
略

論
の

研
究

 

1
2
 

ク
ラ

ウ
ド

化
が

進
む

受
託

開
発

業
界

(S
I)
の

現
状

と
今

後
の

展
開

、
戦

略
模

索
 

1
3
 

持
続

可
能

な
地

域
活

性
プ

ロ
セ

ス
モ

デ
ル

に
関

す
る

一
考

察
 

1
4 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

へ
の

展
開

に
関

す
る

考
察

 

1
5
 

地
域

中
堅

企
業

の
類

型
化

と
成

長
要

因
の

分
析

 

1
6
 

地
域

資
源

活
用

企
業

の
発

展
プ

ロ
セ

ス
に

係
る

研
究

 

1
7
 

企
業

の
変

革
と

IT
活

用
 

－
事

業
戦

略
、

変
革

実
行

、
IT

活
用

の
相

互
関

係
 

1
8
 

事
業

と
IT

の
整

合
モ

デ
ル

に
基

づ
く

IT
投

資
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

モ
デ

ル
の

提
案

 

1
9
 

半
導

体
商

社
の

経
営

戦
略

と
IT

戦
略

 
－

製
造

業
の

パ
ラ

ダ
イ

ム
シ

フ
ト

へ
の

対
応

 

2
0 

会
計

検
査

結
果

に
み

る
府

省
等

の
情

報
シ

ス
テ

ム
調

達
に

お
け

る
課

題
 

 
－

情
報

シ
ス

テ
ム

調
達

情
報

の
共

有
の

活
性

化
を

中
心

に
し

て
 

2
1
 

地
方

自
治

体
の

住
民

関
連

情
報

シ
ス

テ
ム

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
の

現
状

と
課

題
 

2
2 

レ
ス

ト
ラ

ン
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

比
較

分
析

 

2
3
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

デ
ザ

イ
ン

 

2
4 

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

就
職

活
動

と
デ

ジ
タ

ル
・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

構
築

 

2
5
 

地
方

都
市

に
お

け
る

IT
産

業
 

2
6 

中
小

企
業

に
お

け
る

ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

役
割

に
関

す
る

考
察

 

2
7 

S
N

S
研

究
の

動
向

 

2
8 

テ
レ

ワ
ー

ク
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
 

－
女

性
の

活
躍

推
進

の
た

め
に

 

2
9 

組
織

で
利

用
す

る
オ

フ
ィ

ス
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
製

品
の

選
択

基
準

に
関

す
る

検
討

 

3
0
 

ウ
イ

ズ
ダ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

知
恵

に
よ

る
問

題
解

決
の

方
法

の
確

立
：
 

31
 

国
際

会
計

基
準

の
観

点
か

ら
見

た
事

業
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
プ

ロ
セ

ス
 

 
－

収
益

認
識

の
再

公
開

草
案

を
例

と
し

て
 

3
2
 

ビ
ジ

ネ
ス

ア
セ

ス
メ

ン
ト

序
説

 
－

外
国

為
替

市
場

で
の

円
高

の
衝

撃
 

3
3
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
利

用
に

お
け

る
「
名

乗
り

」
と

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

 
－

「
実

名
」
に

は
何

が
求

め
ら

れ
る

の
か

 

3
4
 

米
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
市

場
参

入
の

為
の

新
し

い
競

争
戦

略
の

策
定

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

活
動

理
論

の
図

式
を

利
用

し
た

シ
ス

テ
ム

分
析

の
た

め
の

現
象

学
的

還
元

 

 2
 

組
織

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
向

上
の

た
め

の
組

織
学

習
プ

ロ
セ

ス
 

 3
 

組
織

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

研
究

の
理

論
的

ト
ピ

ッ
ク

ス
と

実
践

論
的

転
回

 

 4
 

「
実

践
と

し
て

の
戦

略
(S

A
P

)」
研

究
と

デ
ィ

ス
コ

ー
ス

 

 5
 

若
者

の
情

報
収

集
行

動
と

情
報

メ
デ

ィ
ア

の
関

係
 

 6
 

過
剰

結
合

社
会

に
お

け
る

セ
ン

シ
テ

ィ
ブ

情
報

に
関

す
る

一
考

察
 

 
－

セ
ン

シ
テ

ィ
ブ

情
報

と
は

如
何

に
定

義
さ

れ
る

の
か

 

 
 

2
0
1
3

年
春

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

成
熟

情
報

社
会

で
の

経
営

～
機

会
の

創
れ

(う
ま

れ
)、

人
の

紐
帯

、
感

動
の

弾
け

り
～

 
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
と

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ケ
イ

パ
ビ

リ
テ

ィ
の

統
合

プ
ロ

セ
ス

の
情

報
化

に
つ

い
て

 

 2
 

IT
が

組
織

IQ
に

与
え

る
イ

ン
パ

ク
ト

の
評

価
 

 3
 

人
材

タ
イ

プ
に

応
じ

た
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
あ

り
方

 
－

新
た

な
組

み
合

わ
せ

へ
の

示
唆

 

 4
 

日
本

企
業

の
海

外
展

開
に

お
け

る
IT

人
材

育
成

と
本

社
IT

部
門

の
役

割
に

関
す

る
考

察
 

 5
 

政
府

・
自

治
体

シ
ス

テ
ム

の
住

民
評

価
 

－
技

術
受

容
モ

デ
ル

に
よ

る
分

析
 

 6
 

ＩＴ
部

門
で

働
き

な
が

ら
抱

え
る

課
題

な
ら

び
に

そ
の

検
討

法
の

検
証

 
－

ＩＴ
人

材
育

成
セ

ミ
ナ

ー
を

通
じ

て
 

 7
 

組
織

内
自

尊
感

情
が

知
識

提
供

に
与

え
る

影
響

 

 
－

組
織

特
性

、
個

人
特

性
、

知
識

提
供

動
機

を
考

慮
し

た
モ

デ
ル

の
検

討
 

 8
 

生
産

現
場

で
知

識
創

造
を

促
進

す
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

 9
 

コ
ー

ホ
ー

ト
分

析
に

よ
る

P
C

利
用

に
関

す
る

考
察

 

1
0
 

大
学

生
の

ニ
ュ

ー
ス

情
報

収
集

の
特

徴
 

1
1 

実
態

調
査

に
基

づ
い

た
情

報
基

礎
教

育
の

あ
り

方
に

関
す

る
考

察
 

1
2
 

東
日

本
大

震
災

後
の

石
巻

市
の

情
報

化
に

関
す

る
調

査
研

究
 

1
3
 

拡
大

成
長

か
ら

持
続

可
能

な
経

営
へ

 
－

長
寿

企
業

と
生

物
組

織
の

共
通

点
の

視
点

か
ら

 

1
4
 

企
業

内
つ

ぶ
や

き
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
雑

談
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
分

析
 

1
5
 

市
町

村
に

お
け

る
T
w

it
te

r
の

活
用

状
況

 

1
6
 

企
業

の
変

革
を

阻
む

IT
の

壁
 

－
事

業
戦

略
見

直
し

の
阻

害
要

因
と

な
る

IT
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

不
備

 

1
7
 

生
き

残
り

経
営

に
お

け
る

「
語

り
」
と

い
う

言
語

行
為

の
戦

略
性

に
関

す
る

一
考

察
 

1
8
 

次
世

代
リ

ー
ダ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

受
講

者
の

視
点

 

1
9 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

実
現

す
る

創
造

性
因

子
と

は
何

か
 

－36－



2
0
 

大
規

模
経

営
組

織
に

お
け

る
個

人
提

案
の

有
効

性
 

2
1
 

企
業

内
起

業
イ

ノ
ベ

ー
タ

の
役

割
と

成
功

に
向

け
た

要
件

の
検

討
 

2
2
 

地
方

自
治

体
に

お
け

る
IS

開
発

・
B

P
R

の
推

進
要

因
 

2
3
 

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

性
を

重
視

し
た

大
学

１
年

生
向

け
情

報
シ

ス
テ

ム
教

育
の

実
践

 

2
4
 

大
学

授
業

に
お

け
る

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

教
材

の
活

用
 

2
5
 

福
島

第
一

原
発

事
故

時
の

東
電

テ
レ

ビ
会

議
の

多
面

的
分

析
 

－
高

信
頼

性
組

織
の

観
点

よ
り

 

2
6
 

情
報

共
有

と
意

識
改

革
の

事
例

研
究

 
－

創
造

性
あ

る
組

織
へ

の
変

革
過

程
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
活

用
し

た
戦

略
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
と

戦
略

投
資

意
思

決
定

制
度

の
大

企
業

に
お

け
る

事

例
報

告
 

 2
 

職
場

リ
ー

ダ
ー

像
に

対
す

る
認

識
共

有
の

た
め

の
一

手
法

の
提

案
 

 
－

直
交

表
と

ペ
ル

ソ
ナ

の
人

材
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
へ

の
適

用
 

 3
 

災
害

発
災

時
に

お
け

る
地

方
自

治
体

の
災

害
情

報
の

収
集

と
提

供
 

 4
 

現
場

中
心

ア
プ

ロ
ー

チ
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

運
用

管
理

の
適

用
例

 

 5
 

情
報

視
覚

化
技

術
に

よ
る

人
材

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

に
関

す
る

研
究

 

 6
 

B
P

M
+
S
O

A
に

よ
る

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

の
S
aa

S
化

 

 7
 

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
た

め
の

参
照

モ
デ

ル
構

築
に

向
け

て
 

 8
 

電
子

マ
ネ

ー
普

及
の

差
異

：
マ

ル
チ

・
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
 

 9
 

地
域

活
性

プ
ロ

セ
ス

モ
デ

ル
の

活
用

 
－

マ
ク

ロ
・
定

量
的

視
点

か
ら

の
地

域
活

性
事

例
評

価
 

1
0
 

A
B

M
S

に
よ

る
動

的
平

衡
の

分
析

 

1
1
 

テ
キ

ス
ト

評
価

分
析

を
用

い
た

ヘ
ル

プ
デ

ス
ク

効
率

化
手

法
の

提
案

 

1
2
 

保
守

活
動

か
ら

シ
ス

テ
ム

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

へ
の

移
行

に
関

す
る

考
察

 

1
3
 

高
可

用
な

情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

に
よ

る
事

業
継

続
の

実
現

と
耐

災
害

性
実

証
シ

ナ
リ

オ
の

提
案

 

1
4
 

G
M

A
IS

応
用

の
経

営
日

本
語

教
育

シ
ス

テ
ム

の
概

念
 

－
最

重
要

政
策

の
言

語
政

策
 

1
5 

ユ
ー

ザ
ー

資
産

を
共

用
す

る
コ

ン
シ

ュ
ー

マ
ゲ

ー
ム

発
売

時
期

が
ア

ー
ケ

ー
ド

ゲ
ー

ム
の

実
績

に
与

え
る

影
響

 
－

ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

（
T
C

G
）
ソ

フ
ト

普
及

の
シ

ス
テ

ム
・
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

（
S
D

)モ
デ

ル
化

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

1
6
 

E
C

サ
イ

ト
に

お
け

る
サ

イ
ト

閲
覧

行
動

と
購

買
行

動
の

分
析

 

1
7
 

効
用

関
数

を
活

用
し

た
リ

ス
ク

認
知

の
数

理
モ

デ
ル

の
提

案
 

1
8
 

多
角

化
に

お
け

る
オ

ン
ト

ロ
ジ

カ
ル

レ
ベ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
セ

ス
変

革
パ

タ
ン

研
究

 

1
9
 

情
報

基
盤

に
お

け
る

W
iF

i強
度

計
測

シ
ス

テ
ム

の
必

要
性

 

2
0
 

磁
性

体
に

お
け

る
非

平
衡

過
程

と
の

類
似

性
に

着
目

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

外
部

性
発

現
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
定

量
的

解
明

 

2
1
 

ヘ
ド

ニ
ッ

ク
ゲ

ー
ム

に
お

け
る

提
携

の
影

響
力

分
析

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

IT
投

資
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

構
築

に
お

け
る

リ
ス

ク
評

価
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
提

案
 

 2
 

成
熟

企
業

に
お

け
る

人
間

系
の

あ
り

方
に

関
す

る
一

考
察

 

 3
 

固
定

価
格

買
取

制
度

の
日

本
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

へ
の

影
響

 

 4
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

経
営

 
－

横
浜

市
内

2
区

の
文

化
と

変
化

 

 5
 

ビ
ジ

ネ
ス

ゲ
ー

ム
を

使
っ

た
学

習
転

移
に

関
す

る
考

察
 

 6
 

中
小

企
業

の
情

報
化

を
促

進
す

る
社

会
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

提
案

 

 7
 

市
場

の
技

術
変

化
に

応
じ

る
ケ

イ
パ

ビ
リ

テ
ィ

の
特

性
と

変
化

-
考

察
 

 8
 

原
価

計
算

特
化

型
言

語
に

よ
る

原
価

情
報

活
用

支
援

 
－

固
定

費
領

域
に

関
し

て
 

 9
 

新
エ

コ
シ

ス
テ

ム
に

適
応

す
る

ＩＴ
企

業
戦

略
 

－
垂

直
統

合
マ

シ
ン

登
場

に
よ

る
変

化
へ

の
適

応
分

析
 

1
0 

グ
ロ

ー
バ

ル
戦

略
提

携
に

お
け

る
組

織
間

関
係

：
 

－
シ

ャ
ー

プ
, 

鴻
海

,サ
ム

ス
ン

,ア
ッ

プ
ル

の
四

つ
巴

提
携

の
事

例
 

1
1
 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

序
説

 
－

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

成
長

 

1
2
 

IO
T

時
代

の
産

業
・
経

営
戦

略
 

1
3
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

活
用

・
開

発
貢

献
が

企
業

経
営

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

 

1
4 

日
本

半
導

体
事

業
の

分
断

的
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

対
応

 
－

エ
ル

ピ
ー

ダ
メ

モ
リ

の
分

析
 

1
5
 

定
量

的
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
ガ

イ
ド

の
研

究
 

1
6
 

地
域

製
造

業
の

企
業

特
性

分
析

に
よ

る
地

域
活

性
化

政
策

の
研

究
 

1
7
 

信
用

と
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

 
－

カ
ー

ブ
ア

ウ
ト

企
業

を
取

り
巻

く
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
 

1
8
 

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

型
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

に
お

け
る

大
学

の
役

割
 

1
9
 

中
小

企
業

が
医

療
機

器
業

界
に

参
入

す
る

際
の

戦
略

と
戦

術
の

検
討

 

2
0
 

機
器

を
利

用
し

た
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
医

療
の

見
え

な
い

壁
の

打
破

 

2
1
 

「
専

門
家

」
導

入
の

効
果

（
選

定
と

活
用

）
 

2
2
 

電
子

行
政

に
お

け
る

外
字

問
題

に
つ

い
て

 
－

人
間

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

関
係

か
ら

外
字

問
題

を
考

え
る

 

2
3 

電
子

政
府

・
自

治
体

の
日

韓
比

較
に

つ
い

て
 

2
4
 

府
省

共
通

シ
ス

テ
ム

開
発

に
お

け
る

課
題

 

2
5 

研
究

の
国

際
化

セ
ッ

シ
ョ

ン
 

（
主

催
：
国

際
化

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
、

J
P

A
IS

 (
J
ap

an
 A

ss
o
c
ia

ti
o
n
 f
o
r 

In
fo

rm
at

io
n
 S

ys
te

m
s
)）

 

2
6
 

金
融

機
関

の
信

用
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
そ

の
定

量
情

報
の

開
示

 

2
7
 

第
三

者
割

当
増

資
発

表
と

社
債

市
場

の
関

係
に

つ
い

て
 

2
8
 

タ
イ

・
マ

レ
ー

シ
ア

お
よ

び
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

証
券

取
引

所
に

お
け

る
上

場
企

業
の

財
務

情
報

開
示

に
関

す
る

比
較

 

2
9
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

階
層

介
入

戦
略

の
先

行
研

究
レ

ビ
ュ

と
課

題
の

考
察

 

 
－

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

製
品

連
結

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
製

品
バ

ン
ド

ル
と

の
比

較
を

中
心

と
し

て
 

3
0
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
市

場
情

報
へ

の
感

度
の

差
異

が
価

格
形

成
に

及
ぼ

す
影

響
に

関
す

る
考

察
 

31
 

デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
高

等
教

育
に

お
け

る
効

果
的

活
用

に
関

す
る

考
察

 

 
－

O
C

W
(O

pe
n
 C

o
u
rs

e
 W

ar
e
)の

普
及

と
活

用
 

3
2
 

「
新

た
な

社
会

資
本

投
資

と
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ケ

イ
パ

ビ
リ

テ
ィ

」
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

「
顧

客
満

足
」
の

民
官

比
較

 

 2
 

オ
ー

プ
ン

ガ
バ

メ
ン

ト
の

推
進

と
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

変
容

 

 3
 

い
ま

い
ち

ど
経

営
情

報
学

会
に

お
け

る
事

例
研

究
の

意
義

を
考

え
る

 

 4
 

地
域

活
性

化
へ

の
貢

献
意

識
を

高
め

る
教

育
活

動
に

関
す

る
考

察
 

 5
 

シ
ス

テ
ム

分
析

は
な

ぜ
存

在
を

当
然

視
し

て
き

た
の

か
？

 

 
 

2
0
1
3

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

可
能

性
 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

地
域

活
性

化
と

メ
デ

ィ
ア

効
果

 
－

ロ
ケ

地
め

ぐ
り

か
ら

聖
地

巡
礼

ま
で

 

 2
 

IT
を

活
用

し
た

事
業

変
革

の
選

択
肢

 

 3
 

情
報

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

経
営

者
の

支
援

行
動

を
確

実
に

実
現

す
る

た
め

の
一

考
察

 

 4
 

グ
リ

ー
ン

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

企
業

間
連

携
と

情
報

共
有

 

 5
 

知
識

創
造

を
マ

ネ
ー

ジ
す

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
追

求
 

 6
 

研
究

開
発

に
お

け
る

知
識

創
造

と
組

織
機

能
 

－
内

外
連

携
と

知
識

吸
収

能
力

を
中

心
と

し
て

 

 7
 

技
術

者
組

織
に

お
け

る
組

織
的

知
識

創
造

の
影

響
要

因
に

関
す

る
研

究
 

 
－

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
キ

ャ
ピ

タ
ル

と
管

理
職

の
組

織
行

動
に

着
目

し
て

 

 8
 

公
務

員
組

織
に

お
け

る
組

織
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

と
情

報
化

の
関

係
に

関
す

る
検

証
 

 9
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
リ

ス
ニ

ン
グ

の
課

題
と

可
能

性
：
飲

料
メ

ー
カ

ー
の

事
例

よ
り

 

1
0
 

テ
ー

マ
パ

ー
ク

に
お

け
る

従
業

員
教

育
の

情
報

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

成
功

要
因

 

 
－

東
京

デ
ィ

ズ
ニ

ー
リ

ゾ
ー

ト
の

事
例

 

－37－



1
1
 

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

提
供

企
業

の
ド

メ
イ

ン
戦

略
 

－
3

次
元

C
A

D
カ

ー
ネ

ル
の

事
例

 

1
2 

成
長

産
業

に
お

け
る

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

・
ケ

イ
パ

ビ
リ

テ
ィ

の
特

性
 

 
－

ソ
ー

シ
ャ

ル
ゲ

ー
ム

業
界

に
お

け
る

競
争

優
位

の
考

察
 

1
3
 

環
境

配
慮

行
動

の
規

定
因

に
関

す
る

研
究

 
－

行
動

経
験

の
差

に
よ

る
規

定
因

の
比

較
分

析
 

1
4
 

組
織

内
自

尊
感

情
の

形
成

過
程

に
関

す
る

考
察

 

1
5
 

望
ま

し
い

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
・
ス

タ
イ

ル
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

に
対

す
る

考
察

 

1
6
 

組
織

間
関

係
が

規
定

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
戦

略
的

提
携

の
成

否
: 

－
シ

ャ
ー

プ
, 

台
湾

鴻
海

,中
国

C
E
C

の
事

例
か

ら
 

1
7
 

無
形

資
源

に
よ

る
地

域
貢

献
の

可
視

化
 

－
徳

島
県

神
山

町
を

事
例

と
し

て
 

1
8 

ポ
ー

ト
ラ

ン
ド

都
市

活
性

化
戦

略
に

関
す

る
考

察
 

 
－

「
地

域
活

性
化

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
モ

デ
ル

」
適

用
で

の
事

例
研

究
 

1
9
 

地
方

菓
子

企
業

の
全

国
化

戦
略

 
－

ブ
ラ

ン
ド

連
想

構
築

と
出

店
戦

略
の

相
乗

性
の

考
察

 

2
0
 

サ
ー

ビ
ス

接
触

手
段

と
顧

客
行

動
意

図
へ

の
影

響
要

因
の

関
係

に
つ

い
て

 

2
1 

e
-
K
an

sa
iレ

ポ
ー

ト
2
0
1
3

と
中

小
企

業
の

情
報

化
事

例
 

2
2
 

中
小

企
業

の
IT

経
営

を
推

進
す

る
新

た
な

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
 

－
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
推

進
機

構
の

設
立

の
意

義
 

2
3
 

企
業

の
業

務
構

造
と

会
議

内
容

の
相

関
性

 
－

会
議

は
企

業
の

縮
図

で
あ

る
 

2
4
 

動
画

共
有

サ
イ

ト
の

利
用

行
為

に
関

す
る

文
化

的
特

性
の

考
察

 

2
5 

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

IT
の

イ
ン

フ
ラ

化
の

意
味

 

2
6
 

J
A

S
M

IN
/
J
P

A
IS

セ
ッ

シ
ョ

ン
：
研

究
の

国
際

化
に

向
け

て
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

系
統

番
号

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

バ
ス

時
刻

表
検

索
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
開

発
と

そ
の

課
題

 
－

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
用

い
た

バ

ス
利

用
者

へ
の

付
加

価
値

向
上

 

 2
 

大
学

教
育

の
た

め
の

電
子

教
材

の
試

作
と

授
業

へ
の

活
用

方
法

の
評

価
 

 3
 

自
己

情
報

量
に

よ
る

文
章

デ
ー

タ
の

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

要
約

 

 4
 

緊
急

時
モ

バ
イ

ル
空

間
マ

ッ
プ

 
－

J
-
A

L
E
R

T
(全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
)と

の
連

携
 

 5
 

金
融

投
資

意
思

決
定

モ
デ

ル
の

再
考

 

 6
 

福
島

県
双

葉
郡

に
お

け
る

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

シ
ス

テ
ム

 

 7
 

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

時
代

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

 8
 

期
間

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
選

択
モ

デ
ル

と
そ

の
解

析
 

 9
 

プ
ロ

ス
ペ

ク
ト

理
論

の
知

見
に

よ
る

金
融

投
資

問
題

の
モ

デ
ル

化
 

1
0
 

商
品

特
性

に
基

づ
い

た
リ

ユ
ー

ス
品

取
引

情
報

シ
ス

テ
ム

の
設

計
 

1
1 

大
学

組
織

の
特

徴
を

考
慮

し
た

産
学

連
携

活
動

に
お

け
る

IC
T

ツ
ー

ル
の

効
果

判
定

方
法

の
試

案
 

 
－

組
織

面
お

よ
び

産
学

連
携

認
識

の
実

態
を

踏
ま

え
て

 

1
2
 

サ
ー

ビ
ス

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
の

策
定

手
法

と
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

た
め

の
ゲ

ー
ミ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

1
3
 

ピ
ア

・
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
を

考
慮

し
た

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

設
計

 
－

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
理

論
に

よ
る

接
近

 

1
4 

分
散

を
考

慮
し

た
確

率
計

画
問

題
 

1
5
 

在
庫

転
送

問
題

に
対

す
る

数
理

計
画

モ
デ

ル
 

1
6
 

発
電

機
起

動
停

止
問

題
の

解
法

 

1
7
 

IT
S
S

を
活

用
し

た
 
ス

キ
ル

体
系

構
築

と
人

材
の

マ
ッ

ピ
ン

グ
方

法
の

提
案

 

1
8 

Ｏ
Ｓ

Ｓ
導

入
に

関
す

る
考

察
点

の
構

造
化

手
法

の
一

提
案

 

1
9
 

情
報

シ
ス

テ
ム

ユ
ー

ザ
ー

ス
キ

ル
標

準
（
Ｕ

ＩＳ
Ｓ

）
を

活
用

し
た

ＩＴ
技

術
者

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
設

計
の

一
考

察
 

2
0
 

研
修

効
果

測
定

法
と

し
て

の
キ

ー
フ

レ
ー

ズ
発

見
法

 

2
1
 

D
E
A

環
境

評
価

に
よ

る
米

国
地

域
送

電
機

関
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
分

析
 

2
2
 

大
病

院
に

お
け

る
病

床
管

理
の

実
態

と
入

院
手

続
き

業
務

の
改

善
 

 
－

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
へ

の
不

確
定

情
報

の
と

り
こ

み
 

2
3
 

シ
ス

テ
ム

思
考

・
シ

ス
テ

ム
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

の
B

A
B

O
K
R

へ
の

適
用

 

2
4
 

サ
ー

ビ
ス

科
学

に
お

け
る

価
値

の
共

創
へ

の
ゲ

ー
ム

理
論

的
ア

プ
ロ

ー
チ

 

2
5 

エ
ン

ト
ロ

ピ
ー

を
応

用
し

た
フ

ラ
ッ

シ
ュ

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
多

様
性

を
考

慮
し

た
分

析
 

2
6
 

ヘ
ド

ニ
ッ

ク
ゲ

ー
ム

の
戦

略
形

ゲ
ー

ム
表

現
と

安
定

性
概

念
の

相
互

関
係

 

2
7
 

異
文

化
理

解
が

必
要

な
組

織
状

況
の

数
理

モ
デ

ル
 

2
8
 

近
接

相
互

作
用

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

モ
デ

ル
を

用
い

た
独

占
形

成
に

お
け

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

効
果

の
時

間
依

存
性

 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

に
お

け
る

モ
バ

イ
ル

活
用

と
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
一

考
察

 

 2
 

地
域

別
電

灯
・
電

力
需

要
の

価
格

弾
力

性
の

分
析

 

 3
 

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

戦
略

論
か

ら
レ

イ
ヤ

ー
戦

略
論

へ
 

－
産

業
の

レ
イ

ヤ
ー

構
造

化
へ

の
対

応
 

 4
 

が
ん

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

に
お

け
る

医
薬

品
情

報
提

供
の

価
値

と
役

割
 

 5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

の
成

功
率

向
上

に
向

け
た

組
織

的
な

取
組

の
提

案
 

 6
 

e
-
le

ar
n
in

g 
に

お
け

る
学

習
ス

タ
イ

ル
に

関
す

る
一

考
察

 

 7
 

IT
支

援
学

習
の

分
類

の
た

め
の

枠
組

 

 8
 

通
販

市
場

を
対

象
と

し
た

物
流

企
業

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

研
究

 

 9
 

IT
資

産
の

価
値

評
価

に
関

す
る

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

構
築

 

1
0 

日
本

に
お

け
る

O
P

E
N

3
1
1

の
有

用
性

と
今

後
の

展
開

に
つ

い
て

 

1
1
 

デ
マ

ン
ド

交
通

が
適

さ
な

い
地

域
の

分
析

 

1
2 

経
営

手
法

に
よ

る
過

疎
村

の
観

光
活

性
化

に
関

す
る

提
案

 

1
3
 

日
本

企
業

の
生

産
性

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
と

日
本

的
雇

用
シ

ス
テ

ム
の

関
係

性
の

実
証

分
析

 

1
4
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
抵

抗
と

態
度

変
容

を
考

慮
し

た
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ベ

ー
ス

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

 
－

新
製

品
普

及
過

程
に

お
け

る
負

の
創

発
 

1
5
 

A
B

S
S

を
用

い
た

混
雑

状
況

下
に

お
け

る
避

難
の

考
察

 

1
6
 

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
る

環
境

コ
ス

ト
支

出
要

因
の

時
系

列
分

析
 

1
7 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

た
ソ

ー
シ

ャ
ル

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

験
に

よ
る

知
見

 

 
－

キ
ャ

ス
タ

リ
ア

社
モ

バ
イ

ル
ラ

ー
ニ

ン
グ

ツ
ー

ル
G

o
o
c
u
s

を
用

い
た

T
O

E
IC

学
習

を
例

に
 

1
8
 

エ
コ

シ
ス

テ
ム

形
成

に
よ

る
企

業
境

界
の

変
動

 
－

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
企

業
観

察
と

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

か
ら

の
考

察
 

1
9
 

IT
特

性
に

応
じ

た
投

資
リ

ス
ク

評
価

方
法

に
関

す
る

一
考

察
 

2
0 

地
域

振
興

の
た

め
の

関
西

ク
ラ

ウ
ド

連
携

構
想

の
検

証
 

2
1
 

企
業

結
合

に
よ

る
格

付
け

へ
の

影
響

に
関

す
る

実
証

研
究

 

2
2
 

合
併

に
お

け
る

T
Q

M
が

知
識

移
転

に
与

え
る

影
響

 

 
－

協
調

と
裏

切
り

の
マ

ル
チ

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

 

2
3
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

経
営

 
－

福
島

県
西

部
Z

市
と

神
奈

川
県

央
C

市
の

生
産

と
文

化
 

2
4
 

IT
投

資
の

組
織

IQ
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト

：
定

量
的

結
果

 

2
5
 

日
本

企
業

に
お

け
る

C
S
IR

T
構

築
の

事
例

 
－

C
社

C
S
IR

T
構

築
に

お
け

る
制

度
変

化
 

2
6
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・
テ

ス
テ

ィ
ン

グ
事

業
の

創
発

 
－

モ
バ

イ
ル

デ
バ

イ
ス

相
互

運
用

性
テ

ス
ト

と
沖

縄
県

の
取

り
組

み
 

2
7
 

自
動

車
部

品
取

引
に

お
け

る
１

次
サ

プ
ラ

イ
ヤ

、
２

次
サ

プ
ラ

イ
ヤ

の
E
D

I利
用

の
現

状
と

普
及

の
課

題
 

2
8
 

東
北

復
興

支
援

型
ｅ
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
構

想
 

2
9
 

利
用

者
死

亡
時

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
扱

い
に

求
め

ら
れ

る
要

件
 

3
0 

ク
ラ

ウ
ド

へ
の

期
待

や
不

安
が

導
入

に
与

え
る

影
響

に
関

す
る

分
析

 
－

関
西

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
デ

ー
タ

を
用

い
て

 

3
1 

デ
ジ

タ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
お

け
る

セ
ン

シ
テ

ィ
ブ

情
報

と
は

 
－

情
報

感
度

に
関

す
る

一
考

察
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

シ
ス

テ
ム

分
析

と
認

識
論

 

 2
 

情
報

シ
ス

テ
ム

研
究

方
法

論
の

共
通

基
盤

を
求

め
て

 
－

ミ
ッ

ク
ス

法
と

デ
ザ

イ
ン

科
学

研
究

の
可

能
性

 

 3
 

産
業

構
造

の
進

化
モ

デ
ル

の
第

四
段

階
に

関
す

る
検

討
 

 4
 

誰
が

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
侵

害
す

る
の

か
 

－
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
時

代
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護
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 5
 

企
業

規
模

と
組

織
能

力
の

相
互

関
係

に
関

す
る

考
察

 
－

資
源

ベ
ー

ス
論

の
批

判
と

今
後

の
研

究
課

題
 

 6
 

近
年

の
市

場
に

適
合

し
た

製
品

開
発

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

考
察

 

 
 

2
0
1
4

年
春

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
先

端
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

～
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
宇

宙
～

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

資
源

の
結

合
と

持
続

的
競

争
優

位
性

に
関

す
る

考
察

 

 
－

事
例

を
も

と
に

し
た

資
源

ベ
ー

ス
論

に
関

す
る

研
究

仮
説

の
提

示
 

 2
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

活
用

・
開

発
貢

献
が

企
業

経
営

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

（
第

２
報

）
 

 3
 

知
識

創
造

の
促

進
要

因
の

根
拠

と
は

何
か

？
 

 4
 

中
国

と
日

本
の

企
業

文
化

比
較

 
－

し
か

り
方

と
ほ

め
方

の
視

点
か

ら
 

 5
 

「
ク

ラ
ウ

ド
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
の

出
現

: 
情

報
技

術
に

よ
り

群
衆

が
生

み
出

す
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 

 6
 

中
小

製
造

企
業

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

Ｒ
＆

Ｄ
に

関
す

る
定

量
分

析
 

 7
 

プ
ロ

ダ
ク

ト
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
創

発
 

 8
 

次
世

代
リ

ー
ダ

ー
育

成
に

お
け

る
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
に

関
す

る
考

察
 

 9
 

育
児

経
験

が
企

業
で

の
知

識
共

有
行

動
に

与
え

る
影

響
 

－
IT

企
業

に
対

す
る

事
例

研
究

 

1
0
 

宮
城

県
の

中
小

水
産

加
工

業
で

の
IT

活
用

推
進

 

1
1
 

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た
自

治
体

経
営

情
報

の
蓄

積
と

共
有

 

1
2
 

大
規

模
震

災
時

に
お

け
る

「
介

護
施

設
利

用
者

」
の

生
存

率
を

高
め

る
イ

ン
フ

ラ
構

築
に

つ
い

て
 

 
－

「
自

助
」
の

浸
透

性
に

注
視

し
て

 

1
3
 

高
信

頼
性

組
織

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
か

ら
見

た
看

護
業

務
の

実
態

調
査

 

1
4 

公
務

員
組

織
に

お
け

る
N

P
S

と
情

報
化

効
果

に
関

す
る

分
析

 

1
5 

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
チ

ー
ム

に
お

け
る

C
F
O

機
能

の
役

割
 

－
米

国
新

興
企

業
に

関
す

る
実

証
研

究
 

1
6
 

サ
ー

ビ
ス

・
エ

ン
カ

ウ
ン

タ
ー

に
お

け
る

従
業

員
に

対
す

る
評

価
と

顧
客

満
足

度
の

関
係

の
分

析
 

1
7
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

口
コ

ミ
が

購
買

行
動

に
及

ぼ
す

影
響

 
－

女
子

学
生

の
化

粧
品

購
買

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

か
ら

 

1
8
 

地
方

立
地

企
業

の
情

報
戦

略
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

出
席

状
況

把
握

シ
ス

テ
ム

S
A

M
S

と
そ

の
解

析
 

 2
 

課
外

活
動

を
利

用
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
教

育
の

実
践

 

 3
 

不
平

衡
型

S
N

S
の

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
の

可
能

性
に

つ
い

て
 

 4
 

職
場

リ
ー

ダ
ー

像
の

認
識

把
握

に
最

適
な

手
法

の
探

索
 

－
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

調
査

手
法

の
比

較
研

究
 

 5
 

核
反

応
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
研

究
開

発
と

東
ア

ジ
ア

地
域

の
国

際
連

携
 

 6
 

知
識

の
生

態
系

モ
デ

ル
 

 7
 

水
産

物
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
の

費
用

対
効

果
分

析
の

試
み

 
－

宮
城

県
産

カ
キ

の
事

例
よ

り
 

 8
 

Ｏ
Ｓ

Ｓ
導

入
評

価
に

お
け

る
経

営
リ

ソ
ー

ス
を

考
慮

し
た

構
造

化
マ

ッ
プ

の
提

案
 

 9
 

高
等

専
門

学
校

に
お

け
る

IT
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
モ

デ
ル

の
考

察
 

1
0
 

教
師

あ
り

自
己

組
織

化
マ

ッ
プ

に
よ

る
可

視
化

ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

1
1
 

近
接

相
互

作
用

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

モ
デ

ル
を

用
い

た
独

占
形

成
過

程
に

お
け

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

効
果

の
最

適
化

戦
略

 

1
2
 

許
容

範
囲

の
誤

認
識

を
伴

う
集

団
意

思
決

定
状

況
の

分
析

 

1
3
 

コ
ン

フ
リ

ク
ト

状
況

に
お

け
る

解
決

過
程

の
数

理
的

評
価

方
法

の
提

案
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

ブ
ラ

ウ
ザ

戦
争

の
研

究
 

 2
 

モ
バ

イ
ル

世
界

の
拡

大
に

よ
る

エ
コ

シ
ス

テ
ム

変
化

へ
の

適
応

 
－

“
両

利
き

の
経

営
”
の

視
点

か
ら

の
一

考
察

 

 3
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

・
P

B
L

に
お

け
る

問
題

類
型

と
集

団
的

な
問

題
解

決
に

関
し

て
 

 
－

文
科

系
大

学
に

お
け

る
P

B
L

科
目

運
営

の
経

験
よ

り
 

 4
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

経
営

と
デ

ジ
タ

ル
ネ

イ
テ

ィ
ブ

社
会

 
－

四
国

E
県

の
ケ

ー
ス

 

 5
 

外
部

知
識

統
合

を
考

慮
し

た
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

概
念

モ
デ

ル
 

 6
 

企
業

の
社

会
的

責
任

活
動

と
オ

ー
ナ

ー
企

業
に

関
す

る
活

動
 

 7
 

間
接

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
効

果
に

着
目

し
た

P
S
3

の
失

敗
要

因
の

解
明

 
－

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

ジ
レ

ン
マ

へ
の

一
考

察
 

 8
 

ＩＴ
部

門
か

ら
の

新
事

業
創

出
手

法
と

そ
の

検
討

方
法

 

 
－

サ
ー

ビ
ス

デ
ザ

イ
ン

手
法

と
ＩＴ

人
材

育
成

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
て

 

 9
 

米
国

訴
訟

に
お

け
る

E
-
D

is
c
o
ve

ry
制

度
と

企
業

の
情

報
管

理
 

1
0 

多
様

化
す

る
原

価
情

報
要

求
に

対
応

す
る

た
め

の
新

し
い

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

支
援

シ
ス

テ
ム

の
在

り
方

に
対

す
る

考
察

 

11
 

官
民

連
携

に
よ

る
日

本
の

オ
ー

プ
ン

ガ
バ

メ
ン

ト
の

新
し

い
展

望
 

1
2
 

地
方

自
治

体
の

住
民

関
連

情
報

シ
ス

テ
ム

の
 
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
と

共
同

化
の

現
状

と
課

題
 

1
3 

防
災

・
減

災
を

目
的

と
し

た
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

に
お

け
る

課
題

 

1
4
 

行
政

事
務

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

設
計

 

1
5
 

経
営

管
理

ツ
ー

ル
と

し
て

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
有

効
性

に
つ

い
て

 

1
6
 

ビ
ジ

ネ
ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

序
説

 
－

経
営

評
価

指
標

論
考

 

1
7
 

技
術

移
転

と
ブ

ラ
ン

ド
戦

略
 

1
8
 

O
S
S

オ
フ

ィ
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

製
品

の
組

織
的

導
入

戦
略

に
関

す
る

検
討

 

1
9
 

価
値

連
鎖

（
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
）
で

つ
な

が
っ

た
企

業
間

に
お

け
る

IT
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
一

考
察

 

2
0
 

IT
の

役
割

に
応

じ
た

IT
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

違
い

 
－

IT
の

役
割

に
応

じ
た

C
O

B
IT

5
の

適
用

方
針

 

2
1 

IS
M

S
適

用
範

囲
拡

大
に

お
け

る
留

意
点

 

2
2 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

(I
S
O

2
7
0
0
1）

の
改

訂
に

関
す

る
一

考
察

 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

IT
支

援
学

習
・
教

育
の

再
考

 

 2
 

情
報

シ
ス

テ
ム

設
計

の
意

義
と

射
程

を
巡

る
文

化
環

境
的

誤
謬

 

 3
 

文
献

調
査

に
基

づ
く
企

業
内

S
N

S
導

入
成

果
の

変
遷

 

 4
 

日
本

に
お

け
る

ク
ラ

ウ
ド

ソ
ー

シ
ン

グ
に

関
す

る
考

察
 

 5
 

オ
ム

ニ
チ

ャ
ネ

ル
戦

略
に

お
け

る
オ

ウ
ン

ド
メ

デ
ィ

ア
の

意
義

 

 6
 

R
D

F
/
O

W
L

の
開

世
界

仮
説

と
情

報
シ

ス
テ

ム
研

究
の

課
題

 

 7
 

非
都

市
部

の
企

業
と

若
者

の
IC

T
に

対
す

る
意

識
 

－
松

山
市

に
お

け
る

調
査

を
も

と
に

 

 
 

2
0
1
4

年
秋

季
全

国
研

究
発

表
大

会
 

 
再

考
－

社
会

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

＠
柳

都
、

新
潟

 

第
Ⅰ

象
限

 
 

 1
 

中
小

食
品

製
造

業
で

の
製

品
別

原
価

計
算

の
必

要
性

 

 2
 

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

活
用

・
開

発
貢

献
が

企
業

経
営

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

 

 
－

活
用

・
開

発
貢

献
の

有
無

に
よ

る
企

業
群

の
差

異
 

 3
 

医
療

業
界

の
市

場
調

査
の

検
討

 

 4
 

生
産

現
場

に
お

け
る

知
識

創
造

の
促

進
要

因
の

根
拠

の
探

求
 

 5
 

創
造

力
の

源
泉

と
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

 6
 

組
織

特
性

、
組

織
内

自
尊

感
情

、
知

識
提

供
動

機
が

知
識

提
供

に
与

え
る

影
響

 
－

自
己

決
定

理
論

に
基

づ
く
研

究
 

 7
 

夜
景

観
光

の
活

性
化

と
街

興
し

 

 8
 

地
方

都
市

の
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

 

 9
 

自
治

体
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

情
報

発
信

と
住

民
に

よ
る

情
報

入
手

の
現

状
と

課
題

 

1
0 

ベ
イ

ジ
ア

ン
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

た
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ベ

ー
ス

モ
デ

リ
ン

グ
手

法
の

提
案

 

 
－

医
療

保
険

市
場

に
お

け
る

消
費

者
行

動
の

分
析

 

1
1
 

三
星

電
子

に
お

け
る

D
R

A
M

事
業

の
戦

略
転

換
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1
2
 

市
民

参
加

に
よ

る
地

域
情

報
化

活
動

の
現

状
 

1
3
 

IT
を

活
用

し
た

変
革

の
イ

ネ
―

ブ
ラ

ー
 

1
4
 

“
情

報
感

度
”
の

学
習

成
果

に
及

ぼ
す

影
響

 

1
5
 

「
ク

ラ
ウ

ド
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
の

誕
生

 
－

情
報

技
術

に
よ

り
群

衆
が

生
み

出
す

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

利
点

と
課

題
 

1
6
 

顧
客

の
声

が
流

れ
る

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 
－

伊
香

保
温

泉
旅

館
天

坊
に

お
け

る
「
場

」
に

着
目

し
た

考
察

 

1
7
 

生
産

計
画

シ
ス

テ
ム

の
中

国
市

場
展

開
の

た
め

の
現

地
製

造
業

を
対

象
と

し
た

生
産

計
画

実
態

の
調

査
 

1
8
 

情
報

シ
ス

テ
ム

研
究

の
動

向
と

そ
の

文
化

環
境

特
性

に
つ

い
て

の
一

考
察

 

1
9
 

ア
グ

リ
ビ

ジ
ネ

ス
と

ＩＴ
 

－
農

業
特

区
を

契
機

と
し

て
 

2
0
 

技
術

開
発

行
為

に
お

け
る

組
織

間
協

働
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

一
考

察
 

 
－

創
発

的
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ィ
ー

ル
ド

リ
サ

ー
チ

の
適

用
 

第
Ⅱ

象
限

 
 

 1
 

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

ジ
レ

ン
マ

の
原

因
に

関
す

る
仮

説
の

検
証

と
優

良
企

業
が

取
る

べ
き

対
策

の
考

察
 

 2
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
社

会
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

警
備

計
画

の
評

価
方

法
の

提
案

 

 3
 

総
合

病
院

に
お

け
る

患
者

待
ち

時
間

の
負

担
軽

減
に

関
す

る
研

究
 

 4
 

利
用

パ
タ

ン
数

の
削

減
を

可
能

と
す

る
パ

タ
ン

を
利

用
し

た
ク

ラ
ス

分
類

予
測

モ
デ

ル
の

提
案

 

 5
 

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

ベ
ー

ス
に

よ
る

知
識

を
創

造
す

る
専

門
家

集
団

の
特

性
分

析
 

 6
 

R
G

M
M

を
用

い
た

A
H

P
に

よ
る

社
会

的
合

意
形

成
モ

デ
ル

の
提

案
 

 7
 

E
C

サ
イ

ト
に

お
け

る
購

買
タ

イ
ミ

ン
グ

の
レ

コ
メ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

の
シ

ス
テ

ム
実

装
に

向
け

た
変

数
選

択
 

 8
 

階
層

ベ
イ

ズ
を

用
い

た
デ

フ
ォ

ル
ト

予
測

モ
デ

ル
構

築
法

の
提

案
 

 9
 

金
融

投
資

の
期

間
リ

ス
ク

と
期

間
リ

タ
ー

ン
の

概
念

と
そ

の
測

定
に

つ
い

て
 

1
0
 

企
業

と
学

生
の

価
値

共
創

活
動

に
つ

い
て

 
－

非
技

術
系

学
生

の
実

践
 

1
1
 

医
療

機
関

同
士

の
繋

が
り

の
表

現
と

災
害

時
の

繋
が

り
回

復
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 

1
2
 

異
な

る
集

団
間

の
マ

ッ
チ

ン
グ

と
集

合
的

選
好

の
決

定
ル

ー
ル

の
関

係
性

に
つ

い
て

 

1
3
 

誤
認

識
の

修
正

機
能

を
持

つ
状

況
と

し
て

の
コ

ン
ド

ル
セ

状
況

の
特

徴
づ

け
 

1
4
 

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
キ

ャ
ン

バ
ス

を
活

用
し

た
対

話
型

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
創

発
的

ス
ト

ー
リ

ー
テ

リ
ン

グ
の

適
用

 

1
5 

「
現

場
研

究
＝

起
業

実
践

・
事

業
開

発
」
の

方
法

論
 

－
光

産
業

創
成

大
学

院
大

学
の

活
動

現
場

か
ら

、
そ

の
理

論

と
実

践
 

第
Ⅲ

象
限

 
 

 1
 

IT
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

し
て

の
情

報
シ

ス
テ

ム
運

用
と

保
守

活
動

の
考

察
 

 2
 

価
値

協
奏

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
モ

デ
ル

と
戦

略
 

 3
 

多
様

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
世

界
到

来
に

よ
る

産
業

革
新

へ
の

適
応

 
－

Io
T
、

C
P

S
な

ど
に

よ
る

産
業

変
革

の
一

考
察

 

 4
 

ネ
ッ

ト
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
に

お
け

る
モ

バ
イ

ル
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
意

外
な

相
性

 

 5
 

O
p
e
n
3
1
1

に
よ

る
日

本
に

お
け

る
オ

ー
プ

ン
ガ

バ
メ

ン
ト

の
新

し
い

展
望

に
つ

い
て

 

 6
 

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

制
に

合
わ

せ
た

自
治

体
ク

ラ
ウ

ド
の

導
入

に
関

す
る

考
察

 

 
－

モ
ン

テ
カ

ル
ロ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
分

析
 

 7
 

日
本

の
電

子
政

府
政

策
の

方
法

論
に

係
る

課
題

 

 8
 

育
児

世
代

に
お

け
る

行
政

手
続

き
の

効
率

化
に

関
す

る
意

識
調

査
 

 9
 

IT
資

産
価

値
評

価
に

対
す

る
視

点
と

可
能

性
 

1
0
 

地
域

の
特

産
物

や
加

工
品

を
販

売
す

る
小

規
模

ネ
ッ

ト
シ

ョ
ッ

プ
の

運
営

に
お

け
る

問
題

分
析

 

1
1
 

継
続

的
改

善
の

阻
害

分
析

 

1
2
 

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
に

お
け

る
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
有

効
性

の
研

究
 

1
3
 

w
e
b

サ
イ

ト
「
チ

ャ
グ

ま
ん

ま
！

」
を

活
用

し
た

滝
沢

市
の

食
文

化
の

継
承

推
進

の
研

究
 

1
4
 

購
買

情
報

の
受

発
信

に
長

け
た

マ
ー

ケ
ッ

ト
メ

イ
ブ

ン
へ

の
効

果
的

な
到

達
 

1
5
 

ビ
ジ

ネ
ス

・
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ス
製

品
の

戦
略

に
関

す
る

一
考

察
 

1
6
 

職
務

経
験

１
年

目
の

計
画

的
O

J
T

が
効

果
に

与
え

る
影

響
 

－
小

学
校

教
員

を
事

例
と

す
る

経
年

比
較

 

1
7
 

A
社

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

研
修

の
効

果
に

関
す

る
研

究
 

－
組

織
間

キ
ャ

リ
ア

効
力

の
高

低
に

着
目

し
て

 

1
8 

日
本

企
業

の
技

術
競

争
戦

略
分

析
 

－
レ

ン
ズ

交
換

式
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

製
造

を
用

い
て

 

1
9
 

高
成

長
新

興
企

業
に

お
け

る
T
M

T
チ

ー
ム

特
性

が
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

の
質

へ
与

え
る

影
響

に
関

す
る

実
証

研
究

 

2
0
 

ス
キ

ャ
ン

・
パ

ネ
ル

・
デ

ー
タ

を
用

い
た

加
工

食
品

の
購

買
行

動
分

析
 

2
1
 

個
人

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

け
る

ブ
ロ

グ
・
ペ

ル
ソ

ナ
・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
購

買
意

思
決

定
モ

デ
ル

の
考

察
 

2
2
 

従
業

員
評

価
、

顧
客

満
足

度
、

な
ら

び
に

顧
客

ロ
イ

ヤ
ル

テ
ィ

の
関

係
に

関
す

る
顧

客
属

性
別

分
析

 

2
3
 

景
気

循
環

お
よ

び
所

得
税

・
法

人
税

の
減

税
効

果
再

現
の

た
め

の
A

B
M

モ
デ

ル
条

件
 

2
4
 

A
B

M
に

お
け

る
モ

デ
ル

妥
当

性
に

関
す

る
一

考
察

 

2
5
 

介
護

情
報

を
考

慮
し

た
社

員
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

関
す

る
一

考
察

 

2
6
 

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い
た

学
習

ア
プ

リ
の

効
果

に
関

す
る

研
究

 

2
7
 

新
た

な
企

業
誘

致
に

お
け

る
必

要
条

件
の

仮
説

導
出

 
－

徳
島

県
神

山
町

を
軸

に
し

た
比

較
事

例
研

究
 

2
8
 

透
析

高
齢

者
の

た
め

の
介

護
施

設
整

備
設

立
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

 
－

行
き

場
の

な
い

透
析

高
齢

者
の

受
け

皿
「
腎

幸
L
if
e
」
を

つ
く
る

 

2
9 

国
内

の
e

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

け
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

動
向

 

3
0
 

東
日

本
大

震
災

復
興

支
援

B
to

B
to

C
型

取
引

所
の

構
想

 

 
－

被
災

地
企

業
の

志
（
こ

こ
ろ

ざ
し

）
を

共
有

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

型
情

報
共

有
＆

取
引

サ
イ

ト
の

企
画

 

3
1
 

E
C

シ
ス

テ
ム

の
成

熟
度

と
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

 

3
2 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

経
営

 
－

福
島

県
東

南
ｗ

市
の

生
業

と
起

業
 

3
3
 

因
子

分
析

に
よ

る
グ

リ
ー

ン
S
C

M
実

施
企

業
の

類
型

化
と

そ
の

特
徴

に
関

す
る

実
証

分
析

 

3
4
 

受
注

生
産

型
の

中
小

製
造

業
に

お
け

る
原

価
見

積
も

り
と

実
績

の
差

異
分

析
 

3
5
 

オ
ン

ラ
イ

ン
市

場
に

お
け

る
最

低
価

格
保

証
制

度
の

考
察

 

3
6
 

医
療

情
報

共
有

の
ア

プ
ロ

ー
チ

 

3
7 

プ
ロ

ダ
ク

ト
・
ジ

ェ
ネ

ア
ロ

ジ
ー

（
系

譜
学

）
に

よ
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
 

3
8
 

開
発

チ
ー

ム
に

お
け

る
創

発
的

組
織

変
革

の
試

み
 

－
研

究
者

＝
実

務
者

の
視

座
か

ら
 

第
Ⅳ

象
限

 
 

 1
 

セ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
W

e
b

と
現

象
学

的
視

点
 

 2
 

差
異

化
に

向
け

た
製

品
と

顧
客

の
関

係
の

体
系

的
考

察
 

 3
 

高
度

情
報

化
社

会
に

お
け

る
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ュ

ア
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

化
つ

い
て

 

 
－

イ
ン

フ
ラ

と
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

意
味

合
い

の
相

違
に

つ
い

て
 

 4
 

組
織

と
情

報
技

術
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

の
動

的
適

応
の

視
座

 

  
注

）
 

大
会

名
称

は
学

会
H

P
の

表
記

に
従

い
、

2
0
0
8

年
度

春
季

大
会

ま
で

を
「
年

度
」
表

記
、

2
0
0
8

年
秋

季
大

会
以

降
を

「
年

」
表

記
と

し
て

い
る

。
 

－40－




